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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







[image: エルフ嫁と始める異世界領主生活5　─おきのどくですが　りりがるどは　きえてしまいました─]







[image: 和栗三咲のプロローグ──そして、漆原由太のエピローグ]







　　　　十月二日（月）

　あたしたちはふだん「悲しい」という言葉を使い過ぎている。

　だから、ふだん感じている悲しいを悲しいと呼ぶならば、あの時感じた想おもいは、決して悲しいなどというものではなかった。

《ピ、ピ、ピ》

　目の前に横たわっているのは、あたしの幼おさな馴な染じみ。

　ベッドサイドでは、真っ黒なディスプレイが命の残量を刻んでいる。

　心電図なんて、そんなベタな、と思うけど、現実は意外なほどテンプレだ。

《ピ、ピ、ピ》

　薄目を開けた由ゆう太たの表情に生気はなくて、張り付いた皮膚が頰ほお骨ぼねを浮き立たせていた。

　なんだか顔が一回り小さくなってしまったみたいだ。

《ピ、ピ……》




　ピ────────────────。




「……十九時三十八分。ご臨終です」

　医師が腕時計に目を落とし、静寂の中で終わりの時を告げた。

　ああ、やっぱりそれも言うんだ。

　なんてぼんやり思った直後、

「ぅ、ぅぅううううううぅぅ～～～～[image: かんたんふ]」

　突然、あたしの喉のどから聞いたこともない声が漏れ出した。

　そして横隔膜が痙けい攣れんし、蛇口をひねったみたいに涙が溢あふれてくる。

　止まらない。止まらない。止まらない。

　精神よりもっと深く、人間の奥底にある本質が、涙をポンプのように押し上げてくる。

　あたしの身体からだが、全身が、細胞の一つ一つが、激しく慟どう哭こくしている。

　たぶんこれは、心で泣いているんじゃない。魂で泣いているんだ。

　本能が胸を締め上げ、涙という名の苦い汁つゆを絞り出す。

　つい一瞬前まで、あたしは疲れ切って嘆くということさえ忘れてしまっていた。

　ボロボロになった由ゆう太たを見て、そしてそれを見ているのがもうつらくてつらくて、早く楽になってほしい、そしてあたしも早く解放されたい……そんなことばかり考えていた。

　自分でもあきれるばかりだった。

　あたしは一番大切な幼おさな馴な染じみが死んでも心一つ動かさない、そんな冷血女なんだと納得した。

　でも、どうやらそうじゃなかったらしい。

　いまあたしは、泣いている。

　たぶんこれは、生まれて初めて流した本物の涙。

　この涙に比べたら、いままで流してきた涙なんて、すべてウソっぱちのイミテーションだ。

　自分は可哀かわい想そうというシチュエーションに酔いしれ、自分で自分の涙にもらい泣きしただけの、薄っぺらい自己満足的涙。

　そして、泣いていたのは、たぶんあたしだけじゃなかった。

　暗い病室は、みんなのすすり泣きでいっぱいだったと思う。

　でも不思議なことに、誰だれがどんな風に泣いていたかは、さっぱり覚えていない。

　込み上げてくる涙に思考も理解も押し流され、何かを認識しているヒマなんてなかったから。




　この日、あたしの幼おさな馴な染じみ、漆うるし原ばら由ゆう太たは……死んだ。




　夢や幻だった、なんて愉快なオチはない。

　あのリリージョンさんですら、完全に死んでしまった人間を甦よみがえらせることはできないらしい。

　あたしたちは、ただその現実を受け入れるという選択肢だけを、目の前に突き付けられた。




　火葬場では、佐さ和わ子こおばさんが半狂乱になって泣き続けていた。

　焼かれた由ゆう太たは白い灰になって、わずかに残った小さな塊が、箸はしで拾い上げられていく。

　壺つぼに収まり切らないほど長い骨は、砕かれて、無理やり押し込められていった。

　骨を突く職員さんの手は乱暴で、どうしてそんなひどいことをするんだろう、と心中ひそかに憤慨したけど、誰だれも彼の作業を咎とがめる人はいなかった。

　だって、みんな分かっていたのだ。

　あの人は、あたしたちができないことを、代わりにやってくれているだけだってことを。

　思い返してみれば、由ゆう太たはいつも怪け我がばかりしていた。

　転んでひざを擦りむき、泣きじゃくっていた小さな由ゆう太た。

　鉄棒に額をぶつけ、血まみれの顔で強がる生意気な由ゆう太た。

　あざだらけで起き上がり、ニッと笑う制服姿の由ゆう太た。

　そして毛布にくるまれ、無言のまま運び去られていく担架の上の由ゆう太た。




　骨こつ壺つぼの蓋ふたが、小さな穴に覆おおい被かぶさる。

　佐さ和わ子こおばさんが「待って！」とつかみかかるのを、みんなで押しとどめた。

　骨こつ壺つぼはひんやりと冷たくて。

　それはまるで、骨と一緒に記憶や思い出までも閉じ込めてしまったかのようで……。

「由ゆう太た………」

　漆うるし原ばら由ゆう太たの物語は、ここで終わった。

　残されたのは、和わ栗ぐり三み咲さきの物語だ。

　そしてわたしたちの物語は、決してハッピーエンドでは終わらない。

　バッドエンドが確定した物語、それがわたしと由ゆう太たの物語。




　あのね、由ゆう太た。あたしね、ずっと君と一緒にいられるものだと思ってたよ。

　毎日見飽きるほど顔を見て、そしてこれからも、そんな日々が続くんだと思ってた。

　でも考えてみれば、あたしが由ゆう太たと一緒にいられた時間は、人生のほんの一部分でしかなかったんだね。

　これからあたしは、由ゆう太たがいない世界を生きていかなければならない。

　由ゆう太たのいない、この世界で……。

　由ゆう太たがいない日々は、長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くて長くてながくてナガくて永くて──。

　けど、これだけは忘れちゃいけない。由ゆう太たは死んだんじゃなくて……殺されたんだ。




　由ゆう太たを殺したのは──。







[image: 第十五号議案　三角木馬の設置基準及び安全な騎乗方法に関するガイドラインの改定について（事務連絡）]







　　　　１




　　　　九月九日（土）

　玉座の背を覆う真紅のタペストリー、花びらの撒まかれた分厚い絨じゆう毯たん。

　テーブルが取り払われた城のホールは広々として奥ゆかしく、壁に掛かった二振りの戦せん斧ぷが、歴史の重みに威厳を添えている。

　その真ん中で、俺おれは──、




「っはい！　っはい！　っはい！　っはい！」

　ケミカルライトを振っていた。





「タイガー!!　ファイヤー!!　サイバー!!　ファイバー!!　由ゆう太た、声ちっちゃいよ[image: かんたんふ]」



「ええと……タイガーファイヤーサイ……え、何!?」

　ちょっ、三み咲さき！　俺おれの頭にペンライト当たりそうなんだけど！

　突如、両手で斜め上を左右交互に指差す謎なぞの運動を始めた三み咲さきを見て、美み羽うさんが困惑の表情を浮かべた。

「あの、三み咲さきさん？　そのダンスにはどのような意味が……」


「ふっふーッ☆ふわっふわっ（[image: やじるし]）」



　その問いは、人語を超えた雄叫おたけびに虚むなしくかき消される。

　さて、俺おれたちがなぜこんなことをしているかと言うと──。

「みなさーん！　今日きようはわたくしたちのためにお集まりいただき、誠にありがとうございまーす!!」

　正面、一段上がった舞台の上で、ＡＫＢ風衣い裳しように身を包んだアクセリアが、手を振りながらぺこりと頭を下げた。

　そう、何を隠そう今日きようは……リリガルド史上初、ミニライブの日なのである！

「しかし、まさか本当にやるとはな……」

　アクセリアの両脇わきでは、人間姿もすっかり板についたメロンとザルディーネさんが、同じくアイドル衣い裳しようをまとってマイクを振り回している。

「みんなー、メロンだよー!!　あ、ユウタお兄ちゃん！　交尾しよー!!」

　せめて伏字で頼むわ！

「やれやれ暑いのう。こんなヒラヒラした布きれなぞ着ておれんわい（脱ぎ♥）」

「水竜さまがご乱心だー!!」

「水竜さま、殿でん中ちゆうでござる!!」

　領民さんたち大混乱。

　ハーフエルフにドラゴンメイド二人というだけでも人外の極みなのだが、さらにその両翼には、ザルディーネさんのお世話係であるフィレレちゃんと、もはや女騎士という称号に疑念を呈さざるを得ないベルベリンデさんまで踊っていた。

　フィレレちゃんが、某アニメでよく見かけるデカルチャーなポーズを冷静な表情で決める。

「………キラ」

「い、いえーい……」

　ノリを計りかねた領民たちが、曖あい昧まいにペンライトを掲げた。

　一方、ベルベリンデさんは、


「ラブラブハートでキュン♪　クッ、殺せ！」



　涙目でハートマークを作っていた。

　あんたはいつも、もっと恥ずかしい格好してるから大だい丈じよう夫ぶだろ。

「どう、由ゆう太た！　これなら絶対人気出るよね！　あたしがプロデュースしたアイドルグループ、ＲＲＧ48！」

「お前、ＡＫＢグループに戦争でも仕掛ける気!?」

　ちなみにＲＲＧはリリガルドＲＲＧの略だそうな。

「うふふ。大盛況ですわね、ユウタさん」

　背後からの声に振り向くと、胸に「アクセリアは俺おれの嫁♡」と日本語で書かれたＴシャツを着たイグザリアさんが、上品な佇たたずまいで微笑ほほえんでいた。

　誰だれが作ったそのＴシャツ。嫁じゃなくて娘の間違いだろ……。

「ノ、ノリノリですね、イグザリアさん……」

「娘の晴れ舞台ですもの。力いっぱい応援するのが親心というものですわ」

　サイズが合わないせいか、胸の部分がパツンパツンになっている。

　相変わらずエロいぜ、この人妻は。

「あ、アクセリアちゃんのお母さん！　あたしが作ったＴシャツ着てくれたんだね！」

「似合ってますか？　うふふ」

　やっぱりお前が犯人か！　おかげで親子関係がややこしいことになっちまったじゃねえか！

「しかし三み咲さき、ＲＲＧ48なんて、本気でやるつもりか？」

「もちのロンロンだよ！　もうすぐアクセリアちゃんたちのことがみんなに公表されるんでしょ!?　何事もつかみが肝心！　いまからバッチリ準備しておかなくちゃっ！」

　俺おれたちは、ホントにこの方向性でいいんだろうか……。

「あの、美み羽うさん。やっぱり俺おれ、リリガルドのことを公表するのは、まだ少し早いと思うんですけど……」

　美み羽うさんは、指の間からベアクローのようにキングブレードを生やした手で器用にメガネを押し上げながら答える。

「お気持ちは分かりますが、あまり公表が遅れますと、なぜずっと国民に知らせなかったのか、という点をマスコミに追及される恐れがあります。それでなくとも選挙期間中は公表を見送ってきた経緯がありますので、これ以上の秘匿は難しいかと……」

「でも、まだ心の準備ってものが……」

「おっしゃりたいことは分かります。ただ、万一国が公表する前にマスコミなどにすっぱ抜かれてしまった場合、政府与党としては非常に厳しい立場に立たされてしまいます」

「まあ、そうなんでしょうけど……」

　溜ため息いきをついた、その時だった。

　カタカタカタ……。

　かすかな物音にテーブルの上を見ると、ワイングラスが小刻みに震えている。

「んみゅ？」「何じゃ……？」

　ステージの上で、メロンとザルディーネさんが眉まゆをひそめた。

　窓の向こうで、鳥たちが一斉に飛び立つ。

　直後、

　グラリ──。

　突然足元が、左右に揺れ始めた。

「きゃあ!?」

「お城が、揺れてる!?」

　一斉に腰をかがめる領民たち。

「ユ、ユウタ様、外をご覧ください！　島全体が、揺れております！」

　樹き々ぎが葉を揺すり、水路がざわざわと波を立てる。

「ああ、地震か。うん、そうだな。結構揺れてるな」

「な……!?　ユ、ユウタ様はどうしてそのように落ち着いてらっしゃるのですか!?」

　あ、そうか。異世界ユングリングの人たちは地震なんか経験したことなかったんだな。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、アクセリア。これは『地震』って言って、日本じゃよくあることなんだ」

「大地が揺れるのが、よくあることなのですか!?」

　まあ、地震がない国からきた人たちは、みんなビックリするらしいからな。

「そんなに心配しなくても、しばらくすればすぐに収まるって」

　のん気に構える俺おれに、美み羽うさんが小声で耳打ちしてきた。

「あの……由ゆう太たさん。地震そのものは大した規模ではないかもしれませんが、この城の耐震性はまた別問題ではないかと」

「へ？　耐震性？」

「そうです。地震と無縁の地域から転移してきたということは、必然的に耐震性を考慮した設計にはなっていないはず」

「てことはつまり……」

「早急な避難をご提案します」

「マジですか[image: かんたんふ]」

　俺おれが叫ぶのと同時に、いきなり揺れが激しさを増した。

　立っているのも困難なほどの震動に、壁にかけていた戦せん斧ぷが派手な音を立てて落下する。

〝きゃああああああああああ！〟

　ホールに領民たちの悲鳴が響き渡った。

「ね、ねえ由ゆう太た、これってちょっとヤバくない……？」

「そそそ、そうだな。どうやら避難したほうが良さそうだ」

　とは言え、パニックになったらますます危険な状態になってしまう。

　俺おれは「こほん」と一つ咳せき払ばらいし、みんなに告げた。

「えー、み、皆さん。これは地震と言って、日本ではよくある現象です。別に大したことではありませんが、念のため、慌てず急いで、外に避難しましょう」

　冷静な美み羽うさんが、真っ先に避難誘導を開始する。

「皆さん、出口はこちらです。押し合わず、落ち着いてわたしについてきてください」

「姫様、我々もここを出ましょう」

「いえ、わたくしたちはこの城の主あるじ。皆が避難したことを確認する責務があります」

　手を引くベルベリンデさんに、アクセリアが毅き然ぜんとした表情で告げた。

　隣にいたイグザリアさんも、力強く頷うなずく。

「アクセリアさんの言うとおりですわ、ベルベリンデさん。わたくしたちがお城を出るのは、一番最後でしてよ」

　さすがアクセリアとイグザリアさん。生まれて初めて経験する地震で本人も怖いだろうに。

　一方、メロンは地震に力いっぱいビビりまくっていた。

「ユユユ、ユウタお兄ちゃん。あ、足元が揺れてるるる……」

「そうだな。けど、その前にちょっと離れてくんないかな」

　顔面に胸を押し付けられて、息が……。

「由ゆう太た、みんなお城を出たみたい。残ってるのはあたしたちだけだよ」

「ふう。よし、そんじゃ俺おれたちもそろそろ避難するか」

　ぎしぎしとイヤな音を立てながら、天井や壁から砂さ礫れきが降り注いでくる。

　震動で玉座が床を滑り、階きざはしから落ちてガタッとひっくり返った。

「ユウタ様、出口はこちらです。お早く」

　アクセリアの呼びかけに、最後まで残っていたメンバーが避難を始める。

　が、

「あわわわわ……」

　ホールの壁かべ際ぎわで、一人震えている影があった。

　ザルディーネさんだ。

「あれ？　ザルディーネさん、そんなところにいたら危ないですよ。早く城を出ましょう」

「そ、そうは言うても、足が震えて立てなんだ……」

「へ？　ザルディーネさんでも地震が怖いんですか？」

　メロンといい、ザルディーネさんといい、ドラゴンってのは案外怖がりなのかなあ。

「ユウタ様、ザルディーネさんもメロンちゃんもふだんは水中で暮らしておりますので、足元が揺れるという感覚が余計に恐ろしいのだと思います」

「なるほど、そういうことか。ならしゃーない。さ、行きますよ、ザルディーネさん」

　俺おれはしがみ付いてくるメロンをアクセリアに預け、壁かべ際ぎわでうずくまるザルディーネさんの許もとへと歩み出した。

　それを見たベルベリンデさんが、心外とばかりに蘊うん蓄ちくを垂れ始める。

「ご安心召されよ、ユウタ殿。我らがリリガルド城は数々の戦を乗り越え、この地を鎮しずめてきた鉄壁の金城。たかが『じしん』ごときに砕かれるものではありませぬ」

「へえ。この城にはそんな歴史があったんすね」

「左様。特にあの窓の向こうにそびえる主塔キープは、この城の中でもっとも堅けん牢ろうと言われ──」

「由ゆう太た！」

　ベルベリンデさんの話を遮り、不意に三み咲さきが叫び声を上げた。

「外！　外！」

「え？　外がどうしたって……」

　窓から見えたのは、俺おれたちがいる居館のほうへ向かって崩れ落ちてくる、巨大な塔の影。

「う、うおおおおおおおおおお!?　ちょ、ベルベリンデさん！　あの塔は鉄壁の金城さんなんじゃなかったんすか!?」

「バ、バカな！　帝国の投石機カタパルト攻撃にも耐えた主塔が！」

　いや、ちょっと待って！　投石機で攻撃されたってことは、それだけ傷んでたってことじゃねえか！

「ユウタ様！　転移魔法を使います！　早くこちらへ！」

「お、おう！」

　俺おれは慌ててザルディーネさんを抱え上げ、アクセリアたちのほうへ向かって駆け出した。

「うわっ！」

　木板の天井がみしみしと音を立て、壁から外れ落ちた石の塊がバコッと音を立てて砕け散る。

「早く！」

　アクセリアが腕を伸ばし、俺おれの手をつかもうとしたその時──。

　ズゴゴォ！

「由ゆう太た！　危ない！」

「ユウタ様！」

　頭上から、巨大な石のブロックが落ちてくるのが見えた。

（あ、死んだ……）

　一瞬で身体からだが理解した。

　アクセリアの手は届かない。

　ごつごつした岩の表面が、スローモーションで目の前に迫ってくる。

　咄とつ嗟さにザルディーネさんを抱え込み、うずくまって覆おおい被かぶさる。




「いけません、ユウタさん！」




　叫んだのは、イグザリアさんだった。

　刹せつ那な、大きく開かれた眼まなこが金色に輝き、その姿が陽炎かげろうのように揺れる。

　キィィィィィィィィィィン────パッ。

　気が付くと、視界が入れ替わり、いつの間にかイグザリアさんの細い指が、俺おれとザルディーネさん、そしてアクセリアたちの手をつないでいた。

「え？　いま、何が……？」

「アクセリアさん！　転移魔法を！」

「は……はい！　お母様！」

　アクセリアが念じると、浮遊感が全身を包み込み、崩落の音は彼方かなたへ飛び去っていった。




　　　　２




　足が地面を感じた直後、膝ひざがカクンと折れた。

「う、わ」

　そのまま俺おれは、バランスを崩して芝生に尻しり餅もちをつく。

「はぁ、はぁ、はぁ……ここは、外？　俺おれ、助かったのか……？」

　脚の震えが止まらない。

　よくアニメやマンガで、死にかけたキャラが「大だい丈じよう夫ぶだったか？」「ああ、大だい丈じよう夫ぶ」なんて平然と話してるシーンを見かけるけど、あんなのウソだ。ぜんぜん大だい丈じよう夫ぶじゃない。

　前に見た戦争のドキュメンタリー番組か何かで「兵員たちの士気も、生きて帰って、かえって低調になりましたね。生死の境をさまようと、人間はやはり違ったものになりますねえ」なんて話を聞いた覚えがあるが、いまならその気持ちがちょっとだけ分かる気がする。

「ユウタお兄ちゃん！」

　いきなりメロンが抱き付いてきた。

　いつもなら暑苦しく感じるけど、いまはその温ぬくもりが心地いい。

「ユウタ様、ご無事でなによりでした」

　アクセリアが、涙に潤む瞳ひとみで俺おれの手を取る。

「ああ、何とか助かったよ。けど、もうダメだと思ったのに、どうして……」

　石が落ちてきた瞬間、パッと瞬間移動したような……俺おれの勘違いか？

「あれは、わたくしが使った禁きん呪じゆですわ」

　アクセリアの隣では、芝生に横たわったイグザリアさんが額に脂汗をにじませていた。

[image: ]

「き、禁きん呪じゆ？」

「ええ。わたしの周囲だけ時間を加速させる魔法ですの。それを使って、由ゆう太たさんとザルディーネさんを引き寄せたのですわ……うっ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、奥方様!?」

「ええ。心配なさらないで、ベルベリンデ。ただ、禁きん呪じゆの影響で、いまは身体からだが……」

　心配するなという言葉とは裏腹に、イグザリアさんの声は弱々しく震えている。

「お母様、リリージョンさんの診療所で休ませていただきましょう。これ以上ご無理をなさっては、お身体からだにさわります」

　アクセリアとベルベリンデさんに両脇わきから支えられ、イグザリアさんは村はずれの診療所へと運ばれていった。




　　　　九月十日（日）

　壁へき龕がんになった窓から城壁の上でさえずる小鳥たちの姿を眺め、俺おれはそっと目を細めた。

「主塔と居館の北棟は崩れちまったけど、それ以外は思ったほどの被害じゃないみたいだな」

　イグザリアさんの寝室がある、ここ居館南棟も、倉庫代わりの頑強な造りが幸いして、建物自体はびくともしていなかった。

「由ゆう太た、メロンちゃんとザルディーネちゃんは大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ、怪け我がはしてないから心配ないよ。ただ、二人とも地面にいるのは怖いから、しばらく竜の姿で水の中に戻ってるってさ」

　むしろ精神的なダメージのほうが心配なんだが、まあ二人ともタフだから、しばらくすればケロッと元通りになるだろう。

「由ゆう太たさん、集落のほうを見てまいりました」

　ちょうどそこへ、タブレット端末を持った美み羽うさんが戻ってきた。

「ありがとうございます。みんな無事でしたか？」

「ええ。集落のほうは、何軒か傾いてしまった家もあるようですが、幸い住民の皆さんは城の広間に集まっておりましたので、大きな怪け我がをされた方はいなかったようです」

「良かった。まさに不幸中の幸いってやつっすね」

「とは言え、逃げる最中に転んで怪け我がをされた方もいらっしゃいましたので、いま診療所ではリリージョンさんが全力で治療に当たっています」

　それは地獄絵図だな。

「ねえ由ゆう太た、家が傾いた人たちは、これからどうするんだろ……」

　窓から集落を見下ろすと、領民のみんながボルグさんの指示の元、傾いた家の復旧に当たっている。

「そうだな。俺おれたちも、あっちの手伝いに回るか」

　腕まくりをして部屋を出ようとした俺おれの腕を、美み羽うさんがつかんだ。

「それには及びません、由ゆう太たさん。百もも花かさんが、彼らのために青あお根ね島しま村の公民館を開放してくださるそうです。それに鍛か冶じ屋やのボルグ氏からも、家屋の復旧は領民たちに任せて、由ゆう太たさんたちは城の片付けのほうに専念してほしいと言われております」

　以前だったらリリガルドと青あお根ね島しまの出入りは規制されてたから公民館で受け入れなんて無理だったろうけど、いまはリリガルドも日本国内という位置付けが明確になったおかげで、困った時に助け合うことができる。

「そっか。それじゃ俺おれたちはこっちのほうで頑張るか。とは言え、この様子じゃ一筋縄にはいきそうもないけどな……」

　あちこち物が散乱した床を見て、思わず溜ため息いきが漏れた。

「申し訳ありません、ユウタ様。こんなことまでお手伝いをお願いしてしまいまして」

「何言ってんだよ、俺おれだってここの領主なんだから」

「あたしたちもバリバリ手伝うよ！　ね、みうみう！」

「ええ、もちろんです」

　グッとガッツポーズを決める三み咲さきに、美み羽うさんがニコッと微笑ほほえみ返す。

「ところでアクセリア、イグザリアさんの容よう体だいはどうだ？」

　俺おれが尋ねると、アクセリアの耳がしょんぼり下を向いた。

「フィレレさんが看護してくれておりますが、あまりよろしくないようです。異世界ユングリングからの転移魔法や、『とちょう』への飛ひ翔しよう魔法で無理されたところに加えて、今回は時間操作魔法まで使用されましたので、反動で起き上がることすら難しい状態です」

　飛ひ翔しよう魔法……四しノの宮みや議員のところへ行った時のことか。

　俺おれが足あし枷かせを取ってあげたおかげですっかり元気になったみたいなこと言ってたけど、やっぱりまだ無理してたんだな。

「イグザリアさんは、そこまでして俺おれとザルディーネさんを……」

「お気になさらないでください、ユウタ様。禁きん呪じゆの反動でしばらく魔法は使えませんが、命に別条があるわけではございませんので」

「ほら、由ゆう太た。落ち込んでないでちゃっちゃと片付け済ませよ！　いまはそれがアクセリアちゃんのお母さんに対してできる一番の恩返しなんだから！」

「うん。そうだな……」

　こういう時は、無心に身体からだを動かしているほうが変に悩まなくて済む。

　三み咲さきなりの気遣いってことだろう。

「そんじゃ、早速始めっか。まずはこの倉庫からだ」

　気を取り直して隣の部屋のドアを開けると、

「おや、ユウタ殿」

　そこには見覚えのある女騎士が、なぜか荒ぶる鷹たかのポーズで立ちふさがっていた。

　って、おい！

「ベルベリンデさん、何やってんすか!?」

「フッ。何をしているのかとは、異なことを。ここにはクロス家が納めた武具も多く保管されております。片付けに入るのは至極当然のこと」

「それはまあ分かりますけど、その変なカッコはなんですか!?」

「良いい質問ですな。実は、片付けの最中に見付けたこちらの『千年鷹アーマー・オブ・ミの鎧レニアムフアルコン』が呪のろわれていたようでして、装備したところ、このポーズのまま動けなくなってしまったのです」

　名前だけは無駄にカッコいい鎧よろいだった。

「この名前なら大だい丈じよう夫ぶかと思ったのですが、無念……!!」

「名前で選ぶなっつーの！」

「というわけで、申し訳ありませんがユウタ殿、脱ぐのを手伝っていただけないでしょうか」

「へいへい、分かりましたよ。えーっと、金具の位置は……」

「……ユウタ殿、あまり顔を近づけられると鼻息がこそばゆいのですが」

「えっ!?　あ、すみません！」

　鎧よろいとは言え、考えてみれば女性が着ているものを脱がせているわけで、そう考えるとちょっぴりドキドキしてしまう。

「……ふう。これでどうですか」

　ようやく脱がせ終わると、ベルベリンデさんは満足そうに頷うなずいた。

「かたじけない。これで一つ目の呪のろいは解除できました」

「一つ目って何!?」

「実は鎧よろいの下に着用した『竜鱗のドラゴニツク戦衣・ローブ』と『女神のブリユンヒルデ・長靴シユテイーフエル』も呪のろわれていたようでして」

「だから名前で判断するんじゃねーっつーの！」

　結局、呪のろわれた防具を外し終えた頃ころには、ほぼフル・フロンタルになっていた。

「ふう、ようやく脱ぎ終わりましたな……くっ、殺せ！（ズシャァ！）」

「脱がす前に言ってくんない!?」

　呪のろいを解いてやったお礼がそれかよ！

「ったく、すっかり無駄な時間食っちまったぜ」

　俺おれが呪のろわれたベルベリンデさんを剝むいている間、美み羽うさんたちは黙々と倉庫の片付けを行っていた。

　すまないねえ君たち。

　騒ぎを終えた俺おれのところへ、三み咲さきが何かキラキラするものを手に駆け寄ってくる。

「ねえねえ由ゆう太た、こんなの見付けちったんだけど！」

　それは懐中時計を小さくしたようなデザインの、綺き麗れいな首飾りだった。

　トップは宝石で彩いろどられ、銀色のチェーンが眩まばゆく輝いている。

「へえ、ネックレスか～。なんかアニメキャラが持ってそうなデザインだな」

「でっしょー!!　なんかカッコよくない!?　特殊な効果とかあるのかな？」

　そばで一緒に片付けをしていたアクセリアが、会話を聞いて三み咲さきの手元を覗のぞき込こんでくる。

「まあ。見たことがないネックレスですね。倉庫の目録にも、それらしいアイテム名は記載されていないようです」

「おい、まさかそれも呪のろわれてるんじゃねえだろうな」

　ベルベリンデさんが、ビクッと背中を震わせる。

「いえ、その心配はなさそうです。特段魔力は感じませんので、ただの装身具かと思います」

　アクセリアの説明に、三み咲さきがガックリ肩を落とした。

「なーんだ。世界を滅ぼす力とか、宇宙の法則を歪ゆがめる力があるんじゃないかと思ったのにー」

「そんな物騒なもんが転がっててたまるかよ……」

「うふふ。そのペンダントは違いましたが、このお城は魔神が封印される前から建っていたものです。じっくり探せばそのようなものが出てくるかもしれませんよ？」

「ホント!?」

　パッと目を輝かせる三み咲さき。

　お前、そんなアイテム手に入れて何をするつもりだ。

「とりあえず、そのペンダントはミサキさんに差し上げます。片付けをお手伝いしていただいているお礼です」

「え!?　いいの、アクセリアちゃん!?」

「目録になかったということは、元々我が城の財産に含まれていなかったということです。ご遠慮いただく必要はございません」

「わぁ！　ありがとう、アクセリアちゃん！　大切にするね！」

　三み咲さきは嬉うれしそうにペンダントを握り締めた。

「えへへ、どう？　似合う？」

　首からチェーンを下げた三み咲さきが、円形のトップを掲げてキラリと光らせたその時、

「旦だん那な様、姫様！　大変です！」

　領民の一人が血相を変えて部屋に駆け込んできた。

「どうしたんすか、そんなに慌てて？」

「城の外をご覧ください！」

　言われて窓に駆け寄ると、夕闇の迫る島の西側──青あお根ね島しまとは反対側の方角の空が、不気味な紫色に輝いていた。

「な、何だあれ!?　異世界ユングリングとの境界面が光っているぞ!?」

「そんな、まさか……」

　窓枠を握るアクセリアの手が、わなわなと震えている。

「アクセリア、何か知ってるのか？」

「はい……。あれは……時空転移魔法の光です」

「時空転移魔法!?」

　イグザリアさんがここへ来るために使った、あの魔法のことか。

「ですが、あれはお母様のような強大な魔力を持った方でさえ、生命力を削ってようやく発動させることができる禁きん呪じゆ中の禁きん呪じゆ。他に行使できる者がいるとは……」

　バリバリバリバリ！

　突如、激しい放電と共に、そそり立つ光の壁を貫いて、巨大な箱のようなものがせり出してきた。

　箱？　いや違う。先端がやや丸まったその形状は、

「──船!?」

　シンプルで何の飾り気もない、ただただ巨大な木造船。

　それが、いままさに空を突き破ろうとしている。

「あ、あれはまさか………世せ界かい樹じゆの方はこ舟ぶね!?」

　アクセリアが、愕がく然ぜんとした表情を浮かべた。

「せ、世せ界かい樹じゆの方はこ舟ぶね？　なんだそりゃ……？」

「時空を超え、空を翔かけると言われる伝説の船です。ただのおとぎ話と思っていたのですが、本当に存在するとは……」

　驚いているのはアクセリアだけじゃない。その場にいる誰だれもが呆ほうけたように言葉を失って立ち尽くしている。

　光の壁を抜けた方はこ舟ぶねは、開けた場所を選んでゆっくりと降下し始めた。

「アクセリア、とりあえず行ってみよう！」

　俺おれたちは取るものも取りあえず、部屋を一斉に飛び出した。




　　　　３




　夕暮れを背にした方はこ舟ぶねは、まるで小高い丘のように地面から黒々とそびえ立っていた。

　集まって来た領民たちも、不安そうに巨船の影を見上げている。

「おいユウ！　こいつは一体どういうことだ！」

　役場から駆け付けてきた百もも花か姉ちゃんが、息を切らしながら詰め寄ってきた。

「し、知らないよ、俺おれたちも今きたばっかりなんだから」

「ったく、こちとら異世界からの客はもう間に合ってるっつーのに、またロクでもねえモノ持ち込んできたんじゃねえだろうな」

　疲れた顔で、百もも花か姉ちゃんが頭を搔かきむしる。




〝ロクでもないとはご挨あい拶さつだな！〟




　突然、茜あかね色いろに染まった大地に何者かの声が響き渡った。

「だ、誰だれだ!?」

「ユウタ様！　あそこに人が！」

　見上げた舳へ先さきの上には、マントをはためかせた小さな人影が立っている。

「何だありゃ……この船の乗組員か？」

「とうっ！」

　舷側からジャンプした人影は、地面に到達する寸前でふわりと浮き上がり、羽毛のような軽やかさで大地に降り立った。

　スタッ！

　扇状に広がった緋ひ色いろのマントの中心で、目も醒さめるような冷たいブルーの鎧よろいを着た騎士が静かに立ち上がる。

「………驚かせて済まなかったな」

　バイザーの降りた兜かぶとの下で、謎なぞの騎士はニッと笑みを浮かべた。

「その声は……女か？」

　百もも花か姉ちゃんが、訝いぶかるような視線を鎧よろいの騎士に向ける。

　騎士の身長は、三み咲さきや美み羽うさんと同じくらいだろうか。ハスキーな声のせいで、小柄な少年のようにも見える。

「ユウタ殿は下がっておられよ」

　俺おれの隣で、ベルベリンデさんが剣の柄つかに手をかけた。

「な、何をする気ですか、ベルベリンデさん？」

「なぁに、他よ所そからきた女騎士の腕がどの程度のものか、少しばかり試させてもらうだけです」

　口くちの端はを不敵に持ち上げ、ベルベリンデさんが闘気のこもった視線を向ける。

「ベルベリンデさん、あの人が本物の女騎士だったら『クッ、殺せ！』って言えるはずだよ！」

「お前は黙ってろ、三み咲さき」

　妙な空気が漂う中、アクセリアが、すっと俺おれたちの前へ進み出た。

「ベルベリンデ、あなたは下がっていなさい」

「ひ、姫様？」

　そして謎なぞの騎士へ向き直り、毅き然ぜんとした声で問とい質ただす。

「あなたは何者ですか？　一体何の目的で、このリリガルドへきたのです？」

　アクセリアの問いに、女騎士は意外な答えを口にした。

「拙せつ者しやは……勇者だ」

「えっ[image: かんたんふぎもんふ]」

　三み咲さきが叫ぶ。

「一人称が拙せつ者しや!?」

　そこ!?

「いや、違ちげえだろ！　勇者だって言ってんだから、まずそっちに驚けよ！」

「なんだ、女騎士ではなく女勇者だったか。ならばよかろう」

　ベルベリンデさんが、抜きかけた剣を鞘さやに戻した。

　あんたの着眼点も、だいぶおかしいな！

「けど、ホントに勇者なのか？　たしかに見た目はソレっぽいけど……」

「ウチもそう思うぞ。あいつ、なんか胡う散さん臭くせえ」

　百もも花か姉ちゃんが、疑いの眼まな差ざしを鎧よろいの戦士に向ける。

「ねえアクセリアちゃん、あの人が本物の勇者かどうか分かる？」

「すみません、ミサキさん。勇者様がおられるという噂うわさは聞いたことがありますが、実際にお目にかかったことはございませんので、何とも……」

　自称勇者は、肩をすくめてわざとらしく溜ため息いきを吐き出した。

「ふう。やれやれ、拙せつ者しやが勇者であるということは、なかなか信じてもらえないようだな」

「信じてもらいたかったら、証拠くらい見せてもらえねえとな」

「証拠か、それもそうだな。ではお望みどおり、いまから勇者の証あかしを見せてやろう」

　鎧よろいの騎士が不敵な笑みを浮かべると、突然手の平の上で、バチバチと閃せん光こうがはじけた。

「そ、それはまさか……電撃魔法!?」

　途端にアクセリアが驚きの声を上げる。

「そう。だが、真の勇者が使うのは電撃魔法ではない」

　青い鎧よろいの戦士は、スパークに覆われた右手で天を指差す。

　同時に強い風が吹き荒れ、人差し指のはるか先で、真っ黒い雲が集まっていく。

「見たまえ。これが、雷撃魔法だ」

　直後、宵よい闇やみに沈む空を、一筋の閃せん光こうが切り裂いた。




　ドオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォン[image: かんたんふ]




　大音響が空気を震わせ、俺おれたちは反射的に耳を塞ふさぐ。

「うわ！」

「か、雷!?」

「……これが雷撃魔法トニトルスだ。限界まで出力を絞ったが、それでもちょっとうるさかったようだな」

「マ、マジかよ……」

　気が付くと、膝ひざが小刻みに震えていた。

　たしかにこれは、アクセリアや俺おれが使う精霊魔法なんかとは比べものにならない。

　天を操り、空を引き裂く力。すべてを裁く、浄化の輝き。

　まさに神から与えられた、人じん智ちを超える異能。

「ま、間違いありません。あれは勇者様だけが使えるとされる雷撃魔法……伝説の、第五精髄魔法の一種です」

「どうだい？　信じる気になってくれたかい？」

　俺おれたちは青あお褪ざめた表情で頷うなずく。

　風に流されていく黒雲の下、青い鎧よろいに身を包んだ勇者は、口元に薄い笑みを浮かべた。
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　窓から夕ゆう陽ひが差し込む居館南棟の一室。

「由ゆう太た、いまフィレレちゃんたちがお茶を入れてきてくれるって」

「おう、サンキュ」

　ようやく片付けの済んだ部屋で、俺おれたちは勇者とテーブルを挟み、静かに向かい合っていた。

「それでは改めて名乗らせてもらおう。拙せつ者しやの名は勇者ロロ。よろしくでござる」

　ござるって……。

　ツッコミたい気持ちを全力で抑えながら、差し出された手を握る。

「漆うるし原ばら由ゆう太たです。先ほど説明したとおり、日本という国の青あお根ね島しま村出身で、一応アクセリアと一緒に領主をやらせてもらってます」

「どうもでござる。そして、そちらがアクセリア氏でござるな」

「はい！　ロロ様と言えば、かつて暗黒の魔王を滅ぼしたとされる伝説の戦士！　まさかそのような方をこのリリガルドでお迎えできる日が来るとは！」

　アクセリアが、感動の面持ちで勇者の手を握った。

「正確にはその血を引く者だが、皆からは勇者ロロと呼ばれている。……でござる」

「さっきからなんか無理にキャラ付けしようとしてない!?」

　そもそも勇者って「拙せつ者しや」とか「ござる」って言うの!?

「コホン。拙せつ者しやはこれが自然体でござる」

　ウソくせぇ～～。

「……あの、自然体って言うなら、兜かぶとも脱いだらどうっすか？」

　顔が見えないから、性別はおろか、年齢もよく分からない。たぶん同年代なんだと思うけど、たまにものすごく年上っぽく感じることもある。

「いや、これを脱ぐわけにはいかないでござる。勇者たるもの、いつ何なん時どき危険に襲われるか分からないでござるからな。常在戦場、それが勇者のあり方でござる」

「なんかベルベリンデさんみたいなセリフですね」

　平和なリリガルドに危険なんてあるわけねえだろ。

　と言いたいところだが、昨日きのうの地震で死にかけた身としては、少々反論しづらいものがある。

「それにしても、ロロちゃんの鎧よろい、ホントに立派だよね～～」

　三み咲さきがロロの格好を見て、うっとりとした表情を浮かべた。

　金の装飾で縁取られたブルーメタルの全フルプ身レート鎧アーマーに、神こう々ごうしい威厳を備えた騎盾ナイトシールド。長剣の柄つかには、宝玉の嵌はまった紋章のような意匠が施されており、二本の角が生えた兜かぶとは吸い込まれそうなほど美しい光沢に覆われている。

　って、お前は伝説の勇者をいきなり『ちゃん』付けか。

「由ゆう太たが作るコスプレグッズより、百倍くらい立派だよ～～」

「そりゃそうだろ」

　伝説の勇者の装備がコスプレグッズレベルだったら、文字通り世界が炎上するわ。

「で、その勇者様が、こんなところへ一体何の用すか？」

　隣に座る美み羽うさんが、カチャリとメガネを押し上げた。

「わたしもその点を伺いたいと思っておりました。異世界ユングリングからやって来たあなたの意図は、日本政府としても注目に値します」

「そうだぞ。お前、さっきから何か隠してるんじゃねえのか？」

　身を乗り出してメンチ切ってくる百もも花か姉ちゃんに、勇者が「う……」とたじろぐような素振りを見せる。

　へえ、伝説の勇者でも、百もも花か姉ちゃんのガン飛ばしにはビビるのか？

「う、うむ、失礼。では、拙せつ者しやの用件を単たん刀とう直ちよく入にゆうに言わせてもらうでござる」

　咳せき払ばらいをして気を取り直した勇者は、思わぬ言葉を口にした。




「アクセリア氏。拙せつ者しやはあなた方を異世界ユングリングへ帰すため、あの船で迎えに来たでござる」




「「「「えっ[image: かんたんふぎもんふ]」」」」

　その場にいた全員が、驚きの声を漏らした。

「異なる世界を結ぶ生命の樹き『世せ界かい樹じゆ』から生み出された方はこ舟ぶねには、空間転移機能があるでござる。それを全力解放すれば、この島ごと異世界ユングリングに戻ることが可能でござる」

「リリガルドごと、異世界ユングリングへ……」

　アクセリアが、うわ言のように呟つぶやく。

「ちょ、ちょっと待ってください。けど、たしか異世界ユングリングには聖せい法ほう帝国っていう軍事国家があって、アクセリアたちはその危険から逃れるために日本へ来たんじゃ……」

「そのことなら安心するでござる。帝国は、拙せつ者しやが滅ぼしたでござるよ」

「帝国を、滅ぼした!?」

「うむ。地獄の力を得た皇帝を拙せつ者しやが討ち取り、代わりに人民の支持を受けた人物を王に推戴したでござる。いまや異世界ユングリングは平和そのものでござるよ」

　胸を張る勇者の姿に、アクセリアが目をパチパチさせた。

「ということは、もう保護をお願いするために伯爵様へ高い年ねん貢ぐを納めることも……」

「必要ござらん。それに、しばらくの間は拙せつ者しやが護衛としてリリガルドに留とどまるつもりだから、何の心配もいらないでござる」

「そ、そこまでわたくしたちのために……」

「勇者として当然のことでござるよ。以前からリリガルドのことは、ずっと心を痛めていたでござるからな。皇帝を倒し、奴やつが持っていた世せ界かい樹じゆの方はこ舟ぶねを手に入れたことで、ようやく迎えに来ることができたでござる。遅くなってしまって、本当に申し訳ない」

「そんな……頭をお上げください、勇者様」

「ただ、異世界ユングリングへ戻るには、一つ条件があるでござる」

「条件？」

「そう。異なる世界へ渡るほどの転移機能を発動させるには、船を動かす魔力以外に、第五精髄魔法の媒介物質・天界元素が大量に必要となるでござる。この地に天界元素が満ちるのは、次の満月の夜」

「由ゆう太た、次の満月っていつ頃ごろ？」

　壁掛けカレンダーを見ながら、三み咲さきが俺おれに尋ねた。

「ええと……たしか、先週の水曜が満月だったから、あと一か月くらいじゃねえか？」

「あと、一か月……」

　アクセリアが、強こわ張ばった表情を浮かべる。

　長いように感じるけど、ぼやぼやしてたらあっという間に過ぎてしまう期間だ。

「そんな深刻にならなくても大だい丈じよう夫ぶだよ、アクセリアちゃん。満月なんて、一か月待てば何度でもやってくるんだから」

「残念ながら、そういうわけにもいかないでござる」

　勇者の言葉に、三み咲さきが「え？」と振り返った。

「次の満月は、数百年に一度、大量の天界元素が満ちる希け有うな夜。この日を逃せば、次のチャンスは数百年後までござらん。それゆえ拙せつ者しやも、急いで迎えにきたでござるよ」

　マジでか……。

　俺おれと三み咲さきは、複雑な表情で顔を見合わせた。

　本来は喜ばなきゃいけないことだ。

　アクセリアたちをいじめてた連中がいなくなり、やっと故郷に帰れるって言うんだから。

　でも………。

「一か月あれば、出発準備には十分でござろう。そもそも島ごと転移するのでござるから、世話になった人たちに挨あい拶さつするくらいのことしかないと思うでござるがな」

　アクセリアに「本当に異世界ユングリングへ帰ってしまうのか？」と尋ねかけて、やめた。

　その判断はアクセリアやリリガルドの人たちがすることだ。俺おれがみんなと別れたくないからって無理に引き止めるのは、わがまま以外の何ものでもない。

　そんな俺おれたちの気持ちを知ってか知らずか、アクセリアは穏やかな笑みを浮かべて頷うなずく。

「ありがとうございます、勇者様」

「礼には及ばんでござるよ」

「ですが、このお申し出は断らせていただきたいと思います」

「────!?」

　勇者の口元が、かすかに強こわ張ばった。

「ア、アクセリア、どうして……？」

「勇者様のお心遣いは誠にありがたく思います。ただ、わたくしたちはこのニホンに来て以来、多くの方々のお世話になりました。そのご恩も返さず、自分たちの都合で勝手に立ち去ることはできません」

　毅き然ぜんとしたその言葉に、思わずじんときた。

「アクセリアちゃん……」

　三み咲さきも、隣で瞳ひとみを潤ませている。

「ふむ。なるほど、義理堅いのは大変良いいことでござる。しかし、領民の皆が同じ思いとは限らないのではござらぬか？」

「それなら、問題ない……きっとみんな、同じ気持ち」

　ちょうどそこへ、お盆にティーカップを載せたフィレレちゃんたちが姿を現した。

　一緒に手伝いをしていたフィレレちゃんの弟、オシュラや、鍛か冶じ屋やボルグさんの息子むすこ、ザックスも、息を合わせて力強く頷うなずいている。

「お姉ちゃんの言うとおりだよ。ぼくらがお腹なか空いて困ってる時、旦だん那な様たちは食べ物分けてくれたもん。学校に通えるようになったのだって、旦だん那な様のおかげだし。ぼくら、まだそのお礼ができてない」

「父ちゃんと仲直りできたのも、ユウタ先生のおかげだよ」

「お前ら……」

　なんだよ、嬉うれしいこと言ってくれるじゃねえか。

「勇者様、わたくしたちの気持ちはお聞きのとおりです。今やこの地は、わたくしたちの第二の故郷ふるさと。ご足労をおかけして大変恐縮ですが、お申し出をお受けするのは控えさせていただきたいと思います」

　勇者が甲かつ冑ちゆうに覆われた腕をカチャリと組んだ。

「アクセリア氏の気持ちはよく分かったでござる。だが、これだけは言っておこう」

　そして、バイザーのスリット越しに鋭い視線を俺おれたちへ向ける。

「日本の人々が君たちを受け入れることは、絶対にない。そして、異世界ユングリングへの帰還を勧めた拙せつ者しやの言葉が正しかったということも、そう遠くない日に証明される」

　あまりにも自信に満ちたその口ぶりに、アクセリアが戸惑いの表情を浮かべた。

「そ、それは、どういう意味でしょうか？」

「言葉のとおりでござるよ。それまで拙せつ者しやは、ここで君たちの答えが変わるのを待つとするでござる」

　勇者は椅子に背をもたせかけ、口くちの端はに薄い笑みを浮かべる。

「気にするな、アクセリア。俺おれたちがそんな結果にはさせない。絶対にだ。そうだろ三み咲さき」

「あったり前じゃん！」

　それまで黙って聞いていた美み羽うさんが、フッと微笑ほほえんで長い髪を払った。

「わたしも、微力ながら全力で応援させていただきましょう」

「まあ、三み咲さきやユウたちがそう言うんなら、ウチも手を貸してやらねえことはねえ」

　百もも花か姉ちゃんも、腰に手を当てて照れ臭そうに頭を搔かく。

「みなさん……ありがとうございます」

　感極まった面持ちで頭を下げるアクセリア。

「そういうことだ、勇者様。あんたがどういうつもりなのかは知らねえけど、アクセリアたちは、異世界ユングリングには帰らない」

「なるほど、そうでござるか。ただ、そんな由ゆう太た氏に、一つお願いがあるでござる」

「お願い？　なんすか？」

「拙せつ者しや、次の満月まで住むところがないので、しばらくの間、由ゆう太た氏の家で世話になりたいでござる」

「え!?　俺おれん家ち!?」

　いきなり何言い出すんだ、この勇者!?

「ムリを言ってるのは分かってるでござる。お礼と言ってはなんでござるが、居候いそうろうしている間、由ゆう太た氏のボディーガードをして差し上げるでござる」

「いや、ボディーガードなんて別に……」

「感謝するでござるよ、伝説の勇者がタダで自宅警備員をしてくれるのでござるから。いまや由ゆう太た氏の家は世界で最も安全な場所と言っても過言ではないでござる」

「いや、自宅警備員て」

　あんた無職ノージヨブじゃなくて勇者なんじゃねえのかよ。

　こいつ、ちょいちょい微妙な言葉使ってくるな。

「それでは、よろしくでござる。拙せつ者しやのことは勇者様ではなく、気軽にロロと呼んでもらえればいいでござるよ。年齢も、同じくらいでござるからな」

　ロロは俺おれの手をグイッとつかみ、激しく上下に振った。

「いいんじゃない由ゆう太た、どうせお部屋余ってるんでしょ？　それに一か月だけなんだし」

「人ん家ちだからって、適当なこと言うなっつーの……」

「さあ由ゆう太た氏、漆うるし原ばら邸へ向けてレッツゴーでござる！」

　結局強引に押し切られ、俺おれは伝説の勇者を自宅に居候いそうろうさせることになったのだった。

　ポリポリと頭を搔かく俺おれの隣では、百もも花か姉ちゃんがじっと鋭い視線をロロの背中に向けていた。
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「もうすっかり暗くなっちまったなー」

　浜辺から上がると、青あお根ね島しまの集落へ続く林の中の一本道は薄闇に包まれていた。

「フィレレちゃんたち、無事にお家うちに帰れたかな」

「まあベルベリンデさんがついてるから大だい丈じよう夫ぶだろ」

　ベルベリンデさんは、フィレレちゃんたちを家に送り届けた後、そのままイグザリアさんのお世話をするため診療所に残るとのこと。

　これでしばらくは騒がしいやつがいなくなるな。

　一方、ベルベリンデさんに代わって、俺おれたちのそばには伝説の勇者がボディーガードとして付き添っていた。

「気を付けられよ、由ゆう太た氏。いつ暗闇から敵が襲ってくるやも分からんでござるからな」

「いや、青あお根ね島しまに敵なんかいねえから……っつーか、そもそもあんた、何やってんの……？」

　青く輝く鎧よろいを身にまとった伝説の戦士は、なぜか腰をかがめてビクビクと歩いていた。

「頭が高いでござる、由ゆう太た氏！　それでは敵の魔導兵から効力射を受けたらひとたまりもないでござる！」

「俺おれたちはどこの戦場を歩いているんだ……」

　その時、

〝ガサッ〟

　かすかな物音がした瞬間、ノータイムでロロの右腕から青白いスパークが放たれた。


「電撃魔法エタンセル！」

　チュドオオオオオオオオオン！



「ひいぃ!?　てめえ、何やっとんじゃ！」

　目の前の地面がえぐられ、がっぽりクレーターが出来上がっている。そのそばでは、哀れな兎うさぎさんが腰を抜かして泡を吹いていた。

「ふう、危ないところでござったな由ゆう太た氏。あの兎うさぎ、いや、打う殺さ鬼ぎが由ゆう太た氏を狙っていたとは」

「勝手に種族名を禍まが々まがしく変えないでくれる!?　それと一応ツッコむけど、あんたが一番危ないから!!」

「やれやれ。由ゆう太た氏、一言いわせてもらえば、いまのような場合は慌てて左右に隠れるのではなく、ゆっくり屈かがむのが正解でござるよ。動物の視界というものは、左右の動きには敏感でござるが、上下の動きには危ない！」

　ガシッ！　バゴォ！

「うっぎゃああああ！　顔面が！　地面にメリッとおおおおお！」

「ふう。ただの蚊でござったか。分かったでござるか、由ゆう太た氏。いまのようにゆっくり屈かがむのが正しい野戦術でござ──」

「お前、本気で俺おれを暗殺するつもりだろ！」

　まさか勇者に命を狙われることになるとは思ってなかったよ！

「心外でござるな。拙せつ者しやは由ゆう太た氏の身を守ろうとしているだけでござる」

「それでどうして俺おれがこんなボロボロになってるわけ!?　そもそも人の顔面を地面に叩たたきつけることは、ゆっくり屈かがむなんて言わねえからな！」

「いや、それだけで済んだのなら僥ぎよう倖こうでござる。拙せつ者しやが手を貸さなかったら、由ゆう太た氏はここへ歩いてくるまでの間に、すでに三百七十八回は死んでいるでござるよ」

「俺おれ、秒単位で殺されかけてんの!?」

　どんな弾幕シューティングかいくぐってんだよ！　北斗〇拳の世界でも、もう少し生存率高いぜ!?

「あのなあ、てめえらもう少し静かにできねえのか？　もうすぐ集落だってのに、騒いでたらご近所迷惑だぞ」

　前を歩いていた百もも花か姉ちゃんが、マジご立腹の様子で俺おれたちのほうを振り返った。

　ヤベえ、ちょっと調子に乗り過ぎたみたいだ。

「くっ……ほら、俺おれたちも大人おとなしく歩くぞ。百もも花か姉ちゃん怒らせたらタダじゃすまねえからな」

「任せるでござる。拙せつ者しや、隠おん密みつスキルには自信があるでござるからな」

　どの口がほざくか。

「あ、由ゆう太た。やっと村道が見えてきたよ」

　ようやく村に着いたところで、ロロはガチャガチャ足音を立てながら、念入りに辺りを見回した。

「ステルス任務の始まりでござるな。腕が鳴るでござる」

「ってどこがステルス任務だ！　足音響きまくってるじゃねーか！」

「しー!!　由ゆう太た氏の声が一番大きいでござるよ！」

「おい、ユウ……」

「ひっ!?」

　百もも花か姉ちゃんにギロリと睨にらまれ、ちびりそうになりながら口をつぐむ。

　その拍子に、俺おれはうっかり道端の石ころで足をつっかけそうになった。

「危ない由ゆう太た氏！」

　ぎゅむ。

「うっぎゃああああ、指を踏まれたあああああ！」

　道を転げまわる伝説の勇者。

「いや、いきなり俺おれの足元に手を出してくるからだろ……」

　それに、籠こ手てをしてるからそんなに痛くねえだろが。

「ユウタ様、そうはおっしゃいましても、こう暗くてはたしかに足元が不案内です。わたくしの精霊魔法で道を照らしましょう」

　アクセリアが「光の精霊さん……」と囁ささやくと、手の平の中に小さな明かりが生まれた。

「これで大だい丈じよう夫ぶです」

　暖かな光が、美少女のエルフ耳を幻想的に照らし出す。

「サンキュー、アクセリア」

　居酒屋や民宿の集まった通りを抜けると、間もなく我が家が見えてきた。

「ふう。やっと到着か……」

　大した距離じゃねえのに、なんかすっげえ疲れたわ。

「それじゃあ由ゆう太た、また明日あしたね」

　三み咲さきが手を振りながら、百もも花か姉ちゃんと一緒に隣の家へ入っていく。

「おう、また明日あしたな。じゃあ俺おれたちも──」

　アクセリアと美み羽うさんを伴い、玄関のドアノブに手をかけようとしたところで、

「ちょっと待つでござる」

　ほら来た。

「罠わなが仕掛けられている可能性があるでござる」


「ねえよ」



　いつから俺ん家ちはタチの悪いダンジョンになった。

「その油断が命取りになると、なぜ分からぬでござる……」

「ただいまー」

「こらこらこら！　拙せつ者しやがいいこと言ってる最中に、何をしてるでござるか！」

　自分でいいこととか言うなし。

「落ち着けって。ほら、何もねえだろ？」

「いや、念のために家の中を調べておくでござるよ」

　そう言って勇者は目を瞑つぶり、両手で印のようなものを結んだ。

「索ア敵レ魔ル法タ！」

　直後、白い光が波のように暗い室内を駆け抜けていく。

「レーダーみたいな魔法だな」

「電撃魔法と原理は同じでござる。勇者の力とは、すなわち電磁界を操る能力でござるからな」

「へえ、だから雷を落とすこともできるのか」

「雷撃魔法の場合は、さらに天候を操る能力も加わるでござるよ」

　おお、なんかかっけーな。

「む!?」

　突然、ロロが緊張の色を浮かべた。

「どうした！」

「拙せつ者しや……大変なものを見付けてしまったでござるよ……」

「え!?　一体何を……!!」

「由ゆう太た氏の部屋の本棚の後ろに、エッチな本を発見してしまったでござる」

「ユウタ様あああああ！　わたくしというものがありながらあああああ！」

「もしもし府ふ中ちゆう刑務所ですか？　いますぐ収監をお願いしたい性犯罪者が」

　そこまで!?

「い、いや、そういうのはいいからさ、危険があるかどうかを確かめてくれよ！」

「極めて危険な状態でござる。由ゆう太た氏の性欲が」

　だからそういうんじゃねえって言ってんだろうが！

「もう、付き合ってらんねえな」

　俺おれはロロたちを置いて、勝手に家へ入ることにした。

「ふう、疲れた……」

　リビングのソファへ腰を下ろすと、思わず溜ため息いきが漏れる。

　なんかもう、散々な一日だったな。これからあのトンデモ勇者としばらく一緒に暮らすのかと思うと、気が滅め入いってくるわ。

　俺おれはリモコンを手に取り、テレビを点つけた。

　ちょうど画面ではハリウッドのアクション映画が放映されている。

《死ね！　パパパパパン！》


「危な────────い[image: かんたんふ]」



　ドカッ！


「ひでぶっ！」



　部屋に飛び込んできた勇者から強烈なタックルを食らい、俺おれはソファの上から部屋の端までぶっ飛んだ。

「まあ！　だ、大だい丈じよう夫ぶですか、ユウタ様!?　お怪け我がはございませんか!?」

　慌てて駆け寄ってきたアクセリアが、俺おれの身体からだを揺り起こす。

「大だい丈じよう夫ぶ……じゃない」

　伝説の鎧よろい着た奴やつから全力タックル食らっちゃったんだぜ。

　ちょっとした交通事故みたいなもんだろ……。

「身を隠すでござる、由ゆう太た氏。いま魔導兵器による攻撃の音が……そこか！」

　ヒュン！　ズカ！

　我が家の二十四インチテレビに聖剣がぶっ刺さった。

「やめて、マジで……」

　誰だれか止めてくれ、あいつを。

「あ、あの、ユウタ様。今日きようはお疲れかと思いますので、もうお風ふ呂ろに入って休まれてはいかがでしょうか？」

　アクセリアが、心配そうに俺おれの顔を覗のぞき込こんだ。

「あ、ああ。そうだな。じゃあ俺おれ、先にお風ふ呂ろいただくわ」

　嫁の気遣いに感謝しつつ、俺おれはよろよろと立ち上がって風ふ呂ろ場へと向かった。

　そこで待ち受ける、恐ろしい運命も知らずに……。




　　　　＊




　カポーン。

「ふいー。極楽極楽」

　さっきまでが地獄だったおかげで、余計に極楽感がハンパないっすわ。

「まったくあの勇者、とんでもねえ奴やつだな。こうなったら、何とか理由を付けて家から追い出して──」

「お呼びでござるか？」

「って、何で入ってくるんだよおおおおお！」

　乙女おとめのように顔を覆い、慌てて背を向ける俺おれ。

　前にベルベリンデさんも同じようなことやってたけど、異世界ユングリングの女戦士は男が入浴しているところに突撃してくる習慣でもあるのか!?

「ちょっ、さすがに裸はまずいだろ！　バスタオルでも何でもいいから早く前隠せ！」

「いや、裸ではござらぬ。兜かぶとは被かぶっているでござる」


「変態じゃねえか！」



　裸兜かぶととか、新しすぎだろ！　スパルタ兵でもパンツくらいは穿はいてるぞ！

「まあよいではござらぬか。拙せつ者しやと由ゆう太た氏の仲でござるし」

　暗殺者とターゲットの仲な！

「それに、拙せつ者しやは由ゆう太た氏のボディーガード。片時も離れるわけにはいかないでござる。ほら、もっと詰めるでござるよ」

　ザブ～～ン。

　肩でぐいぐい俺おれの背中を押しのけながら、裸兜かぶとが強引に湯船の中へ入り込んできた。

　つか、その兜かぶとから生えてる角が顔に当たりそうで危ないんだけど！

「お、おい。さすがに恥ずかしいだろ、これは……」

「拙せつ者しやは気にならんでござるよ。むしろ懐なつかしいくらいでござる」

「懐なつかしい？　昔誰だれかと一緒にお風ふ呂ろに入ったことがあるのか？」

「うむ。あれは拙せつ者しやがまだ幼かった頃ころ、隣の家の──」

　勇者が話し始めたその時、突然浴槽が白い光を発した。


　ビリビリビリビリビリ！

「ふんばらげ！」



「おっと失礼。電気が漏れてしまったようでござるな」

　ぷしゅうううぅぅぅ～～～。

「で、電気が漏れたって……乾電池じゃねえんだから」

　水中用モビルスーツ見習えよ……。

「さて、これ以上長湯すると由ゆう太た氏の命に関わるので、拙せつ者しやはまた後で入り直させていただくとするかな」

　まだ入って数秒だというのに、ロロは満足げな表情で立ち上がった。

「お、おい！　いろいろ見えちゃ──」

　言いかけて、俺おれは思わず息を飲み込んだ。

　オレンジがかった電球色の下に晒さらされた裸体は、至るところ傷だらけで、中にはまだ赤みを残した痛々しい擦さつ痕こんもある。滑り落ちていく水滴は、無数の凹おう凸とつに進路を阻はばまれ、右へ、左へじぐざぐに道を惑う。

　一方、傷だらけの身体からだとは対照的に、太ももは柔らかな肉に包まれ、乳房は豊かに発達していた。そのくせ腕は細く、ミルクのように生白い。

　蠱こ惑わく的な体型と、一種異様なコントラストを描く全身の古傷。その、どこか背徳めいた美しさに、俺おれは一瞬目を奪われた。

　だが……。

「どうかしたでござるか？」

「え……？　あ、いや」

　我に返った俺おれは慌てて目を逸そらし、湯船に肩を沈める。

「ではお先に。由ゆう太た氏も、あまり長なが風ぶ呂ろすると身体からだに毒でござるよ」

「う、うん……」

　風ふ呂ろ場のガラス戸がピシャリと閉じられたところで、俺おれはふと首を傾かしげた。

　ヘンだな。女性の裸を見たってのに、なぜかあんまりドキドキしてない……。

　アクセリアやベルベリンデさんの裸は何度も見てる（っていうか、見せられてる）から、多少慣れているところもあるが、さすがに初めて会った女性の裸を見て平気でいられるっていうのは、我ながらちょっとおかしい。

　それに、さっきから妙な感覚が。

　これは……既視感デジヤヴ？

　天井から落ちる水滴を眺めながら、俺おれは湯に口を浸つけ、ぶくぶくと泡を立てた。




　　　　６




　　　　九月十一日（月）

　明けて月曜日、俺おれたちは学校を休んで、リリガルドの集落に集まっていた。

「由ゆう太たさん、こちらの工具はどこへ運んだらよろしいでしょうか」

「あ、美み羽うさん。それは作業の監督をしてるボルグさんのところにお願いします」

　頷うなずいた美み羽うさんは、いささか頼りない足取りで工具箱を運んでいく。

　その後ろ姿を眺めながら、アクセリアが申し訳なさそうに肩をすくめた。

「すみません、皆さんにまで村の復旧作業をお手伝いしていただいて……」

「気にすんなよ。俺おれたち、もう家族みたいなもんだろ」

「家族、ですか」

「どうした？」

「いえ、なんだかとても嬉うれしくて」

　そっと微笑ほほえみながら、胸の前でぎゅっと手を握り合わせるアクセリア。

　異世界ユングリングで迫害を受けていたアクセリアたちにとって、その言葉はきっと特別な意味を持つのだろう。

「俺おれも嬉うれしいよ。俺おれらにできることがあったらどんどん言ってくれ」

　とその時、俺おれたちの背後でガチャン！　と大きな音がした。

「痛たたたた……」

　散乱した工具のそばで、美み羽うさんがうずくまっている。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、美み羽うさん!?」

「え、ええ……痛！」

　痛みに顔をしかめる美み羽うさん。

「これは……足をくじいちゃってますね。美み羽うさんはここで休んでいてください」

「で、ですが、わたしだけ休憩しているわけには──」

「若君、お呼びでしょうか」

　ちょうどそこへ、三角木馬に乗った王子様が姿を現した。

「ひぃっ！　へ、変態！」

「って、リリージョンさん!?　どうしてここに!?」

「作業場は怪け我がをする人が多いので、出張診療に参りました。ご覧ください若君。これが本日のために用意した新聖具、名付けて輝ける自走式シヤイニング三角木馬・ペガサスです」

　死ね。

「き、気分が悪くなってきました……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、美み羽うさん？　リリージョンさん、早速で悪いんですけど、美み羽うさんの治療をお願いできますか？」

「お安いご用です。ただちに祈りプレイに入るとしましょう。それでは……クロスアウッ！」

　黒い法ほう衣えを脱ぎ捨てたその下に着ていたのは……。

「ふんどし!?」

　だった。

　って、何でそんなもん穿はいてんの!?

「神聖魔法は、他者と苦しみを分かち合うことで効果を増します。ああ、何という恥辱………これは……もう………フッヒョオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　お前微み塵じんも苦しんでねえだろ！

「す、すみません、早く儀式を始めていただけないでしょうか」

「おっと失礼。ではミウさん、まず初めにわたしを口汚く罵ののしってください」

　いきなりハードル高いのキタアアアアア！

「あ、あの……そういうの、やめていただけないでしょうか。本当に迷惑ですので」


「ありがとうございます[image: かんたんふ]」



　と思ったら、意外と簡単にいけちゃった！

「おほぉぉぉぉ……何という充じゆう溢いつ感。清浄なる神の御意思が体内に流れ込んでくるようです」

　恍こう惚こつとした笑みを浮かべながら天を仰ぐリリージョンさん。

　こいつが逮捕される日が待ち遠しくて仕方ねえわ。

「さあミウさん、イメージしてください！　今日きようのあなたは女王様です！」

「わ、わたしが……女王様？」

「そうです！　いまこそ真の自分を解放し、この聖なるムチと聖なるロウソクと聖なるロープと聖なる鼻フックと聖なるボールギャグで、わたしに聖なるお仕置きをするのです！」

　お前、聖なるって付ければ何でも許されると思ってねえか!?

「はぁ、はぁ、はぁ……聖なるクリップはないのですか？」

「美み羽うさああああああああん！」

　戻ってきて！　そっちは闇の世界だから！

「さあ、いざ！」

「うふふふふふふふふふあはははははははははははははははは！」

「やめろおおおおおおおおおおおおおお！」

　とりあえず、みんなの目につかないところに移動してもらって、あとは若い二人にお任せすることにしたのだった。




「ふぅ。やれやれ、ひでえもん見せられたな」

　アクセリアと一緒に作業場へ戻ってくると、ボルグさんがてきぱき作業の指示をしていた。

「ベルベリンデ様は、こちらのモルタルを壁に塗りつけてくだせえ」

「委細承知！」

　女騎士がモルタルを塗っているシーンは、なんかシュールだ。

　その向こう側では、見覚えのある鎧よろいを着た人物が、大きな樽たるをひょいと両脇わきに抱えて運んでいた。

「ボルグ氏、この二つの樽たるには何が入っているでござるか？」

「お、勇者様。そいつはモルタルの材料になる水と石灰でさあ。混ぜると沸騰しますから、気を付けて扱ってくだせえ」

「了解した。気を付けるでござる」

「って、え!?　ロロも手伝ってるの!?」

　樽たるを所定の場所に置いた勇者が、俺おれの姿に気付いて手を挙げる。

「おお、由ゆう太た氏にアクセリア氏。お疲れさまでござる」

「よ、よう。樽たるをあんなに軽々持ち上げて、さすが勇者だな……っていうか、ロロはアクセリアたちがここへ残るのに反対だったんじゃ？」

「それとこれとは別問題でござるよ。この地にいる間は、いまの暮らしを放ってはおけないでござる」

　バイザーの陰で、勇者がニカッと笑う。

「旦だん那な様ー、ちょっとこの材木の切り出しを手伝っていただきやせんか！」

「あ、はーい。んじゃ、俺おれちょっとあっち手伝ってくるから」

「待つでござる。木を切るのなら、拙せつ者しやに任せるでござる」

「え？　いいのか？」

「お安いご用でござるよ」

　そう言って、ロロは鞘さやから聖剣を抜き放ち、木のそばへと歩み寄った。

「お、おい。何をする気だ……？」

「剣に宿りし聖なる意思よ、我に大地を引き裂き、海を断ち斬きる力を！　エターナル・フォース・ブレイ──」

「ちょっと待てええええええええええ！」

「む？　どうした、由ゆう太た氏？」

「お前いまものすっごい物騒な口上述べてなかった!?」

「安心するでござる。あれはただのかけ声でござるよ」

「そ、そうか……」

「出力を絞って放てば、地形に与える影響はちょっとだけで済むでござる」

「地形変えちゃらめえええええ！」

　国土地理院にグーで殴られるぞ、この野郎！

「ったく、普通に、一本一本切ればいいだろうが」

「しかし、そんなことをしている間に敵の攻撃があったら……」

　ここはＰＫＯ派遣地か何かか。

　そんなこんなで、いちいち大騒ぎしながら木を切り出していると、

「由ゆう太たー、みんなー!!　そろそろお昼にしよー!!」

　バスケットを持った三み咲さきが、向こうのほうから駆けてくるのが見えた。

「お、メシか。そうだな、腹も減ったし、向こうの日陰で一休みするか」

　お腹なかをさすりながら壁かべ際ぎわのほうへ歩き出す。

　だが、なぜかアクセリアだけピタリと立ち止まる。

「ん？　どうした、アクセリア……？」

　バサバサバサ！

　樹き々ぎから一斉に飛び立つ鳥たちの群れ。

　そして、

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ………。

「これは……地鳴り？」

「ねえ由ゆう太た、この音まさか……」

　グラッ──。

　突然、地面が生き物のように、ゆっさゆっさと揺れ始めた。

〝きゃあああああああああ！〟

〝また揺れてるぞ！〟

　あちこちで領民たちの悲鳴が上がる。

「いけません！　皆さん、建物から離れてください！」

「俺おれたちも、あっちのほうに避難しよう」

　慌てて壁かべ際ぎわから離れようとしたその時、そばに立てかけられていた二つの樽たるがぶつかり、俺おれのほうへ倒れ込んできた。

「ユウタ様、危ない！」

「え？」

　ぶちまけられた中身が、まるでスローモーションのように、ゆっくり覆おおい被かぶさってくる。

　あの樽たるの中身は、たしかモルタルの材料になる石灰と水だったはず。

　ボルグさんは言っていた。石灰と水が混ざると、沸騰するので危険だと。

　またこのパターンか！

　俺おれは咄とつ嗟さに身をすくめ、ギュッと目を閉じた。

　ブシュウウウウウウウウウウウウ！

「ユウタ様─────!!」

　石灰の泡立つ音が聞こえ、背中から真っ白い蒸気が立ち昇る。が、

「…………ん？　あれ？　何とも……ない？」

　火傷やけどの熱さも痛みも感じない。どういうことだ？

「無事でござったか、由ゆう太た氏」

「え？」

　振り返ると、鎧よろいの隙すき間まという隙すき間まから白い煙を吐き出す勇者の姿があった。

「う、うわ！　ロロ!?　おい、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　勇者は崩れ落ちるようにガクッと膝ひざをつく。

「アクセリア！　三み咲さき！　鎧よろいを脱がすのを手伝ってくれ！」

「は、はい！」

「うん！」

　俺おれたちは、大急ぎで鎧よろいを脱がしにかかった。

「あちっ！」

「ユウタ様、素手で触れては危険です！　こちらの布で手を覆ってください！」

　鎧よろいの下は、ひどい火傷やけどになっていた。

「うわ、ひどい……」

　あまりの状態に、三み咲さきが目を覆う。

「ほら、兜かぶとも脱いで──」

　伸ばした俺おれの手を、ロロがガシッとつかんだ。

　予想外の力にぎょっとする俺おれの顔を、ロロは言い訳でもするような面持ちで見上げる。

「そ、そこは大だい丈じよう夫ぶでござる。兜かぶとはこのままで」

「けど……」

「大だい丈じよう夫ぶでござる。皇帝と戦った時にひどい怪け我がを負ったので、あんまり顔を見られたくないでござるよ」

「う……そ、そうか」

　頑かたくなに拒否された俺おれは、やむなく手を引っ込めた。

「ユウタ様、わたくしリリージョンさんを呼んでまいります」

「ああ。頼む、アクセリア！」

　アクセリアは頷うなずき、ダッと駆けて行く。

「ロロ、何でこんなことを……」

「勇者として当然のことをしたまででござる。それよりも、由ゆう太た氏が無事で何よりでござった」

　隣で鎧よろいを脱がせていた三み咲さきが、不意に悲鳴のような声を上げた。

「きゃっ!?　ちょ、ちょっと、ロロちゃん!?　樽たるの破片が腕に刺さってるよ!?」

「ん？　ああ、気付かなかったでござる」

　言われたロロは、何気ない仕草で木片をつかみ、そのまま無造作に引き抜いた。

　尖とがった先から赤黒い血がドロッと糸を引き、地面にこぼれ落ちる。

「ひっ!?」

「お、お前、何やってんだ！　そんなことしたら──」

「心配無用でござる。拙せつ者しやは、ほとんど痛みを感じないのでござる」

「痛みを……感じない？」

「そうでござる。皇帝と戦った時、限界を超えた力を使った反動で、身体機能や体内の魔力系のほとんどがバカになってしまったのでござるよ。まあ、そのくらいの代償で倒せたのなら、儲もうけものでござるがな」

「バ、バカ野郎！　そのくらいの代償ってことがあるか！」

「いや、これが実際悪いことばかりではないのでござるよ。いまみたいに、余計な痛みを感じなくて済むでござるからな。まあ、ご飯の味がよく分からなくなってしまったのは、少し残念でござるが」

　たはは、と自じ嘲ちようするような笑みを浮かべ、ロロが兜かぶとの上から頭を搔かく。

「お前………」

「とにかく、そんな顔はしないでほしいのでござる。拙せつ者しやがやるべきことは、もうほとんど終わったのでござる。やり遂げなければならないことは、あと一つだけ。だから、大だい丈じよう夫ぶ。大だい丈じよう夫ぶなのでござる……」

　ポツ、ポツ。

「…………ん？」

　滴したたる雫しずくに、ロロがハッと顔を上げた。

　気が付くと、俺おれの涙がロロの頰ほおを濡ぬらしていた。

「大だい丈じよう夫ぶじゃねえよ。そんなのぜんぜん大だい丈じよう夫ぶじゃねえよ……」

「ゆ、由ゆう太た氏………？」

「お前、ずっとみんなのために頑張ってきたんだろ？　いっぱいつらいこともあったろうに、必死でそれを耐えてきたんだろ？　それが終わったら、もう自分は用済みかよ？　そんなの違ちげえだろ。ぜってえ違ちげえだろ……」

　まだ会ったばかりのこいつに、どうしてこんな気持ちになるのか分からない。

　だが、どういうわけか涙がどんどん溢あふれて止まらない。

「由ゆう太た氏……」

　ロロが、爛ただれた手を俺おれの頰ほおに当てた。

「拙せつ者しやのために泣いてくれてありがとうでござる。けど、本当に悲しまないでほしいのでござるよ。だって拙せつ者しやは……いまの自分を、それほど可哀かわい想そうなんて思ってないから」

　そう言って微笑ほほえむロロの口元を、俺おれの涙が静かに流れ落ちていった。




　　　　７




　　　　九月十二日（火）

　翌日、リリガルドの広場に、見慣れない顔ぶれの人たちが集まっていた。

「皆さん、ご紹介します。今回、国の北小お笠がさ原わら特別保護区域災害対策ＰＴから調査事業を受託して派遣されてきた、調査チームの皆さんです」

　美み羽うさんの紹介で、ずらりと並んだメンバーがめいめい頭を下げる。

　作業服の人、ラフな私服の人。おじさん、お兄さん、若い女性。その顔触れはバラバラで一貫性がないが、全員ヘルメットを被かぶっているという点だけは共通していた。

「皆さんこんにちは。チームの代表を務めます、山やま崎ざきです。このたびは、先日来この地域で頻発している地震と、建物の安全性について調査するため、国、都、村の連携の下、本チームが派遣される運びとなりました」

　ラフな私服を着た初老の男性が、前に出て背筋を伸ばす。

「チームは大きく分けて、耐震診断班と、地質・活断層調査班の二つに分かれます。皆さまのお宅や土地に立ち入らせていただくこともあるかと思いますが、これもこの地域の安全を守るためのことですので、ご理解ご協力のほど、何なに卒とぞよろしくお願い申し上げます」

　穏やかな口調で頭を下げるリーダーに、集まった領民たちも恐縮しながら頭を下げ返した。

　顔合わせが終わったところで、美み羽うさんが調査チームのほうへ向き直る。

「既存データがない状況での調査となりますので、本日はまず調査チームの皆さんに現地の様子をご覧いただきながら、わたしのほうから概要説明をさせていただきたいと思います」

　こうして調査は、落ち着いた雰囲気の中、開始された。

　先頭に立って歩き出す美み羽うさんの後を、調査チームの人たちがぞろぞろと付き従っていく。

　俺おれとアクセリア、それから三み咲さきも、道案内役として美み羽うさんの隣に並んでいる。

　ベルベリンデさんは、別に呼んでいないのだが、勝手に付いてきていた。

「ユウタ様、学校はお休みしてしまってよろしかったのでしょうか？」

「そのことでしたら、ご心配には及びません」

　俺おれの隣で、美み羽うさんがメガネを押し上げる。

「学校教育法施行規則第九十八条第三号及び平成十年文部省告示第四十一号第三項第一号により、高等学校においては生徒の就業体験等に係る学修を科目の履修とみなし、三十六単位まで認定できるとされています」

「は、はあ……」

　アクセリアが、困惑気味に曖あい昧まいな笑顔を浮かべた。

「まあ要するに、領主としての仕事は授業の代わりとみなされるってことだよ」

「なるほど、そういうことでしたか。さすがユウタ様です」

「あれ？　そんじゃ、領主じゃないあたしはただ学校休んだだけ？」

　と三み咲さき。

「そうですね。何か特別保護区域における立場がなければ……」

「ガーン！」

　ショックを受ける三み咲さきを見て、アクセリアがハタと手を打つ。

「ミサキさん、わたくし良いいことを考えました。ミサキさんに『家令』をお願いしたいと思うのですが」

「カレー？」

「はい。リリガルド領の経営を守る、大切なお仕事です。お引き受けいただけますか？」

「わあ！　もちろんだよ！　不肖和わ栗ぐり三み咲さき、カレー係を拝命します！」

　なんか誤解がなけりゃいいけど、まあいっか。

「んで、美み羽うさん。調査のほうなんですけど、結構大規模なんすね」

　俺おれは後ろにずらりと続く、調査団の顔ぶれを眺めた。

「はい。災害対策という性質上、時間をかけることはできませんので、人海戦術で迅速に調査を済ませる予定です」

「なるほど」

「──と、いうのは建前で」

「え？」

「本音を申し上げれば、行政側としては地震対策という体ていの良いい口実ができましたので、この期を捉とらえて一気に保護区域の調査を進めたいという意向があります」

「はあ、いろいろ考えてるんすね……」

　お役所の人たちも大変だ。

　一方、調査チームの人たちは、初めて見る異世界ユングリングの景色に興きよう味み津しん々しんの様子だった。

「こ、これが異世界の土地……」

「ざっと見たところ、植生は中央ヨーロッパに近いものを感じますね。ということは、土質や気候もそれに類似したものである可能性が──」

　興奮した調査員の一人が、勝手に森のほうへ入って行こうとする。

「あ！　列を離れないでください！」

　と、その時。

　グルルルルルル─────。

「むっ!?」

　最初に反応したのはベルベリンデさんだった。

「姫様、お下がりください！」

　剣を抜き払い、沿道の木立に向けて構える。

「どうしたんすか、ベルベリンデさん!?」

「魔物です」

　薄暗い林の中から姿を現したのは、ライオンの身体からだにサソリの尾を持つ魔獣。

「あれは、マンティコア!?　俺おれが倒したはずなのに……他にも生き残りがいたのか!?」

　調査チームの間から、どよめきと悲鳴が沸き起こる。

「危険です！　早く避難を！」

　慌てる美み羽うさんを制するように、ベルベリンデさんが不敵な笑みを浮かべた。

「フッ、案ずるな、ミウ殿。あの程度の害獣を屠ほふるのは造作もないこと。かっ捌さばいて、今夜の饗きよう宴えんに供するとしましょう。味は保証できませぬがな！」

「お待ちなさい、ベルベリンデ！」

　剣を閃ひらめかせながら駆け出したベルベリンデさんを、突然アクセリアが呼び止めた。

「……っと。どうなさいました、姫様？」

「まだいます」

　アクセリアの言葉に応ずるかのごとく、樹き々ぎの合間から、数頭のマンティコアが姿を現す。

「一、二、三……四頭。相手にとって不足なし、といったところか……」

「それだけではありません。林の中に、さらに二頭潜んでいます」

　アクセリアが、声に緊張の色をにじませる。

「むう……ふだん森の奥で生息しているこいつらが、なぜこのような人里近くに」

「おそらく、地震に驚いて山のほうから逃げてきたのでしょう」

　三み咲さきが震える手で俺おれのシャツの裾すそをぎゅっとつかんだ。

「ゆ、由ゆう太たぁ、早く逃げなきゃ……」

「あ、ああ。けど、囲まれてるみたいだぞ……」

　一頭倒すだけでも命がけだったのに、そんな化け物が六頭もいるなんて……。

「由ゆう太たさん、何とか調査チームのメンバーだけでも先に安全な場所へ逃がすことはできないでしょうか。彼らに怪け我がでもされたら、当座の間、調査ができなくなってしまいます」

「そ、そうですよね……どうすか、ベルベリンデさん」

「連中を一掃するだけなら容易たやすいことです。しかし、奴やつらは毒針を飛ばしてきます。ここにいる全員の身を守りながら戦うとなると……」

　剣の柄つかを握り締め、ベルベリンデさんは険しい表情を浮かべる。

　それを見たアクセリアが、すっと前に出てベルベリンデさんの隣に並んだ。

「調査チームの皆さんは、わたくしの精霊魔法でお守りしましょう。ベルベリンデは、魔獣を討つことに集中してください」

「ですが、それでは姫様の身に危険が……」

「わたくしのことは心配ありません。わたくしには、ユウタ様が付いておられますので」

　言いながら、アクセリアが腕を伸ばし、俺おれの手を握ってくる。

　その様子をチラリと視界に収めたベルベリンデさんは、小さく頷うなずき、キッと敵を睨にらみ付つけた。

「頼みますぞ、ユウタ殿」

「任せてください」

　そして剣を振りかぶり、気合い一声、敵の集団へと切りかかる。

「つおりゃああああああああああ！」

　だがその時──!!




〝勇者流刀殺法奥おう義ぎ、ロロストラッシュ・電テ光ンのペ嵐ス撃ト！〟




　天から電撃を帯びた剣けん閃せんが降り注ぎ、魔獣たちの頭上を直撃した。

　ドオオオオオオオォォォォォォン！

「な、何!?」

　朦もう々もうと舞い上がる煙の向こうで、黒焦げになった毒獣の死体が崩れ落ちる。

「いまの攻撃は……まさか」

　スタッ、と軽やかな音を立て、紅あかいマントをはためかせた勇者が地面に降り立った。

「危ないところでござったな。みんな、無事でござるか？」

「ロロ！　そっちこそ、怪け我がはもう大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「リリージョン氏のおかげですっかり治ったでござるよ。ただ、拙せつ者しやがお尻しりペンペンしたせいで、リリージョン氏のほうがしばらく起き上がれなくなってしまったでござるがな」

　さすがにあの変態でも、伝説の勇者からスパンキングされてタダでは済まなかったか。

「……魔獣たちの気配が消えました。どうやらいまの一撃で、すべて討伐されたようです」

　アクセリアが、驚きに震える声で辺りを見回す。

　同時に調査チームの間から、ホッと息を吐き出す音が漏れた。

「ありがとうございました、ロロさん。この場を代表して、わたしがお礼を申し上げます」

　美み羽うさんが差し出した手を、ロロは笑顔で握り返す。

「勇者として当然のことをしたまででござる。間に合って良かっ──」

　言いかけたところで、不意にロロが「おとと……」とよろめいた。

「お、おい！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　慌てて肩を支える俺おれに、ロロは照れ臭そうな笑みを返す。

「やはは……ちょっとバランスを崩してしまったでござるよ」

「やっぱりお前、身体からだが……」

「何のことでござる？　拙せつ者しやはこのとおり、元気ピンピンでござるよ」

　そう言って、わざとらしくラジオ体操のようなポーズを見せるロロ。

「さて、拙せつ者しやはこの先にモンスターが潜んでいないか、ちょっと見回りに行ってくるでござる」

「え？　お、おい！　せめて少し休んでから──」

「今日きようの晩ご飯は、いつもより多めに頼むでござるよ！」

　俺おれが止めるのも聞かず、ロロはそのままダッと走り去ってしまった。

「行っちまいやがった……」

　その背中を見送りながら、ベルベリンデさんが怪け訝げんそうに腕を組む。

「……妙だな」

「どうしたんすか、ベルベリンデさん？」

「あの勇者の剣術、我がクロス流に酷似しておりました」

「え？　じゃあ、もしかしてロロもベルベリンデさんと同じクロス流の使い手なんすか？」

「いえ、同じではありません。少々アレンジを加えておりましたので。しかし、クロス流は一いつ子し相そう伝でんの秘剣。奴やつは、あの剣法を誰だれから教わったのか……」

　静かに呟つぶやきながら、ベルベリンデさんは鋭い視線をじっとロロの背中へ送り続けていた。
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　　　　九月十五日（金）

　調査開始から数日たったある日。

「ただいまー」

　学校から帰ってくると、リビングで美み羽うさんに迎え入れられた。

「お帰りなさい、由ゆう太たさん。それにアクセリアさんたちも。皆さんお待ちしておりました」

　驚いたことに、ソファには百もも花か姉ちゃんとロロまで座っている。

「あれ？　どうして二人がここに？」

「ウチも呼ばれたんだよ。大事な話があるってな」

「拙せつ者しやも右に同じでござる」

　俺おれたちだけでなく、百もも花か姉ちゃんとロロにも関係する話？

　一体なんだろう。

「三み咲さきさんもいるようですね。ちょうど良かったです」

「へ？　あたしにまで関係があるの？」

　みんなが座るのを確認し、美み羽うさんは静かな口調で切り出した。

「……皆さん、どうか落ち着いて聞いてください」

　緊張の色が混じったその声に、俺おれたちは思わず唾つばを飲み下す。

「先日から実施している調査の速報が届きました」

　そう言って、美み羽うさんはテーブルの上に、ダブルクリップで端を留とめた紙の束を置いた。




「実は……北小お笠がさ原わら特別保護区域が、近い内に海中へ没する見込みであることが分かりました」




「はい？」

　俺おれたちは、ぽかんとした表情で互いに顔を見合わせる。

「あの、いまなんて？」

「リリガルドが、海に沈む、と申し上げました」

「は？」

〝はああああああああああああああああああああああ!?〟

　リビングに、叫び声が響き渡った。

「ど、どうしてそんなことが!?」

「魔法で異世界から移ってきたため、地盤が安定していなかったようです。すぐに沈んでしまうわけではありませんが、早ければ数か月、遅くとも数年内には完全に水没すると思われます」

「マ、マジすか……」

「我がリリガルドが……沈んでしまう？」

　俺おれも驚いたが、アクセリアのショックはその比じゃなかった。顔面は真っ青で、唇がわなわな震えている。あのベルベリンデさんすら、瞑めい目もくしたまま一言も発しない。

「島が沈んじまうなんて、悪い冗談みてえだぞ」

　百もも花か姉ちゃんが、珍しく弱々しい声で呟つぶやく。

「ん？」

　だがその中で、俺おれはただ一人、みんなと違う様子を見せている奴やつがいることに気付いた。

　ロロだ。

　元々、アクセリアたちを異世界ユングリングに連れ戻そうとしているあいつにとっては都合のいい話なのかもしれないが、それにしても、美み羽うさんの話にまったく驚いている様子がない。まるで、そんなこと、とっくに知っているとでも言わんばかりの落ち着きようだ。

「みうみう！　このままじゃアクセリアちゃんたちが可哀かわい想そうだよ！　何とか島が沈まないようにする方法はないの!?」

「島全体を護岸で補強すれば防げる可能性はありますが、そんなことをすれば莫ばく大だいな経費が必要となります。護岸施設のグレードにもよりますが、恐らく数百億円は下らないでしょう」

　百もも花か姉ちゃんが、腕組みしながら重い息を吐き出した。

「ウチの村の歳出予算が、一般会計と特別会計合わせて約十億。そのうち村税収入は四千万ぽっきりで、それ以外は地方交付税交付金やら都費で賄っている。数百億円もあったら、それだけで青あお根ね島しま村を何十年も養えちまうぞ」

　その隣で、美み羽うさんもメガネのブリッジを押さえながら暗い表情を浮かべる。

「仮に予算が確保できたとしても、これだけの大工事、一年や二年で終わるとは思えません。さらに離島であることを考えますと、資機材の搬入や作業員及びその生活の場の確保等、様々な課題をクリアする必要があります」

「じゃあ、アクセリアちゃんたちは、もう異世界ユングリングに戻るしか……」

　涙目で俯うつむく三み咲さきの肩を、百もも花か姉ちゃんが叩たたく。

「それも選択肢の一つですが、もしアクセリアさんたちが本心から望むのであれば、もう一つの選択肢も俎そ上じように上げる用意があります」

　テーブルの上の紙の束を手に取り、美み羽うさんがみんなの顔を見回した。

「今日きよう皆さんにお話ししたかったのは、こちらのほうです」

　その表紙には、こう書かれてあった。





　取扱注意　北小お笠がさ原わら特別保護区域居住者の緊急移住計画について（案）






　　　　＊




　──いまから数日前、初めてロロが日本へやってきた日の夜のこと。

「いやー、何だったんですかねえ、さっきの紫色の光は」

　食堂の窓から外を眺めた宿泊客が、焼しよう酎ちゆうのグラスを傾けながら呟つぶやいた。

「おまけに晴れてたと思ったら急に雷も鳴るし……この辺じゃよくあることなんですか？」

「いや、うちも初めて見ましたよ、あんなの」

　宿の女将おかみが、不思議そうな面持ちで空を見上げる。

「ビックリしたなあ。けど、来て早々珍しいモノが見られて良かったかな。親おや島しま高校の学生が作ったネット動画の取材に来たんですけど、それだけじゃちょっと物足りないですからね」

「あらあら。ずいぶん時季外れのお客さんだと思ったら、そういうお仕事だったのね」

　新鮮なネタを、わさびのたっぷり溶けた醬しよう油ゆに浸つけ、美う味まそうに頰ほお張ばる若い男性客。

「んー、うまい！　このネタと同じくらい美お味いしいネタが、あともう一つくらいつかめたら申し分ないんだけどなぁ。ホントはボク、こういうのより、もっと……」

　と、その時だった。

〝ってどこがステルス任務だ！　足音響きまくってるじゃねーか！〟

〝しー!!　由ゆう太た氏の声が一番大きいでござるよ〟

　若い男女の話し声に「こんな島でもちゃんと子供はいるんだな……」などと失礼なことを思いながら宿泊客が窓の外を見ると、

「ん？　な、何だありゃ……!?」

　夜道でもハッキリ見えるほど青く輝く鎧よろいを着た若者が、何かから身を隠すように、おどおど道を通り過ぎていった。

「こんな島にもコスプレ文化は広がってますってか……？」

　ネタになるかどうか分からないが、条件反射的に外へ出てスマホの録画ボタンを押す。

　そこで宿泊客は、まったく予期せぬものを目まの当たりにすることになった。

「──ユウタ様、そうはおっしゃいましても、こう暗くてはたしかに足元が不案内です。わたくしの精霊魔法で道を照らしましょう」

　耳のとがった不思議な美少女が何かを呟つぶやくと、手元に小さな光が灯ともる。

「え……!?　な、何だいまの!?　それにあの子の耳、まるで、エルフ……？」

　スマホの画面と実際の景色を何度も見返しながら、宿泊客はごくりと唾つばを飲み下した。







[image: 第十六号議案　交通戦争における作戦指導要綱及び訓練計画の策定について（通知）]
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　　　　九月十八日（月）

　青あお根ね島しま村役場の会議室で、俺おれは飲みかけたお茶を危うく吐き出しかけた。

「え!?　アクセリアと一緒に内地へ行ってこいって!?」

「そうだ、受入候補地の現地視察ってとこだな」

　百もも花か姉ちゃんが、ロリ顔に不釣り合いな胸をぐいっと反らせる。

「感謝しろよ。村の総務課に忖そん度たくさせて、内地行きの旅費をねじ込んでやったんだからな」

　それ、やったらあかんやつとちゃう!?

「ま、まさかお姉ちゃん、職員さんを武力で脅して……」

「バッカ違ちげえよ！　内地の自治体の過疎化対策事業を視察するって名目で、お前らを調査の外部委員に任命してやったんだ。三み咲さきも一緒だぞ。ありがたく思え」

「わあ、ありがとう、お姉ちゃん！　あたしも内地に……う、うへへ。どうしよう、どんなコスプレしてけばいいかな」

　普通のカッコで行け。

「やれやれ、おかしなことにならなきゃいいけどな……」

　とまあ、この場ではこんな風に気楽に話してる俺おれたちだったが、リリガルドが沈没するという事実は、領民たちに少なからぬ衝撃と動揺を与えていた。
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　──二日前、リリガルドの広場にて。

「皆さん、落ち着いてください。いまお話しした通り、ニホンの皆さんは、わたくしたちを受け入れるための場所を選んでくださっているところです。決して悲観してはなりません」

　アクセリアが、領民のみんなの前で毅き然ぜんとした声を張り上げた。

「さすがアクセリアちゃん、堂々としてるね。やっぱリーダーが動揺したら、領民のみんなも不安になっちゃうもんね」

　三み咲さきが尊敬の念を込めてアクセリアの横顔を見詰める。

　だが、俺おれは気付いていた。アクセリアの手が、かすかに震えていることに。

「アクセリア、心配すんな。美み羽うさんが頑張ってくれてるし、俺おれも付いてる。何とかなるって」

　横から手を握ると、アクセリアは潤む瞳ひとみで俺おれの顔を見上げた。

「そう……ですね」

　フッと微笑ほほえみ、再び領民へ向き直るアクセリア。

　その時、それまでじっと腕組みしていたロロが、やおら身を起こして俺おれたちの前に進み出た。

「アクセリア氏、以前あなたは、日本で大勢の人の世話になったから、それを無下にして立ち去ることはできないと言っていたでござるな」

「はい、申しました」

「しかし、このままではもっとたくさん日本の人の世話になってしまうでござる。アクセリア氏の論理は、すでに破は綻たんしていると思うでござるが、いかがでござるか？」

「……………」

　思いのほか真っ当な正論に、アクセリアが言葉もなく俯うつむく。

「お、おい、ちょっと待てよロロ。たしかにいまはそうかもしれないけど、青あお根ね島しま村のみんなだって、アクセリアたちを受け入れてくれたんだ。内地の人たちも、きっと同じように受け入れてくれるさ」

「残念ながら、それはあり得ないでござる」

「何？」

「日本の人たちは、決してアクセリア氏たちを受け入れることはないでござる」

「ど、どうしてそんなことが言えるんだ……？」

「拙せつ者しやの経験に基づく、とだけ言っておくでござるよ」

「経験？　お前に一体どんな経験があるって言うんだ」

「……どのみち、アクセリア氏たちは現状、日本の負担になるだけでござる。日本のことを思うなら、アクセリア氏は速やかに異世界ユングリングへ帰るべきでござるよ」

　ロロの確信に満ちた口調に、俺おれたちは思わずグッと詰まった。

　だが、

「その判断は、まだ早いかと思います」

　ただ一人、美み羽うさんがその言葉に異を唱えた。

「美み羽う氏……早い、とはどういう意味でござる？」

「アクセリアさんたちが我が国に迷惑をかけると判断するのは早計だと申し上げたのです」

　美み羽うさんは、メガネのブリッジを中指で押し上げながら言葉を続ける。

「たとえば、異世界ユングリングから来られたロロさんには想像できないかもしれませんが、この日本では、少子高齢化で人口減少に苦しんでいる自治体が数多くあります。アクセリアさんたち若い人口の移住は、そうした自治体にとって大きな活力となるはずです」

「……まあ、たしかに異世界ユングリングでも働き手となる若人わこうどの存在は貴重だったでござるよ」

「それだけではありません。異世界の文化は大きな観光資源にもなります。ちょうどロロさんが異世界から来られる前、我々はそうした観光振興策の検討を行っておりました。これも移住先自治体にとって、計り知れない福ふく音いんとなるでしょう」

　おお、なるほど！

　美み羽うさんの説明に、俺おれたちは俄が然ぜん勢いを取り戻した。

「聞いたか、ロロ！　アクセリアたちは決して日本のお荷物なんかじゃねえ！　むしろ日本を元気にしてくれる救世主なんだ！」

「そうだよ！　だからアクセリアちゃん、日本に迷惑かけるなんて考えないで！　むしろあたしたちのために残ってよ！」

「ユウタ様……ミサキさん……」

　瞳ひとみを潤ませるアクセリア。

「──俺おれからも、よろしいですかね」

　領民の中から野太い声が上がり、ボルグさんがロロの前に立った。

「勇者様、俺おれたちゃ勇者様のお心遣いに心から感謝してまさぁ。けど、勇者様がここに来られた後、実はみんなで話し合ったんです。で、やっぱりここに残ろうって結論になりやした」

　どうやらボルグさんは、地震の後片付けで指導的立場を任されているうちに、領民たちのまとめ役みたいな存在になっていたらしい。

「ここにいる連中、みんな異世界ユングリングではいろいろ虐しいたげられて、苦労してきた奴やつらばっかりです。そんな俺おれらを温かく迎え入れてくれたのは、旦だん那な様方ニホンの人たちだけでした」

「ボルグさん……」

「だから俺おれらは、旦だん那な様方のことを信じてまさあ。それに、我らが姫様も、ここに残りたいって思ってらっしゃるんだ。そうでしょ、姫様」

「え、ええ……」

　ちょっと照れ臭そうに微笑ほほえむアクセリア。

「だったら、俺おれらも同じ気持ちです。これから何があるか分かりやせんが、俺おれたちみんな、このニホンで頑張る覚悟でさあ」

　領民たちが、一斉に頷うなずく。

「ロロ様、あなたがおっしゃることも、恐らく真実の一つなのでしょう。しかし、ユウタ様は以前、わたくしたちのことを『家族』とおっしゃってくださいました」

　地震の後、復旧の手伝いをしてた時のことか。覚えてくれてたんだな……。

「わたくしは、ユウタ様のその言葉を信じております。ユウタ様がいらっしゃる限り、わたくしたちは、もう一つの可能性を信じ続ける所存です」

　アクセリアの言葉を聞いたロロは、唇をキュッと結んだ。

「由ゆう太た氏がいる限り……か」

　そして俺おれらに背を向け、マントを翻ひるがえしながら歩み去っていく。

〝──だから、それが無理だって言ってるのに〟

　最後の言葉は、乾いた風に遮られ、俺おれたちの耳には届かなかった。
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　会議室のテーブルに着いた俺おれらの前へ、美み羽うさんがＡ４のコピー用紙を一枚ずつ配付した。

「こちらが受入先の候補地リストです。部外秘となっておりますので、この打ち合わせ終了後、回収させていただきます」

　excelで作られたその表には、内地の地名がずらりと並んでいる。

「アクセリアは、俺おれと一緒に二回くらい内地へ行ってるよな」

　可搬式海水淡水化装置を借りに行った時と、都庁に行った時だ。

「はい、よく覚えております。信じられないほど高い建物が立っていて、リリガルドやアオネシマとは、文字通りの別世界でした……」

「お姉ちゃん、やっぱり青あお根ね島しま村で受け入れるわけにはいかないの？　アクセリアちゃんたちがこの島を出てくなんて、あたし寂しいよ……」

「そうしてやりてえところだがな、この島には産業なんてものがほとんどねえんだ。リリガルドの連中を受け入れても、食くい扶ぶ持ちがなきゃどうにもならねえ」

「そっか……」

　百もも花か姉ちゃんの言葉に、三み咲さきがしゅんと肩を落とす。

「ところで美み羽うさん、受入先の候補地ってのはどうやって決まったんですか？」

「アクセリアさんたちの存在はまだ公表されておりませんので、首長を元総務官僚が務めている自治体を中心に政府内で検討を加え、内々に打診いたしました。最終的には、この中から三、四か所程度に絞り込んで視察していただく予定です」

　なるほど……。大人おとなの世界のことはよく分からんが、ある程度のお膳ぜん立だては美み羽うさんのほうで済ませておいてくれたってことか。

「アクセリアさんの旅費は国が負担します。受入先の選定に関わる大事な視察になりますので、もし他に同行が必要な方がいらっしゃいましたら遠慮なくおっしゃってください。数名程度であれば、調整可能かと思われます」

　美み羽うさんの説明を聞いた百もも花か姉ちゃんが、ぐいっと腕まくりしながら立ち上がった。

「さて、そうと決まりゃ、早速アレをやらなきゃだな」

「へ？　百もも花か姉ちゃん、アレって何のこと？」

「決まってんだろ。内地に行くための、予行演習だぞ」
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　聞いて驚かないでほしい。

　我々は、内地に行く際には必ず予行演習を行うのだ！

「おし、準備はいいか、おめえら！」

　集まった場所は、小学校の校庭。

　俺おれと三み咲さき、そしてアクセリアの三人は、緊張した面持ちで整列している。

　ベルベリンデさんも来ているが、向こうで素振りの最中だ。

「これから予行練習を始める！　気合い入れていけ！」

「「「はい！」」」

　同じ日本なのに……なんて質問は野暮の骨頂である。

　なにせこの村には信号機が一基しかないし、暴走族がいないから白バイも存在しない。朝刊は一週間遅れでまとめて届くし、夕刊なんてものは都市伝説上の存在。テレビ欄なんて、過去のものという意味では古墳の壁画と何ら変わらない。

「ねえ由ゆう太た、知ってる？　内地ではマリオカートが実用化されてるんだよ？」

「おかしいな。俺おれが仕入れた情報では、みんなセグウェイに乗って移動してるって話だったが」

　てなもんである。

　そんな俺おれたちを前にして、臙えん脂じ色のジャージを着た百もも花か姉ちゃんは、竹刀しないでバシンと地面を叩たたいた。

「よーし、おめえら！　今日きようは電車の乗り方を練習する！　返事は『サー・イエッサー』だ！」

「サー・イエッサー!!」

「声が小せえ！　そんな程度の気合いじゃ電車に乗れねえぞ！」


「サー・イエッサー!!」



　裂れつ帛ぱくの気合いを込めた俺おれらの返事を聞いて、百もも花か姉ちゃんは満足げに頷うなずく。

「さて、お前らみんな知ってのとおり、電車とは、兵器である」

　そうだったのか。初めて知ったぜ……（ゴクリ）。

「便利な交通機関と言い換えてもいい」

　どっちだ。

「あの、モモカさん？　『でんしゃ』とは何でしょうか？」

「ほら、こんなやつだよ、アクセリアちゃん」

　スマホで検索した画像をアクセリアに見せる三み咲さき。

「まあ、何という大きな魔導具でしょう！　さすがニホンです！」

　ちょっと久しぶりに聞いたな、それ。

「ふむ。電車が何か分かったところで、まず、お前らの乗客力を確認しておきたい」

　乗客力……だと？

「いいか、ここが駅のホームだと仮定するぞ」

　拾った木の棒で、百もも花か姉ちゃんが地面に長い線を書いた。

「そして、ここに短い白線が引いてある」

　いつの間にか用意してあったライン引きで、今度は俺おれらの目の前に長さ一メートルくらいの白線を引く。

「並んでみろ」

　俺おれたちは意味も分からず、白線の前に横一列で並んだ。


「この大馬鹿野郎！」



　ド叱しかられた。

「横一列に並ぶバカがいるか！　ここは縦に二列で並ぶんだ！　いまみたいに三列で並んだら、逮捕されるぞ！」

　な……なんだって────!!

「百もも花か姉ちゃん、ただ線が引いてあるだけなのに、内地の人はどうして二列だって分かるの？」

「氣オーラだ」

「氣オーラ!?」

　なんか少年マンガっぽい設定キタ────!!

「とにかく、これでいかに練習が必要か、よく理解できただろ。分かったら、次の練習いくぞ」

　再びライン引きを手に取った百もも花か姉ちゃんは、校庭に不可解な模様を描き始めた。

　こんな感じだ。

　〇〇〇　〇〇〇




　〇〇〇〇〇〇〇

「さて問題だ。ここを電車の中と仮定しろ。そして、〇を書いたところに人が座っている。ユウ、おめえならどこに座る？」

「そりゃもちろん、ここに座るよ」

　〇〇〇★〇〇〇




　〇〇〇〇〇〇〇

　と言って、俺おれは★の位置に立った。


「テレレッ！　テレッテテレレレー!!」



　突然百もも花か姉ちゃんは、マリオが敵にやられた時の音を大きな声で口ずさんだ。

「はい、あなたは死亡しました」

「なぜ!?」

　電車って生き死にがかかった場所なの!?

「いいかよく聞け。内地の電車はとても混んでいます。だから、実際にはこんな感じです」

　〇〇〇　〇〇〇

　●●●●●●●

　●●●●●●●

　●●●●●●●

　●●●●●●●

　〇〇〇〇〇〇〇

「キモッ！」

　え？　いや待って？　そんなたくさん入るの？

「これを見れば分かるように、お前みたく真ん中に座ると、永遠に降りられません」

　永遠に!?

「けど、これじゃあ他に座ってる人たちも降りられないんじゃ……」

「そういう人たちは、次の日まで乗り続けます」

「マジで!?」

　いや、それはさすがに……でも、内地ならあるのか？

「東京はそんな連中でいっぱいだぞ。特に山やまの手て線せんなんか同じところをグルグル回り続けているからな。恐らく乗客の半分くらいは、お前のように電車に取り込まれた島民たちだろう」

　東京マジKOEEEEE！

「百もも花か姉ちゃんのおかげでようやく分かったよ、東京の怖さが」

「おう、やっと理解できたか、日本一の魔都バビロン東京……いや、闘とう狂きようの恐ろしさが」

「百もも花か姉ちゃん、もっと教えてくれ！　俺おれたちが、内地で生き残る術すべを！」

「よーし、よく言ったぞ、ユウ！　そんじゃ、次は吊つり革かわにつかまる動作の練習だ！」

「サー・イエッサー!!」

　こうして俺おれたちは、百もも花か姉ちゃんと共に内地へ行くための修行に明け暮れたのだった。




　そして特訓完了──。

「フンッ！」

　グシャァ！

　握りつぶしたりんごの汁しるをぽたぽた垂らしながら、俺おれはニヤリと笑みを浮かべた。

「どうだい、百もも花か姉ちゃん？」

「よし、合格だ、ユウ。その握力があれば、混んでいる電車の中でも吊つり革かわを離すことなくつかまっていられるだろう」

「さすがです、ユウタ様！」

「やるじゃねえか由ゆう太た。オラ、ワクワクすっぞ」

　三み咲さきは髪が金色になって、逆立っていた。目には緑のカラコンをはめている。

　いや……何やってんのお前？

「これで修行は完成だ！　あとは本番で力を発揮するだけだぞ！」

「百もも花か姉ちゃん、ここまで育ててくれてありがとう！　これで俺おれたち、どんな満員電車でも乗りこなせる自信が付いたよ！」

「その意気だ！　それじゃあ、乗ってこい！　内地の電車に！」

「サー・イエッサー!!」

　ちょうどそこへ、書類の束を抱えた美み羽うさんがやってきた。

「皆さん、探しました。内地視察の行程表が刷り上がりましたので、先にお渡ししておきます」

　美み羽うさんが書類を渡そうとしたところで、百もも花か姉ちゃんが自慢げに俺おれの肩を叩たたく。

「おう、烏う森もり。ウチがこいつらのこと徹底的に鍛えてやったぞ。いまのこいつらなら、山やまの手て線せんだろうが埼さい京きよう線せんだろうが、どんな電車でもへっちゃらだ」

「え？　あの、向こうでの移動は公用車になりますが？」

「ふぇ？」

「アクセリアさんたちが、あまり目立っては支障がありますので」

「何……だと………？」

「じゃ、じゃあ、俺おれたちの練習は……」

「無駄な努力だったのではないかと」

　バッサリ！

　百もも花か姉ちゃんが、頰ほおをぽりぽり搔かきながら振り返る。

「すまねえな、おめえら。そんじゃ、いまからウチが車を運転すっから、次は車に乗る練習だ」

「もういやあああああああああああああ！」

　結局、百もも花か姉ちゃんの車は壊れて動かなかったので、俺おれたちは何とか命拾いすることができたのだった。
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　　　　九月二十日（水）

　おやしま丸のタラップからぐるりと周囲を見渡し、俺おれたちは思わず感嘆の声を上げた。

「着いたぞ……内地！」

「ねえ由ゆう太た！　高いビルがいっぱいだよ！」

　はしゃぐ三み咲さきの姿に、アクセリアと美み羽うさんが「くすくす」と笑みを漏らす。

　ちなみにアクセリアは、長い耳を隠すために三み咲さきのヘアアレンジテクを駆使し、ふわふわボリューミーなツーサイドアップにしてもらっていた。

　ふだんのストレートも似合ってるけど、こういうアイドルっぽいヘアスタイルも可愛かわいいな。

　タラップを降りたところでアクセリアがよろよろと足元をふらつかせる。

「あ………」

「お、おい。大だい丈じよう夫ぶか、アクセリア？　なんか顔色が悪いぞ？」

「ええ……少しお船に酔ってしまったみたいです。ですが、ちょっと頭痛がするくらいですので大だい丈じよう夫ぶです」

　島で買ったＴシャツにショートパンツ姿のアクセリアが、身を縮めながら白い腕をさすった。

　具合が悪そうなのは、アクセリアだけじゃない。

「ユウタ殿、地面が揺れているように感じるのですが……」

「先生、お手洗い……（もじもじ）」

　護衛に付いてきたベルベリンデさんと、子供たち代表のフィレレちゃんが、両脇わきから俺おれのシャツを引っ張る。

「やれやれ。こんなことならボルグさんとリリージョンさんにも付いてきてもらうんだったな」

「しょうがないよ、由ゆう太た。二人には鍛か冶じ屋やと診療所の仕事があるんだから」

　どちらも長期間不在にすることができないうえ、他の人では代わりができない大事な仕事だ。

「うぷ。ユウタ殿、緊急事態ですので、ここで吐いてもよろしいでしょうか？」

　ホットパンツ姿のベルベリンデさんが、俺おれのシャツの襟えり元もとに顔を突っ込んできた。

「ちょちょちょ、ここで吐かないでくださいよ！　トイレでお願いします！」

「先生……わたしも、早く……」

　一方フィレレちゃんは、三み咲さきのお下がりのワンピースを着ている。ピアノの発表会みたいでとっても可愛かわいい♥　のだが、こっちもそれどころじゃないようだ。

「ねえねえ由ゆう太た」

「あん？　何だよ三み咲さき、こっちはそれどころじゃ──」

「あのさ、アレは放っておいていいの？」

「アレ？」

　三み咲さきが指差したほうを見ると、バースの陰からにょきっと海竜の首が突き出していた。


《ぎゃう♥》



「メロンンンンンンンンンンンンン!?」

　ど、どうしてあいつがここに!?

　バシャ！

「ぜぇ、はぁ……やっと着いたでござる」

　さらにその脇わきでは、全身フル装備の勇者が鎧よろいや兜かぶとの隙すき間まからぼたぼた水をこぼしながらバースへ這はい上あがってくるところだった。

「ってロロもおおおおお!?」

　幸い、他の客や港湾職員はタラップのほうに気を取られてメロンたちには気付いていない様子だ。俺おれは慌てて岸壁へ駆け寄り、三み咲さきが持っていた人化薬をメロンに飲ませる。

「ユウタお兄ちゃん♥」

　べちゃっ！

　裸でずぶ濡ぬれのメロンが、俺おれの首にぎゅっとしがみ付いてきた。

　あとで俺おれも着替えなきゃな……。

「メロン、どうしてお前がこんなところにいるんだよ……」

「ロロお姉ちゃんに頼まれて、船についてきたの」

「ふぅ。一晩中メロン氏にしがみ付いているのは大変だったでござる」

　ござる、じゃねえよ。

「ロロ、何でそんな無茶なことしたんだ。まさか、そんなに内地を見たかったのか？」

「由ゆう太た氏の護衛でござる」

「は？　護衛？　それだったらベルベリンデさんが──」

「ユウタ殿、わたしは姫様の護衛であって、ユウタ殿の護衛ではありません（キリッ）」

　あ、そすか。

「聞いたでござろう。由ゆう太た氏にも護衛が必要でござる。拙せつ者しやを連れていくでござる」

　鎧よろいの隙すき間まからガバガバ水を溢あふれさせた伝説の勇者が、グッと顔を寄せてくる。

「わ、分かったよ。けど、さすがにその格好じゃ目立つから着替えてもらうぞ」

「む……やはり着替えねばダメでござるか？」

「あたりめーだろ！」

　全フルプ身レート鎧アーマー着た女が街中闊かつ歩ぽしてたら、みんなぶったまげて二度見するわ！

「あと、メロンは服着ろ」

「わかった！（ビシッ）」

「さて、着替える場所はと……」

　後から追いかけてきた美み羽うさんが、バッグの中からタブレット端末を取り出した。

「由ゆう太たさん、お手洗いは向こうのようです。とりあえずメロンさんとロロさんには、わたしたちが持ってきた服に着替えていただきましょう。他の皆さんも、わたしに付いてきてください」

　ぞろぞろと連れ立ってトイレへ向かう女性陣。

　ロロが歩くと、足元からガポン、ガポンと水がこぼれ、そばを通りかかった人がギョッとした目で振り返っていた。
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　客船ターミナルの長椅子で待つこと二十分、ようやくみんながトイレから戻ってきた。

「着替えたよ、ユウタお兄ちゃん！」

　パツンパツンのシャツを着たメロンが、大きな胸を揺さぶりながら駆けてくる。

　一方ロロは……。

「こんな防御力の低い装備で、モンスターに遭遇したらどうするでござる！」

　ショートスリーブのロリータワンピースに、角の生えた兜かぶと姿で登場した。

「どう由ゆう太た？　ロロちゃん、あたしの服がちょうどいいサイズで──」


「やり直し」



「どこがおかしいでござる!?」

「アタマだよ、アタマ！」

　お前、分かって聞いてるんじゃねえの!?

「しかし、せっかくの最強装備から『ぬののふく』に格下げなど、あり得ないでござるよ」

　まあ、そこは分からんでもない。

「とにかく、ここは内地なんだ。そんなもん被かぶってるうちは絶対連れてかねえからな。これ以上ダダこねるんだったら、メロンと一緒に帰ってもらうぞ」

「え～～～～!!　ぼく、ユウタお兄ちゃんと一緒にいたい！」

「うう………分かったでござる」

　とぼとぼとトイレに戻るロロ。

　すれ違うタイミングでトイレから出てきた女性客が、思いっ切りビクッてなってた。

　そしてさらに数分後、

「これでいかがでござるか？」

　トイレから出てきたロロは、兜かぶとのバイザー部分だけを外して仮面のように装着していた。

「ちなみにヘアスタイルは、あたしがアレンジしたよ！」

　頭の両脇わきでは、ふわふわツインテールが揺れている。

「って、お前らなあ。日本のどこに仮面つけて歩く女の子がいるんだよ……」

　文句を言いかけた俺おれだったが、

「ユウタ様、不安を感じていらっしゃるロロさんに無理やり防具を外させるのは、少し可哀かわい想そうに思います。このくらいでお許しいただけないでしょうか」

「そうだよ由ゆう太た。女の子のファッションにケチをつけるなんて、マナー違反だよ」

　ファッション……なのか？

「くっ、分かったよ。その代わり、あんまり目立つことはするなよ」

「了解したでござる！」

　元気よく返事するロロ。

「やれやれ、これで少しは大人おとなしく──」

　とその時、俺おれたちの背後から、スーツを着たサラリーマン風の男性が声をかけてきた。

「あのー、すみません。おやしま丸のチケット販売窓口って、どこか分かりますか？」

　瞬間、ロロの瞳ひとみがギラリと光る。


「勇者流刀殺法最終奥おう義ぎファイナルアトミックサンダースラッ──」

「この大馬鹿野郎！」



　ドゴォ！

「しゅげぼぉ！」

　タックルされたロロが、床の上を三メートルほど滑っていった。

「あいたたた……な、何をするでござるか、由ゆう太た氏」

「こっちのセリフだ！　てめえ何いきなり民間人に最終奥おう義ぎぶっぱなそうとしてんだよ！」

「誤解でござる！　奴やつはいま完全に殺気を消して背後から接近してきたでござるよ。あれほどの無音サイレント殺人術・キリングの持ち主、皇帝の手下に間違いござらん！」

「殺気を放って道聞いてくる奴やつのほうが日本ではレアだっつーの！」

「しかし……」

「いいからお前は大人おとなしくしてろ。いいか、次騒いだら──」

　とその時、今度は背後でジュースのフタを開ける音が響いた。

　プシュ！

〝わあ、炭酸水が噴きこぼれた〟


「大規模殲ウルトラ・マ滅雷撃魔グヌス・トニト──」

「サイコクラッシャー!!」



　五メートルほどぶっ飛んだロロが、今度はチケット記入台に激突する。

「うう……いまのは水魔法による攻撃を防ごうと」

「お前次騒いだら本気で鎧よろい着せたまま東京湾に投げ込むからな！」

　伝説の勇者という異世界最強のお荷物を抱えた俺おれは、悲壮感溢あふれる覚悟で風の吹きすさぶ東京砂漠に足を踏み出したのだった。
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「わー、原はら宿じゆくだよ由ゆう太た！　芸能人とかいるかな！」

　目を輝かせながら辺りを見回す三み咲さきの姿に、美み羽うさんが微笑ほほえましい視線を送った。

「すみません、美み羽うさん。こんなところに寄ってもらってしまって」

「いいんですよ。視察は明日あしたからで、今日きようは時間に余裕がありますから」

　メロンが歩きながら、くんくんと鼻をひくつかせる。

「なんかいいにおーい」

「あれはマ〇クだよ、メロンちゃん！　ねえ、アクセリアちゃんも、〇ック行きたいよね！」

「…………」

「はにゃ？　アクセリアちゃん？」

「ふぇ？　あ、はい、そうですね！　わたくしも行ってみたいです！」

　どこかぼんやりとした様子のアクセリアを見て、三み咲さきが心配そうに眉まゆをひそめた。

「どうかしたの、アクセリアちゃん？」

「いえ、なんともございませんよ？」

　ニッコリ微笑ほほえみ返すアクセリア。

　ふと背後を見やると、そんな二人のやり取りを、ロロがバイザーの陰からじっと見つめていることに気が付く。

「どうしたロロ？　急に静かになったじゃねえか。トイレか？」

「由ゆう太た氏はレディに対して失礼でござるな」

「たしかに……先生は、デリカシーが少し足りない……」

「フィレレちゃんまで!?」

　幼女からも注意されてしょんぼりしていると、アクセリアが、ショーウィンドウの前で足を止めた。

「どったの、アクセリアちゃん？　ここは文房具屋さんだけど、何か欲しいものがあるの？」

　店内をじっと見詰め、微動だにしないアクセリア。

　ちょうどそこへ、若い二人組の女性がおしゃべりしながら歩いてきた。

　お互いの姿に気付かず、女性の一人がアクセリアにドシンとぶつかってしまう。

「わぷ」

「あ！　ご、ごめんね！　大だい丈じよう夫ぶ!?　おしゃべりに夢中で、ちゃんと前を見てなくて」

「いえ。前を見ていなかったのはわたくしのほうで──」

　言いかけて、アクセリアは、ほうっとその女性を見上げた。

　リボンのあしらわれたネイビーチェックのフリルシャツに、同系色で合わせたベロア生地のスカート。ふんわりとしたボブカットはフェミニンな雰囲気を醸かもし出だしている。

「どうしたの？　どこか怪け我がしちゃった？」

「あ、いえ。大だい丈じよう夫ぶです」

「そっか。それじゃあね」

　軽く手を振って、女性は去っていった。

「大だい丈じよう夫ぶ、アクセリアちゃん？」

「…………」

　無言でアクセリアは、自分の服を見下ろす。そして、今度はショーウィンドウに映った自分の姿を見詰め、しばし周囲の喧けん騒そうを忘れたかのように立ちすくむ。

「由ゆう太た氏、いますぐアクセリア氏に声をかけてくるでござるよ。そして『どこか行きたいとこはあるか？』と尋ねるでござる」

　脈絡のないロロの発言に、俺おれは思わず首を傾かしげた。

「へ？　何で？」

「先生……ニブい」

　フィレレちゃんが、残念なものを見るような目で俺おれの顔を見上げる。

「いいから、さっさと行くでござる！」

　バン、と背中を叩たたかれ、俺おれはアクセリアの隣に押し出された。

「……っとと、」

「あら、ユウタ様？　どうなさいました？」

「え？　あ、いや、その……」

　こっそり振り返ると、ロロとフィレレちゃんが「早く早く」と視線で訴えかけている。

　ええい、なんか分からんが、やったれ！

「あ、あのさ、アクセリア。三み咲さきはマ〇ク行きたいって言ってたけど、アクセリアは行きたい場所とかないの？　まあ原宿は初めてだから、急にそんなこと聞かれても困ると思うけど……」

　俺おれに尋ねられたアクセリアは、なぜか顔を赤らめ、俯うつむいた。

　そしてしばらくの間、もじもじとシャツの裾すそをいじっていたが、やがて意を決したように顔を上げる。

「……わたくし、お洋服が欲しいです」

「洋服？」

「はい。先ほどの女性がお召しになっていたような、素敵なお洋服が、欲しいです……」

　隣で聞いていた三み咲さきが、いきなりアクセリアに抱き付いた。

「うにゃ～～!!　アクセリアちゃん、あたし自分のことばっかりになっててごめんね！　よし、服見に行こう！　実はあたし、雑誌を調べて事前にお店チェックしておいたのだよ！」

　そう言って、付ふ箋せんだらけのポケットマップを開く三み咲さき。

「お前、準備いいな……」

　元気よく歩き出す三み咲さきの背中を、俺おれたちは慌てて追いかける。

「ねーねーユウタお兄ちゃん、ぼくおなかすいたー」

「メロン、俺おれの顔に胸押し付けるのやめような」

　その背後から見慣れない人影が付いて来ていることに、この時の俺おれはまったく気付いていなかった。
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「いかがでしょうか、ユウタ様」

　試着室から出てきたアクセリアは、天使だった。

　もう、あれだ。ボキャブラリーが枯こ渇かつして、表現のしようがない。

「アクセリアちゃん、似合ってるよ！」

「姫様、最高です！　このベルベリンデ……くっ、鼻血が！」

　君らは元気でいいなあ。

　フィレレちゃんが、感心したように呟つぶやく。

「ニホンは……すごい。もう出来上がっている服が、売られている。異世界ユングリングでは、布を買って、それから作る」

「へえ、異世界ユングリングじゃ吊つるしの服はないのか」

「由ゆう太たさん、既製服の定価販売が広まったのは十九世紀に入ってからと言われております。それまでは、生地を値下げ交渉しながら買うのが一般的だったようです。当時の記録でも、かなりストレスの大きい手順だったことが窺うかがえます」

　美み羽うさんが、メガネを光らせ蘊うん蓄ちくを披露する。

「あの、ユウタ様。こちらの服とこちらの服、どちらが良いいと思われますか？」

　両手にワンピースを持ったアクセリアが、頰ほおを赤らめながら俺おれに尋ねてきた。

　出た！　フェルマーの最終定理を超えるとされる超難問！

　ちなみに人類史上最難問は、「わたし何歳に見える？」だと聞いたことがある。

「ええと、そうだな……」

　右手に持っているのは、フェミニンなピンクのシフォンワンピース。

　左手に持っているのは、上品なネイビーのオフショルダー・フレアワンピース。

　どっちだ。どっちが正解なんだ……。

　いや、どっちも可愛かわいいから、別にどっちでもいいんだけど、たぶんそれは不正解なんだろう。

　アクセリアに似合うのは……。
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　俺おれは右手のシフォンワンピを指差し──かけて、左手のオフショルフレアワンピを指差した。

「こっち……かな」

　ちょっと意外そうな顔で、アクセリアが尋ねる。

「どうして、こちらを？」

「ピンクのやつは、俺おれが可愛かわいいと思うやつって感じがしたんだ。けど、試着した時一番時間かけて眺めてたのは紺のやつのほうだったろ？　だから、もしかしてアクセリアはそっちのほうが気に入ってたんじゃないかなと思ってさ」

　そして、俺おれが選んだ服を嬉うれしそうに抱き締めた。

　アクセリアの表情が、みるみる笑顔で満たされていく。

「ありがとうございます、ユウタ様！　ではわたくし、こちらのお洋服にいたします！」

　ロロが、「よくやった」と言わんばかりに俺おれの背中を叩たたく。

「ふう、どうやら正解だったみたいだな……」

「ちょっと誤解してるでござるよ、由ゆう太た氏。アクセリア氏は服が気に入ったから喜んだのではなく、由ゆう太た氏がちゃんと自分のことを見てくれていたことに喜んだのでござる」

「え？　そ、そうなの……？」

　ってことは、服自体はどっちでも良かったのか……？

　早速三み咲さきが店員さんを呼び、会計に入ろうとしたので、俺おれは慌てて間に割り込んだ。

「あ、あの、俺おれが払います」

「あら、彼氏さんですか？　うらやましいですね～」

　俺おれとアクセリアは、赤くなって俯うつむく。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです、ユウタ様。実は、モモカさんよりお小遣いをいただきましたので」

「へ？　百もも花か姉ちゃんから？」

「はい。ナイチへ行ったら、これで必要なものを揃そろえるようにと」

「けど、さすがに女の子に支払わせるのは……」

「お気になさらないでください。まだこれから明日あした以降の着替えも選ばねばなりませんし」

　マジでか！

「じゃ、じゃあせめて、何かほかのものでも……」

　そう言う俺おれに、アクセリアはしばし指を口に当て、ふと思い出したように顔を上げた。

「それでは、ぜひユウタ様に買っていただきたいものがございます」




「こんなもんでいいのか……？」

「はい！」

　俺おれたちが寄ったのは、先ほどアクセリアがじっとショーウィンドウを見詰めていた文房具屋さんだった。

　アクセリアが買ったのは、ピンクのカバーに花束のイラストが描かれた日記帳。凝った装丁だから安くはなかったが、それでも服なんかに比べれば大した金額じゃない。

「うふふ。嬉うれしいです。ユウタ様に買っていただいた日記帳、大切に使わせていただきます」

　紙袋でラッピングされた日記帳を大事そうに胸に抱えたアクセリアが、花のような笑みをこぼす。

「アクセリア、どうして急に日記帳を？」

「秘密です」

　とその時、メロンのお腹なかが「ぐぅ～～～～!!」と鳴った。

「うみゅ～。ぼく、おなかすいちゃった」

「大だい丈じよう夫ぶ、メロンちゃん？　ねね、由ゆう太た。あそこでアイス売ってるから、みんなで買って食べない？」

「そうだな。昼飯にはまだ早いけど、ちょっと小腹空いたから、買ってくか」

　竹たけ下した通りでアイスを買った俺おれたちは、近くにある明めい治じ神じん宮ぐうのベンチで一休みすることにした。
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「甘い……」

　オレンジソルベに舌を這はわせたフィレレちゃんが、目を大きく見開いた。

「そっか、フィレレちゃんはアイス食べるの初めてなんだな」

「先生も、食べる……？」

「いや、俺おれの分はちゃんとあるから」

　そんなやり取りをしていると、隣のベンチでラフな格好の中年男性が新聞紙を広げ始めた。

「む！　怪しい奴やつ！」


「待てい」



　早速抜刀態勢に入ろうとしたロロの肩を、横からガシッとつかむ。

「いやしかし、あの男、先ほどからこちらの様子を窺うかがっているでござるよ。先制攻撃を仕掛けなければ殺やられる可能性が……」

「ねーっつーの」

　お前は自衛隊を見習って専守防衛に徹してろ。

「まったく……アクセリアからも何とか言ってやってくれよ」

「………………」

　隣に声をかけると、アクセリアは遠くを見てぼんやりとした表情を浮かべていた。

「ん？　アクセリア？」

　手に持ったマスクメロン味のアイスが溶けて、親指の付け根にライムグリーンの水みず溜たまりができている。

「どうしました、アクセリアさん。せっかくのアイスが溶けてますよ？」

　心配した美み羽うさんが肩を揺すった拍子に、丸い塊がぽとり、と膝ひざの上に落ちた。

「え……？　ア、アクセリアさん！　アイスが、ワンピースに！」

　美み羽うさんに肩を叩たたかれ、ようやくアクセリアは我を取り戻す。

「ああ！　わ、わたくしったら、ユウタ様に選んでいただいたお洋服に何てことを……!!」

「早く水洗いしないと、このままでは染しみになってしまいます……」

　慌てて水を探し始める二人に、三み咲さきが声をかける。

「落ち着いて、アクセリアちゃん！　ほら、精霊魔法があるっしょ！」

「そ、そうでした！　水の精霊さん、わたくしに力を──」

　アクセリアが、目を閉じて手の平に意識を向けたその時、

「──痛つっ！」

　突然、頭を押さえてアクセリアがうずくまった。

「え!?　ど、どうしたの、アクセリアちゃん!?」

「アクセリアさん！　こんなところで魔法を使ってはいけません！　人に見られたら大変なことに……!!」

　幸い魔法は不発に終わったが、時折通り過ぎる人たちがチラチラこちらを見ている。

「あわわわわ……ゆ、由ゆう太た！　水！　水持ってない!?」

「ん、んなこと言われても、この辺にはトイレも見当たらないし……あとは、さっき自販機で買ったペットボトルのコーラくらいしか……」

　けど、こんなんで洗ったら、逆に沁しみが大きくなっちまう。

「先生、それ……ください」

　不意にフィレレちゃんが立ち上がり、俺おれのコーラをつかんだ。

「姫様、こちらへ……」

　そして、アクセリアを沿道の木立の陰へと引っ張っていく。

　木陰に隠れたフィレレちゃんは、何を思ったか、無言で服を脱ぎ始めた。

「フィ、フィレレさん、何を？」

　戸惑うアクセリアを無視して丸裸になったフィレレちゃんは、いきなり自分の頭の上にコーラをぶちまける。

　シュワアアアアァァァ……。

「ん………うぅ」

　変化は、唐突に始まった。

　子鹿のように細い脚が水色の鱗うろこで覆われ、一本に溶け合っていく。

　そして美しく輝く魚の下半身に変へん貌ぼうを遂げたクォーター人魚の幼女は、落ち葉で覆われた地面に年齢不相応な艶なまめかしさで横たわった。

「フィ、フィレレさん？　急に、どうして人魚の姿に？」

「人魚の、姿になれば……水魔法を、使えます。さあ、姫様も……脱いで。まだうまく、コントロールできない……から、そのままだと、びしょ濡ぬれに」

「は、はい」

　慌ててファスナーを下ろし、ワンピースを脱ぐアクセリア。

「では……いきます！」

　小さな人魚の身体からだが青い光で包まれ、両手から水が噴き出した。

　水流はたちまち汚れを洗い流し、地面に大きな水みず溜たまりを作る。

「これで……大だい丈じよう夫ぶ」

「ありがとうございました、フィレレさん。ユウタ様に選んでいただいた大切なお洋服を、汚さずに済みました……」

　アクセリアは、涙目で濡ぬれたワンピースを胸に抱きしめた。

　と、その時。

　ガサッ──。

　木々の陰から、新聞紙を持った男が姿を現した。

「え……？　に、人魚……？」

「「きゃあああああああああ！」」

　服を脱ぎ捨てた二人の少女の姿に呆ぼう然ぜんとしたのも束つかの間ま、男は素人しろうと離れした手て際ぎわでカメラを取り出し、レンズを二人に向ける。

「すごいぞ！　これは大スクープだ！」

　アクセリアは慌ててフィレレに覆おおい被かぶさり、無意識のうちに手の平を男へ向けて掲げた。

「土の精霊さん！」

　が、

「てんめええええええええええええ！」

　バコォ！

「ぷげら！」

　魔法が発動する前に、男は悲鳴を上げて落ち葉の上へ倒れ込んだ。

「何やってんだ、この野郎……!!」

「ひ、ひぇっ！」

　スマホを拾い上げた男は、慌てて走り去っていく。

「大だい丈じよう夫ぶだったか、二人とも？」

「はい、ユウタ様……」

「心配、ありません」

　そう言いながらも、アクセリアとフィレレちゃんの目には涙が浮かんでいた。

「二人とも立てるか？　早く服を着たほうがいい。あんなやつはもう来ないと思うけど、いつまでもそんなカッコでいるのはさすがにまずいからな」

　二人は頷うなずき、いそいそと服に袖そでを通した。
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　その頃ころ、由ゆう太たに殴られた男は、頰ほおをさすりながら悪態をついていた。

「くそ、あのガキ！　マジで殴りやがって！」

　参道に敷かれた砂利を蹴けり、そばを歩いていた参拝客に迷惑そうな顔をされる。

「しかし、いまだに信じられないが、あれはたしかに人魚だった。肝心の変身シーンさえ撮れていれば、文句なしの大スクープだったのに……」

　溜ため息いきをつきながら画面を見ていた男だったが、しばらくしたところで「ん？」と動画を巻き戻した。

「これは……」

　人魚をかばった金髪の美少女。彼女が手を掲げ「土の精霊さん！」と叫ぶと、身体からだが緑の光に包まれ、一斉に周囲から木や植物が生え始めたのだ。

「………どうやら、青あお根ね島しまから追いかけてきた甲か斐いがあったみたいだな」

　男はスマホをポケットに戻し、元来た道を急いで引き返した。
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　　　　九月二十一日（木）

　翌日、町役場を訪ねた俺おれたちを出迎えてくれたのは、まだ三十代くらいと思おぼしき若々しい副町長だった。

「お話は伺っております。お忍びのご視察とのことで、大々的にはご案内できませんが、町としては大いに可能性を感じております。本日はどうぞよろしくお願いいたします」

　俺おれたちの手をがっしり握り、若きリーダーは潑はつ剌らつとした営業スマイルを浮かべる。

「こちらの副町長は、総務省から出向でこられている方です」

　へえ、官僚出身っていうと、堅苦しくて偉そうな人ってイメージだったけど、こんな人もいるんだな……。

「それでは、車でご案内しますので、どうぞこちらへ」

　俺おれたちを乗せて発進したマイクロバスは、役場を出ると県道に乗り、市街地をぐんぐん離れていった。

「先ほど通ったところが町の中心街で、いま向かっているのは、皆さまの移住候補地となる大おお森もりという集落です」

　マイクを握った副町長が、バスガイドばりの滑舌でみんなの耳を引き付ける。

「あの……集落の人たちは、いきなり俺おれたちがきてビックリしないでしょうか」

「ご安心ください、事前に皆さまのことは海外からの移住希望者と説明してありますので」

　副町長の受け答えはそつがない。

「なんか頼りになりそうな人だな、アクセリア」

「…………」

「アクセリア？　どうした？　もしかして酔ったのか？」

　肩に触れると、アクセリアは夢から醒さめたようにハッと顔を上げた。

「あ、いえ。大だい丈じよう夫ぶです」

　ニッコリ微笑ほほえみ返すアクセリアだが、肌は青白く、あまり元気そうには見えない。

　なんか、こっち来てからボーっとしていることが多いような気がするんだけど、慣れない内地で疲れてるのかな。

「──到着しました。こちらが目的地の大おお森もりです」

　二十分ほど走ったところで、バスは山やま間あいの小さな集落に到着した。

「へえ、ここが！」

　バスを降り、外の空気を吸って、みんな思い思いに辺りを見回す。

「わあ！　すっごい綺き麗れいな景色だね、由ゆう太た！　ここならコスプレの撮影がはかどりそうだよ！」

　集落の人が見たら腰抜かすぞ。

「あ～、皆さん、ようこそおいでくださいました」

　ちょうどそこへ、肘ひじ当あての付いたコーデュロイのジャケットを着たお爺じいさんが、腰をさすりながら出迎えに来てくれた。

「野の村むらと申します。この辺りの自治会長をしております」

「あ、どうも。漆うるし原ばら由ゆう太たです」

　差し出された手は枯れ木のように細い。

「若い人にきてもらえて、ありがたい限りです。こんなところですが、バブルの頃ころには保養施設や博物館なんかが建ってて、いまよりもうちょっと賑にぎわってたんですがねえ……」

「はあ………」

　バブルか。よく聞く言葉だけど、正直ピンとこないな。

　副町長が、荒れ果てた廃屋の並ぶ景色を見渡して溜ため息いきをつく。

「我々役場としても様々な対策を講じているところですが、やはり生産人口が増えなければその場しのぎの弥び縫ほう策となってしまうわけでございまして……いかにして移住者を確保するかが喫緊の課題となっております」

「まぁ難しい話は後にして、今日きようは歓迎のご用意もしてありますから、皆さんどうぞゆっくりなさっていってください」

　温和な笑顔を浮かべた野の村むらさんは、俺おれたちを公民館へ案内してくれた。

「よう来たね、あんたら」

「待っとったよ」

　大おお森もりに住む皆さんは、よそ者である俺おれらのことを温かく迎えてくれた。

　どうやら子供……というか、孫が遊びに来てくれた、ぐらいに思っているらしい。

　「これ、持ってきんしゃい」「ほれ、これ食べてけ」と様々なお土産みやげを渡され、両手がたちまち荷物でいっぱいになる。

　その中でも、お人形のような容姿のアクセリアはお年寄り方から大人気だった。

「あんた、外国のお姫様なんだって？」

「めんこいねえ。ほら、これでも食べな」

　結局最後は食べ物になる。

　だが、お陰で内地に来てからぼんやりしていることが多かったアクセリアも、少し元気を取り戻したようだった。

「本当にありがとうございます。わたくし、今日きようこちらへ伺うことができて本当に良かったです。わたくしは……皆さんのことが大好きです」

「あんれまー、嬉うれしいこと言ってくれるねー」

「いやー、まいったべな。うちのカカアが嫉しつ妬としちまうよ」

　ぎゃはははは、と元気よく笑うお爺じいちゃん、お婆ばあちゃんたち。

「なんか、温かくていいところだな」

　まだ視察一日目だけど、ここならアクセリアたちも幸せに暮らすことができるかもしれない。

　そう思わせてくれる、心のこもった歓迎ぶりだった。

「……さて。皆さん、時間も時間ですので、そろそろ役場へ戻りましょうか」

　窓からオレンジ色の光が差し込む頃ころ、美み羽うさんが腕時計を見て、タブレット端末のカバーを閉じた。

「また来るのを待っとるよー」

「今度はもっとうまいもん用意しとるからねー」

　名残なごりを惜しむお爺じいさん、お婆ばあさんたちと別れ、俺おれたちはバスを停とめてある村外れへと向かう。

　段々畑の迫る斜面で、副町長が美み羽うさんに声をかけた。

「あの……烏う森もりさん、少しよろしいでしょうか？」

「はい、なんでしょう？　まだ消化していない日程でも？」

「いえ、そうではないのですが……」

　弁舌爽さわやかな副町長が、珍しく口ごもっている。

「今日きよう一日お世話になった身です。何かご用件がおありでしたら、どうぞご遠慮なさらずおっしゃってください」

「それでは、烏う森もりさんを困らせることを承知の上でお伺いするのですが……実は本省の担当者から、そちらのアクセリアさんは魔法を使えるとお聞きしました。それを、この場でお見せいただくことはできないでしょうか」

「魔法を、ですか？」

「はい。彼女が使える魔法というものがどういうものであるか、事前に確認させていただきたいのです」

「……おっしゃることは分かりますが、もう少し選定が進んでからでは遅いでしょうか」

「それでは間に合いません。実は、町長はまだ彼女らを受け入れるかどうか迷っているのです。もしアクセリアさんが素晴らしい魔法を使えると知れば、きっと決断の後押しになるでしょう」

　副町長の言葉にしばし立ち止まって考え込んだ美み羽うさんだったが、やがて顔を上げ、小さく頷うなずいた。

「そう言われては、お断りできませんね……よろしいですか、アクセリアさん？」

「もちろんです」

　にっこり笑顔で応こたえるアクセリア。

「今日きようは一日、町の皆さんから本当に良くしていただきました。せっかくですから、土魔法でこの辺りの作物の生長を手助けして差し上げましょう」

　道端に立ったアクセリアは、早速乾いた畑の前に立ち、小さな両手を合わせた。

「土の精霊さん、わたくしに力を……」

　同時に足元から緑色の光が溢あふれ出だし、泉のように周囲へ広がっていく。

「こ、これが魔法……」

　光は田畑を撫なで、作物を優しく包み込んだ。

　しなびた葉野菜がみるみる生気を取り戻し、宝石のような露つゆで覆われる。

「す、すごい。あっという間に作物が元気に……」

　驚く副町長のそばで、俺おれはふと、アクセリアの様子がおかしいことに気が付いた。

「はぁ、はぁ………」

　手をかざしたアクセリアが、なぜか肩で荒い息をつき、額には汗までにじみ出ている。

「お、おい、どうしたアクセリア？　体調でも悪いのか？」

　声をかけた途端、アクセリアが「うっ」と頭を押さえ、崩れ落ちるように膝ひざをついた。

「お、おい！　どうした!?」

　異変はそこから始まった。

　辺りを覆う緑色の光が徐々に濁り、アクセリアの身体からだから黒い霧のようなものがにじみ出してくる。

「え……？　な、なんだこれ」

　周囲の樹き々ぎが不穏にざわめき、生ぬるい風が俺おれたちの間を吹き抜ける。

「せ、先生。姫様のご様子が……」

　フィレレちゃんが、青あお褪ざめた表情で俺おれの顔を見上げた。

「アクセリアさん、大だい丈じよう夫ぶですか？　少し様子が変です。一いつ旦たん魔法を止めてください」

　美み羽うさんの呼びかけにも反応せず、アクセリアの身体からだを包む光はますます黒く染まっていく。

「ねえ由ゆう太た、あれ、何かな……」

　三み咲さきに言われて振り返ると、俺おれたちの背後ではあぜ道がぼこぼこ脈打っていた。

「な、何だありゃ……」

　そして───。

　メリメリメリ……ドバアアアアアァァァッァアァッァアッァァァ！

　突然太い巨木が一斉に地面を食い破り、津波のように土砂を巻き上げた。

「う、うわあああああああああああああ!?」

　周囲を太い幹の壁に取り囲まれ、俺おれたちは慌てて身を屈かがめる。

「お、おい！　やめろアクセリア！　ストップ！　ストップだ！」

　巨木は留とどまるところを知らず伸び続け、頭の上から巻き上げられた石や土の塊が降り注いでくる。

「ひ、姫様、お気を確かに！」

　ベルベリンデさんが肩を揺するも、アクセリアの瞳ひとみは虚うつろで、華きや奢しやな身体からだを覆う闇色の霧はどんどん濃くなるばかり。

　その時、慌てふためく俺おれたちをぐいと押しのけ、ロロがアクセリアの許もとに駆け寄った。

「アクセリア氏！」

　そして乱暴に胸ぐらをつかみ、パン！　と平手で頰ほおを叩たたく。

「───────!?」

　アクセリアの瞳ひとみが生気を取り戻し、そのまま糸が切れたように倒れ込んだ。

「ア、アクセリア!?」

　同時に巨木はピタリと生長を止め、折れた枝がパラパラと頭上から落ちてくる。

　腰を抜かしてへたり込んだ副町長が、震える声で呟つぶやいた。

「こ、これが魔法……？　こんな危険なものが、本当に……」

「お、お待ちください、副町長。これは何かの間違いで──」

「間違い？　これが間違いなんて言葉で済まされるレベルですか！　もう少しで我々は大怪け我がをしたのかもしれないんですよ!?」

「ですが、いままでこんなことは……」

　さすがの美み羽うさんも、困惑の色を隠せない。

「ね、ねえ由ゆう太た、アクセリアちゃんの髪が……」

　三み咲さきに言われて見ると、美しいプラチナブロンドの髪の一部が、墨を塗ったように黒く染まっていた。

「ど、どうなってんだ、これ……？」

　まったく訳が分からない。アクセリアは一体どうしちまったんだ……？

　この時、集落を襲った異変を遠くから望遠カメラで撮り続ける男の姿があることに、俺おれらはまったく気付いていなかった。
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　その日の晩、俺おれたちは宿の一室で、昏こん々こんと眠り続けるアクセリアの顔を不安な面持ちで覗のぞき込こんでいた。

「アクセリアは、一体どうしちまったんだ？」

　そばで腕組みしていたロロが、アクセリアの黒い髪を見て険しい表情を浮かべる。

「やはり、こうなってしまったでござるか……」

「何か知ってるのか、ロロ!?」

　俺おれに肩をつかまれ、ロロは重々しく口を開いた。




「──ダークエルフ化が始まっているでござる」




　初めて聞く言葉に、部屋にいる全員が驚きよう愕がくと困惑の入り混じった表情を浮かべる。

「ダークエルフ化？　な、何だそりゃ？」

「ダークエルフとは、邪悪な気に侵され、闇に墜おちたエルフのことでござる。彼らに理性はなく、衝動の赴くまま、自分たちの住処すみかである森を拡散していくでござるよ。異世界ユングリングでは、奴やつらのせいで森に飲まれた街は、決して少なくないでござる」

「そ、そんなものに……どうしてアクセリアが？」

「精霊魔法は、周囲の気を取り込んで発動するもの。恐らく、内地に渦巻く強烈な欲望や不安などの負のエネルギーに侵されてしまったのでござろう。これだけ多くの人がいれば、その分悪い気がたくさん集まるのも道理でござるよ」

「精霊魔法のせいで……。じゃあ、逆に精霊魔法を使わなければ、そのダークエルフ化ってのは治るのか？」

「ダークエルフ化の治療方法は異世界ユングリングでも見つかっていないでござる。ただ、精霊魔法を使わなければ、少なくともその進行を止めることはできるでござる」

「そ、そうか。じゃあ、魔法さえ使わないようにすれば、いますぐリリガルドに戻らなきゃいけないってわけでもないんだな」

「姫様、何とおいたわしい……っく」

　ベルベリンデさんは、アクセリアの手を握って肩を震わせていた。

　他のみんなも、沈ちん鬱うつな面持ちで俯うつむいている。

「由ゆう太た氏、この場でもう一度尋ねるでござるよ。アクセリア氏たちを、異世界リリガルドに帰らせる気はないでござるか？」

「そ、それは……」

　ロロの問いかけに、俺おれはグッと言葉を詰まらせた。

　アクセリアには日本に残ってほしい。本人も、そう決心してくれた。

　だが、このまま内地に移住したら、アクセリアは……。

「いやです、ユウタ様」

　え？

　布ふ団とんから伸びた白く細い手が、俺おれのシャツの裾すそを握り締めた。

「わたくし、ニホンを去りたくありません。ユウタ様と、離れたくありません……」

「アクセリア……目を覚ましていたのか」

　ごっそり黒くなった毛束がはらりと流れ落ち、エルフ耳の少女は痛々しい笑みを浮かべる。

「ユウタ様が何をお考えか、わたくしには分かります。わたくしを、異世界ユングリングに帰そうと考えていらっしゃるのでしょう？」

「それは………」

　アクセリアの体調を考えれば、異世界ユングリングに帰すのが一番正しい判断なのだろう。百人いれば、百人そう考えるはずだ。

　けど……。

「わたくし、ニホンに残りたいという意見を変えるつもりはございません。そのことも、ユウタ様なら分かってらっしゃるはずです」

「アクセリア………」

　俺おれは膝ひざの上でギュッと拳こぶしを握り締め、顔を上げた。

「やれやれ……アクセリアは普段おっとりしてるクセして、こういう時は一度言い出したら聞かないもんな」

　そう。アクセリアは、ここで異世界ユングリングに帰れって言っても、きっと言うことを聞かない。

　だったら、アクセリアが頑張れるところまでは俺おれが支えてやらなきゃいけない。

　だってアクセリアは……俺おれの嫁なんだから。

「ふふ、さすがユウタ様。よくご存じです」

「思い出すよな、水不足でザルディーネさんが大変だった時のこと。あん時もアクセリア、俺おれたちが止めるのも聞かないで、フラフラになるまで頑張ってたもんな」

「え？」

　不意にアクセリアが、眉まゆをぴくりと寄せた。

「ん？　どうかしたか、アクセリア？」

「あ、いえ。そうですね……懐なつかしいです」

　何事もなかったかのように、穏やかな笑みを浮かべるアクセリア。

　たぶん、あんなことがあったから、まだ少し混乱しているんだろう。

「とりあえず、今日きようはもう休んだほうがいい」

「そうですね。わたくしも、なんだか疲れました……」

　そう言って、アクセリアはすぐにすうすう寝息を立て始めた。

「こんな状況でも、やはり由ゆう太た氏がいる限り、アクセリア氏の意思は変わらないのでござるな」

　溜ため息いきをつくロロを見て、ベルベリンデさんがキッと顔を上げた。

「ロロとやら、この際だからハッキリさせておこう。貴殿にとって、ユウタ殿の存在は邪魔なのではないか？」

　突然の問いかけに、一番驚いたのは俺おれだった。

「ちょ、ちょっとベルベリンデさん、急に何を言い出すんですか!?」

「急ではありません。わたしはずっと気になっていたのです。ロロ殿が、ずっとユウタ殿に張り付いていることに」

　たしかに、俺おれんちに泊めてやった日からずっと俺おれのボディーガードをしてくれてるけど、いくら義理に篤あつい勇者だからって、妙っちゃ妙だ。

「ユウタ殿がいなくなれば、姫様は異世界ユングリングに戻られる。貴殿はそう考えているのではないか？」

「……たしかに、そうでござるな。拙せつ者しやも、由ゆう太た氏が最初からいなければ、どれだけ気楽だったかと思うでござるよ」

　そして、バイザーの陰からじっと俺おれの顔を見据える。

「え？　おい、ロロ──」

「皆さん、そのくらいにしておきましょう」

　議論を収めたのは美み羽うさんだった。

「とにかく、こんな状態で視察を続けることはできません。それに、特別保護区域に戻ればアクセリアさんの回復につながる手掛かりを見付けられるかもしれません」

　みんな、藁わらにもすがるような面持ちで頷うなずく。

「次の便で青あお根ね島しま村に戻り、今後の対応を協議いたしましょう」

　美み羽うさんの一言で、視察の中止が決まった。

　だが、ロロはバイザーの陰で、静かに呟つぶやく。

「無駄でござる。ダークエルフ化は、日本にいる限り止められない。命ある限り、闇はアクセリア氏の身と心を蝕むしばみ続ける。そして、いずれは……」

　窓から眺めた夜空は、青あお根ね島しまよりもずっと星が少なく、どこか淀よどんでいるように見えた。
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　　　　九月二十六日（火）

「おーい、そろそろ晩メシの時間だぞー」

　二人部屋になっている一等船室のドアをノックすると、三み咲さきがひょっこり顔を出した。

「ご飯待ってました！」

「お前はいつも元気だな……アクセリアは？」

　覗のぞき込こんだ視線の先では、すぐ脇わきの壁にもたれかかったアクセリアが、ベッドの上で何やら無心に書き物をしている。

「何書いてんだ、アクセリア？」

「きゃっ!?　ユウタ様!?」

「そ、そんなに驚くことねえだろ……」

「す、すみません。ちょっと日記を認したためていたもので……」

「日記？　ああ、内地で買ったやつか。どんなこと書いてたんだ？」

「ふふ、秘密です♥」

　そんなこと言われると余計気になっちゃうんだけど。

「由ゆう太たぁ、乙女おとめが書いてる日記の中身を聞くなんてヤボヤボだよー？」

「そうです、ユウタ様。乙女おとめには殿との方がたに言えないこともたくさんあるのです。くすくす」

「え？　あ、そうなの？　ごめん……」

　俺おれは視線を泳がせ、頭をぼりぼり搔かく。

「とりあえず、さっさと食堂行こうぜ。美み羽うさんたちが待ってるから」

「うん。あたしもうお腹なかぺこぺこだよー」

　腹をさすった三み咲さきが苦笑するアクセリアを伴って部屋から出ようとしたその時、階下からバタバタと慌ただしい足音が聞こえてきた。

「た、大変です、由ゆう太たさん！」

「あれ？　どうしたんですか、美み羽うさん？　先に食堂で待ってるはずじゃ……」

「想定外の事態が起こりました。いますぐテレビを点つけてください」

「へ？　テレビを？」

「チャンネルはどこでも構いません。早く！」

　美み羽うさんに急せかされた俺おれは、三み咲さきたちの部屋にお邪魔してリモコンの電源ボタンを押す。

　画面では、どこかで見たことのあるおじさんが、日の丸の旗の前でフラッシュを浴びていた。

《官房長官、異世界の住民が我が国領内に現れたとのことですが、具体的に政府はいつ頃ごろからそうした事態を把握していたのでしょうか》

《詳細はお答えできませんが、少なくとも八月の時点ではその情報をつかんでおりました》

《発表が遅れたのは、先月行われた衆院選への影響を恐れた与党側の圧力ではないかという噂うわさもありますが、そうした事実の有無は》

《ございません》

《ではなぜこの時期に──》

《繰り返しになりますが、この度の事態は我々の常識から大きく逸脱したものでございます。そのため、情報の確証が得られない時点で発表に踏み切ることは、適切でないと判断いたしました》

《某ぼう誌しがスクープしたため、先に公表に踏み切ったという話もありますが》

《事実無根です。まったく話にならない》

「み、美み羽うさん、これは……？」

　気が付くと、リモコンを持つ手が震えていた。

「お聞きいただいているとおりです。いつかこういう日が来るのではないかと懸け念ねんしておりましたが、よもやこれほど早くになろうとは……」

「ね、ねえみうみう、いま『某ぼう誌しがスクープした』って言ってたけど……」

「はい。先ほど本省から情報が届きました。来週発売予定の『週刊桜おう花か』のことです。こちらをご覧ください」

　そう言って、美み羽うさんはタブレット端末を差し出す。

　画面には、大きな見出しで





【緊急警告　政府は知っていた！

「異世界人」は実在する】






　と書かれてあった。

「な、なんだこりゃ……」

「これ、アクセリアちゃんとフィレレちゃんの写真じゃない……？」

　三み咲さきが指差した部分には、見覚えのある後ろ姿が写っている。

「この服装、原はら宿じゆくにいた時の写真だな。誰だれがこんなものを……」

　と言いかけたところで、俺おれはハッと気が付いた。

「まさか、あの時のおっさんが……」

「ユウタ様、こちらの文章は一体何が書かれているのでしょうか？」

「ああ、すまん。いま読むから」





【政府が秘匿していた異世界人の実在はもはや明らかだが、彼らの存在は多くの問題を引き起こす。その一つが移民問題だ。

　移民問題に詳しい〇〇〇〇・東都大学名誉教授が説明する。

『彼らは一種の難民と考えられるわけですが、たとえば平成二十八年の統計を見ますと、この年は初めて一万人を超える難民申請があった中、難民認定されたのはわずか二十八人しかいません。もし彼らを受け入れるとなった場合、政府はこうした厳しい態度との整合性が求められることになるでしょう。要するに、なぜあっちは受け入れて、なぜこっちは受け入れないのかという話です』

　そうした議論が高まり、仮に移民の受け入れが現実化した場合、どのような影響があるのか尋ねてみた。

『まず考えられるのは、財政支出の増大です。彼らの多くは着の身着のままで逃げてきた人たちですので、当然生活支援が必要になります。また、彼らが賃金の低い職に就くことによって、格差の助長、治安の悪化といった問題が起こることも懸け念ねんされます』

　雇用環境に悪影響はないのか。

『現時点で考えれば、という条件付きですが、短期的には問題は少ないのではないかと思います。少子高齢化やオリンピックの影響で、運輸業や建設業を中心に人手不足感が高まっておりますので。ただし、これがオリンピック後になりますと、ちょっと分からない』】







【心配されるのは未知の病原体の存在だ。国立感染症研究所ウイルス第一部第一室長の医師・〇〇〇〇氏は、外来性ウイルスの危険性についてこう指摘する。

『よく知られている例では、たとえば天てん然ねん痘とうウイルスは、コロンブス以降、抵抗力のないネイティブアメリカンの間で大流行し、アステカやインカ帝国滅亡の主要因になったと考えられています。また、我々が目下研究しているエボラ出血熱などは、熱帯雨林の開発によって新たに人類が遭遇したものと言われています。もし異世界人というものが存在するならば、新たな病原体の出現に警戒する必要があるでしょう』

　国も滅ぼす新興感かん染せん症しよう。未知との邂かい逅こうは、こうした新たな脅威の出現も示唆している】







【魔法が暴走した時の様子を、自治体関係者は青あお褪ざめた表情で明かした。

『本当に一瞬の出来事でした。突然地面が波打ったかと思ったら、大きな木が一斉にドバッと生えてきて、わー、何だこれーって。怪け我がをする人がいなかったのは奇跡ですよ。これが東京のど真ん中だったらと思うとゾッとします』】






「な、なんだよこの記事、俺おれたちの悪いとこばっかり書いてるじゃねえか。それに、この自治体関係者って、まさか……」

　美み羽うさんの顔も、血の気が引いて白く強こわ張ばっている。

「数日後には、この記事が全国の店頭に並ぶことになります。週刊桜おう花かは桜おう花か新聞出版が発行する最大手の週刊誌。その影響は計り知れません」

「ねえ、みうみう。何とかならないの？　こんな記事、あんまりだよ」

「お気持ちは分かりますが、違法性が認められるわけではありませんので、何とも……」

　俺おれの隣で、アクセリアは静かに俯うつむいていた。

　波に揺らぐ足元は、不安に傾かたむく未来を暗示しているような気がした。
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　　　　九月二十七日（水）

　ベッドの上で身を起こしたイグザリアさんは、震える手でアクセリアの髪を撫なでた。

「何てこと……うちの子が、こんな……」

　リリガルドに戻ってきた俺おれたちは、フィレレちゃんを自宅に送り届けた後、すぐさま城へと向かった。

　部屋の隅では、診療所から急きょ駆け付けてくれたリリージョンさんがうなだれている。

「すみません、イグザリアさん。俺おれたちが内地へ連れて行ったばっかりに……」

「いいえ、違いますわ、ユウタさん。このニホンへ来たのは、わたくしの判断ですもの。あなた方に責任はございません。むしろそれは、わたくしに……」

「お母様、それも違います。こんなことが起こるなんて誰だれにも分からなかったのです。責任などというものは、誰だれにもございません」

　優しい声で母の手を取るアクセリア。その手の甲に、イグザリアさんの涙が落ちる。

「イグザリアさん、アクセリアのダークエルフ化について、何か知ってることはありませんか？　たとえばその……治療法とか」

「それは……わたくしにも分かりません。ダークエルフ化が治ったという話も、長いエルフの歴史で聞いたことが……」

「リリージョンさん、神聖魔法で何とかならないですか？」

「残念ながら、これは怪け我がや病気のように肉体を侵すものではありませんので、治療法は……」

「あ、そうだ！　ねえ由ゆう太た！　いっそのこと、こないだの結ゆ衣いちゃんみたいに人化薬を使ってみたらどうかな！」

「人化薬……？　そうか！　姫ひめ川かわが魔神クラーケンに肉体を乗っ取られた時、人化薬を飲ませて人間に戻したことがあったな！　同じように、アクセリアをいっそ人間にしちまえば──」

「それは難しいと思いますわ」

「え？　どうしてですか、イグザリアさん？」

「人化薬は、人に近い外見をした種族には効果がありませんの。ですから、わたくしやアクセリアさんが飲んでも効き目はありませんし、フィレレさんやボルグさんのようなクォーター人魚、ハーフドワーフが飲んでも、薬は発動いたしませんわ」

「そう、なんですか……」

　完全に手詰まりじゃねえか……。

　沈黙に包まれる中、部屋のドアノブがカチャリと音を立てた。

「ユウタ殿、ミウ殿、少しよろしいですか？」

「どうしました、ベルベリンデさん？」

「実は……ナイチから来た『きしゃ』なる者が、領内を嗅かぎ回っているようです」

「記者!?　まさか、おやしま丸に乗ってたのか!?」

　美み羽うさんが、険しい表情を浮かべる。

「特別保護区域の住民は、アクセリアさんの念話能力がなければ会話できませんので、無理な取材はされないと思いますが、放っておけば住民の皆さんの不安をあおることになりかねません……」

「……ねえ、ちょっと待って、みうみう」

　美み羽うさんの言葉を聞いた三み咲さきが、不安そうに眉まゆをひそめた。

「たしかに大人おとなは日本語喋しやべれないけど、リリガルドの学校では日本語教えてたよね。言葉が通じない人ばっかりってことは、逆にちょっとでも日本語が通じる子がいると、記者さんのターゲットになっちゃうんじゃない？」

「あ……それは………」

　俺おれたちの頭に、リリガルドの学校へ通う子供たちの姿が思い浮かぶ。

　その中でも、日本語が得意な優等生といえば……たしか学校を始めて間もない時、俺おれにラブレターをくれた子がいたよな。

「フィレレちゃん！」

　俺おれは弾はじかれたように立ち上がった。

「ユウタ様！　わたくしも行きます！」

「ダメだ！　向こうはリリガルドの人間と話したがっている。いまは外に出ないほうがいい！」

「由ゆう太た、あたしは……!!」

「三み咲さきは何かあった時のためにここで残ってくれ。もし他にも記者がいたら、そのうち城へ来るかもしれないからな。美み羽うさんは俺おれと一緒にいいですか」

　美み羽うさんが力強く頷うなずくのを確認し、俺おれたちは二人で部屋を飛び出した。
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「由ゆう太たさん、あれを見てください！」

　集落の外れにあるフィレレちゃんの家へ向かう途中、人気のない水路のほとりで、見慣れない二人の男が子供たちと押し問答しているところに出食わした。

「あれは……フィレレちゃんとザックス！　話しかけてるのは、原はら宿じゆくでアクセリアとフィレレちゃんの写真を撮った野郎か！」

　それにカメラマンも一緒にいる。てことはあいつ、やっぱり記者だったってわけだ。

「恐らく、週刊桜おう花かの記事を書いたのは彼でしょう」

「ちくしょう……あんにゃろうめ！」

　俺おれははらわた煮にえ滾たぎる思いで記者たちのそばへ駆け寄った。

「おい！　何してんだ、あんたたち！」

「先生……」「先生！」

　フィレレちゃんとザックスが、俺おれの腰にしがみ付いてくる。

「おや？　やあ、君か。その節は世話になったね」

「あんたたち、一体どうやってここに来たんだ。おやしま丸では見かけなかったぞ？」

「チャーター船を借りて来たのさ。ところで君、この土地の領主様なんだって？」

「そうだ。だからリリガルドの子供たちは、俺おれが守る」

「守るって、まるでこっちが悪役みたいな言い方だなあ。この子たちは日本語が分かるみたいだから、ちょっと取材させてもらってただけだってのに」

「相手が怖がってるじゃねえか！　迷惑とかそういうの、考えねえのかよ！」

「怖がらせてしまったことは謝ろう。けどね、これは大事な取材なんだ。何と言っても、我々日本国民の生活に大きな影響を与えるかもしれないことなんだからね」

「あの記事に書いてあったみたく、か……」

「おや、もう読んでくれていたのか。それなら話は早い。これは日本に住むみんなに関わることなんだ。だから我々国民には知る権利がある。政府や自治体が情報を秘匿して、彼らに都合のいい判断ばかりしてたら、我々国民の生活は大変なことになってしまうだろ？」

「けど、あんたが書いてたことはリリガルドの悪い面ばかりだ。みんなの不安をあおるような書き方をして、卑ひ怯きようじゃねえか」

「卑ひ怯きようだなんて心外だな。すべて事実だろ？　しかも、とても大事な、ね」

「そ、そうかもしれないけど……もっといい面だってたくさんあるぞ！」

「それは済まなかった。しかし、取材をしなければそういったことも分からない」

「そ、それは……」

　口ごもる俺おれの前に、美み羽うさんがすっと進み出た。

「あなたのおっしゃることはもっともです。しかし、取材であれば何でも許されるわけではありません。取材対象への配慮も必要です」

「君は……たしか総務省の官僚なんだっけ？　島の人に聞いたよ」

「総務省大臣官房総務課付、烏う森もり美み羽うと申します」

「烏う森もりさんか。どうもご丁寧に。ボクは桜おう花か新聞出版で記者をやってる葦あし津づだ。で、配慮ってのは？　まさか、報道規制なんて時代錯誤なこと言い出すつもりじゃないだろうね」

「そのような権限はわたしにはありません。ただ、この北小お笠がさ原わら特別保護区域は、この地に住む人々の所有に帰属する場所です。取材以前に、そもそも勝手な侵入は許されません」

「おやおや、ちょっと待ってくれよ。どうしてここが異世界人の私有地だなんて言えるんだい？　不動産の登記でもあるのかな？　そうじゃなきゃ、所有権は主張できないだろ？」

　葦あし津づの顔を、美み羽うさんは無言で見返した。

「記者を甘く見ないでほしいな。ボクは、いまでこそ社会記事を中心にやってるけど、元々は政治記者をやりたくてこの業界に入ったんだ。ほら、見せてみろよ、登記簿謄とう本ほんをさあ。そうしたら大人おとなしく帰ってやるよ」

「……不動産の登記はありません」

「ほら見たことか。それじゃあ──」

「なぜなら、登記の必要がないからです」

「は？　登記の必要がない？」

「そうです。当然でしょう。なぜなら……ここは不動産ではなく、動産なのですから」

「動産だと!?」

　先ほどまで勝ち誇った笑みを浮かべていた葦あし津づが、意外な反論に動揺の色を見せる。

「これから話すことは少し専門的な内容になりますので、聞き流していただいても構いません」

　そう前置きして、美み羽うさんはメガネの縁を押し上げた。

「この場所は、かつて異世界にあった土砂を、魔法という手段を使って運搬し造成された埋立地になります。ただし、公有水面埋立法第二条に基づく埋立免許を受けずに造成された埋立地は、同法第三十五条第一項に定める原状回復義務の対象となります。その場合、平成十七年十二月十六日最高裁第二小法廷判決では『埋立工事が完成して陸地が形成されても、同項に定める原状回復義務の対象となり得る限りは、海面下の地盤の上に独立した動産たる土砂が置かれているに過ぎない』と判断しています。つまり、この場所は一見して不動産のように見えますが、法律上はあくまで動産と考えられるのです」

　なるほど、分からん。

「む……ほ、法律用語で煙けむに巻まこうとしてもムダだぞ。大体、動産だとして、どうしてそれがここの連中のモノになるんだ。時効取得にしても、時間が足りてないだろう」

「時効取得ではありません。無主物先占です」

「無主物先占？　な、何だそれは」

「民法第二百三十九条第一項では『所有者のない動産は、所有の意思をもって占有することによって、その所有権を取得する』とされています。本来、正当な手続きを踏まずに採取された土砂はそれを採取した土地の所有者の所有に帰属するものと考えられますが、異世界の土地の場合、その土地の所有権を主張する根拠となるものが何もありません。したがって、そこから採取された動産たる土砂も無主物と考えられ、その所有権は、前述の民法第二百三十九条第一項の規定により、先に占有した者が取得すると判断されるのです」

「ぐ……よ、よく分からん屁へ理り屈くつを……」

「さあ、今日きようはお引き取りください。取材をご希望であれば、このような強引な手段ではなく、事前に了解を得てからお越し願います」

　さすがの葦あし津づ記者も、美み羽うさんの怒ど涛とうの説明に圧倒され、言葉を返すことができないようだ。

　フィレレちゃんが、俺おれのズボンから手を離して記者を睨にらみ付つける。

「帰って……。わたし……あなた、きらい」

「このガキ……!!」

　額に青筋を立てた葦あし津づは、自や棄けになったのか、突然意外な行動に打って出た。

「へっ、そうですか！　それじゃ……あと一枚だけ写真撮ってから帰らせてもらいますかね！」

　吐き捨てるように言うと、バッグの中からペットボトルを取り出し、中身をフィレレちゃんにぶちまける。

「そら、見せてみろよ！　衝撃的シーンってやつをさあ！」

　カメラマンが、すかさずレンズをフィレレちゃんに向けた。

「くそっ！」

　俺おれは咄とつ嗟さにフィレレちゃんを押し倒す。

「由ゆう太たさん！」

　けど、このまま地面に倒れ込んだらフィレレちゃんが怪け我がをしちまう。

　視界がスローモーションのようにゆっくり流れる中、俺おれたちの下に飛び込む影があった。

　ズザァァァァァ！

「むぎゅ！」

「む………お前、ザックス！」

　俺おれたちの下で擦り傷だらけになったザックスが、「へへ……」と誇らしげに鼻をこする。

「この野郎……お前、かっこいいじゃねえか！」

　ザックスに抱かれるような格好になったフィレレちゃんが、ほんのり頰ほおを赤く染めた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、由ゆう太たさん！　葦あし津づさん、あなたは何ということを……」

「ち、違う……ボクは取材協力のお礼に水でも飲んでもらおうと思っただけだ！　勝手に勘違いしてそっちが転んだだけだろ！」

「おい、あんた。この期に及んで、いまさら言い訳かよ……」

「強引な取材を行ったことは、後日書面で抗議させていただきます」

　さすがに分が悪いと思ったのか、葦あし津づはカメラマンを連れて、ほうほうの体ていで去っていった。

　だがその去り際、こちらを睨にらみ付つけた目は、まだ戦意を失っていないように見えた。
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「フィレレ！　遅くなって済まない！」

「ザックス！　怪け我がは大だい丈じよう夫ぶか！」

　リリガルド城に戻ってくると、フィレレちゃんの父、ルアールさんと、ザックスの父、ボルグさんが、血相を変えて部屋に飛び込んできた。

「「あ…………」」

　そこで彼らが目にしたものは、三角木馬デルタホースにまたがって聖衣ボンテージドレスを着た美（少）女たちに責め立てられている、高位変態紳士プリーストの姿だった。

「「変態だ───[image: かんたんふ]」」

「すみませんが、お静かにしていただけないでしょうか。いま第七階かい梯てい神聖魔法天馬のペガサス・騎乗位フアンタジーをザックス君に施している最中ですので（キリッ）」

「あ、ああ。リリージョン先生でしたか……」

「ビックリさせんじゃねえぜ……」

　ホッと胸を撫なで下おろすお父さんたち。いいのか、それで？

「ところで、うちのフィレレは……」

「わたしの祈りプレイを手伝ってもらっております」

　リリージョンさんの隣では、ボンテージドレスを着たフィレレちゃんが、リリージョンさんの背中にロウを垂らしていた。

「啼なきなさい……ブタさん」


「貴様ウチの娘に何てことヲヲヲヲヲヲヲヲヲ！」



「お待ちください！」

　ブチ切れてリリージョンさんにつかみかかろうとするルアールさんを止めたのは、美み羽うさんだった。

「これは神聖な儀式の一つです！　フィレレさんがなさっていることは、決していかがわしい行為ではありません！」

　そう言ってる美み羽うさんも、やはりボンテージドレス姿でムチを握っている。

　あと、特に関係ないのだが、ベルベリンデさんもボンテージドレスを着ていた。

　この人たちの治療こそ、いま最も優先すべきことではないだろうか。

「お二人とも、落ち着いてください。ザックスさんの怪け我がに障さわります」

　ルアールさんをなだめるアクセリアの姿を見たボルグさんが、ふと首を傾かしげた。

「あの……姫様？　その黒髪はどうなさったんで？」

「え……？　ああ、これは……ニホンで流行しているファッションです」

　作り笑顔でごまかすアクセリア。

　そばで聞いていたイグザリアさんが、つらそうに目を伏せる。

　だがその隣では、リリージョンさんたちの祈りが順調にクライマックスを迎えつつあった。

「うふ、うふふふふあはははははははは！（ピシィ！　パシィ！）」

[image: ]

「ご褒ほう美び……（ポタポタ）」

「クロス流ムチ殺法奥おう義ぎ、千年殺し！（ズブゥゥゥ！）」

　最後のやつムチの部分使ってねえだろ！


「ＡＨＥＥＥＥＥＥＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹ!!」



　三角木馬にまたがった変態の絶叫と共にザックスの身体からだが光で覆われ、痛々しかった擦り傷は、まるで動画を巻き戻していくように治ってしまった。

「あ……すごいや、もう全然痛くない！」

「サービスで、傷のそばにあったホクロも消しておきました」

　美容整形外科かよ……。

「ボルグさん、俺おれのせいでザックスに怪け我がさせちゃいまして、本当にすみませんでした……」

「いや、いいんでさあ旦だん那な様。聞けば、ルアールんとこの娘っ子を守ろうとして怪け我がしたっていうじゃありやせんか。むしろ名誉の負傷ってやつです。よくやったぞ、ザックス」

　ボルグさんが、ザックスの頭をわしわしと撫なでる。

「しかし、今後もこういうことが続くとなると、少し不安ですね……」

　ルアールさんが、フィレレちゃんの肩にそっと手を乗せた。

「自分のことでしたら多少のことは構いませんが、子供が危ない目に遭うとなると……」

　ちょうどその時、どこかでスマホが振動する音が聞こえた。

「あ、あたしだ。もしもし？　あ、お姉ちゃん？」

　電話を取った三み咲さきが、不意に眉まゆをひそめる。

「え？　役場に問い合わせの電話がじゃんじゃんかかってくるから、今日きようは帰りが遅くなる？」

「どうしたんだ、三み咲さき？」

　不穏な言葉を聞いた俺おれは、通話を終えた三み咲さきに尋ねた。

「うん……なんかね、役場も大変なことになってるみたい。電話が鳴りっぱなしで、みんな他の仕事がぜんぜんできないんだって。次の船が来たら、マスコミの人がたくさん押しかけてくるかも……」

「その前に、あの記者のようにチャーター船を使ってやって来る可能性もあります」

　正気に戻った美み羽うさんが、腕組みして溜ため息いきをつく。

「あの、ユウタ様？　一体何が……」

　アクセリアが、不安そうな面持ちで俺おれの手に触れた。

「大だい丈じよう夫ぶ。一時的にちょっと騒がしくなってるだけだから」

「ですが、わたくしたちのために、アオネシマの皆さんにご迷惑が……」

「そんなことないって。本当に大だい丈じよう夫ぶだよ」

　暗い表情で俯うつむくアクセリア。

　黒い毛束がはらりと落ちて、震える横顔を隠した。
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　その日の晩、俺おれたちは百もも花か姉ちゃんの帰りを待ちながら、リビングでテレビを見ていた。

「あら？　ユウタ様、こちらの方はたしか……」

　日記を書いていたアクセリアがふと筆を止め、画面を覗のぞき込こむ。

　番組では、都議会の様子が中継されていた。

《四しノの宮みや太た郎ろう委員》

　委員長の呼びかけに挙手して立ち上がったのは、先日この島を訪ねてきた四しノの宮みや櫻さくら子この祖父で、都議会のドンと言われる男、四しノの宮みや太た郎ろう議員だ。孫娘を救うためなら、自分の命だろうが躊ちゆう躇ちよなく差し出せる覚悟を持った人物でもある。

　その四しノの宮みや議員が、自席から知事を睨にらみ付つけた。

《知事にお尋ねします。知事は、これまで都の島しょ部にかくも危険な存在がいたことを知りながら、何ら手立てを講じてこなかったわけでございますが、その不作為を一体どのようにお考えなのか、ご所見をお伺いします》

「え？」

　一瞬、何を言っているのか分からなかった。

「ちょ、ちょっと待て。いま、危険な存在って……それ、俺おれたちのことか？」

《先ほども申し上げましたとおり、就任以来、わたくしは国と協働して積極的な情報収集に努めてまいりました。こうした行為は何ら不作為には当たらないと考えております》

　新しく就任した女性知事の答弁に対し、再び起立した四しノの宮みや議員が、マイクの前で大げさに溜ため息いきをついて見せる。

《知事、都民はいまも大きな不安を抱えているのです。わたくしも地域の方々からお話を伺いますと、皆さん口を揃そろえて『あんな人たちが近くにいたら怖い』『都はなぜ何もしてくれないのか』とおっしゃいます。そうした現状を、知事はご存じないのでしょうか。ここは一つ、彼らに東京都から出て行っていただくなどの思い切った施策をお聞きしたいと思います》

「は!?　アクセリアたちを……東京から追い出す!?」

　目の前が真っ白になった。

　この人は、一体何を言っているんだ？

　テレビを見ていたアクセリアが、寂しげに微笑ほほえむ。

「………わたくしたち、やっぱり皆さんにご迷惑おかけしているみたいですね」

「ち、違う！　これは何かの間違いだ、アクセリア！」

　恩着せがましい言い方はしたくないが、四しノの宮みや議員の孫娘、櫻さくら子こが病気から快復できたのは、イグザリアさんが命を差し出してくれたからだ。

　それなのに、こんなひどい言い方……。

「由ゆう太たさん」

　隣でテレビを見ていた美み羽うさんが、ポンと俺おれの肩を叩たたいた。

「あまり悩まれないほうが良いいかと思います。猿は木から落ちても猿ですが、政治家は選挙に落ちればただの人。票を獲得するために信念を曲げるのは、よくあることです」

「けど……」

「ちょうど都議会では、新知事の人気にあやかって、知事が作った新政党に鞍くら替がえする議員が続出しているようです。四しノの宮みや議員も、自身が属する党を維持するのに必死なのでしょう」

　そうは言われても、信じられない。いや、信じたくない。

　あの人は、そんなことをする人間じゃないと思っていたのに……。

〝ピンポーン♪〟

　ちょうどその時、玄関のチャイムが鳴った。

「……こんな時間に誰だれだ？」

　この島のみんなはチャイムも鳴らさずに家へ上がってくるので、チャイムの音を聞くことのほうが珍しい。

　本当は都議会中継のほうが気になって仕方なかったが、俺おれはやむなく玄関へと向かう。

「どなたですか」

「こんばんは……」

　ガラッと戸を開けると、そこに立っていたのは、俺おれの学校のクラスメイトだった。

「お前……姫ひめ川かわ？　どうしたんだ、こんな遅くに。もう連絡船は終わってる時間だろ？」

「パパの会社の船で送ってもらったの」

　さすが会長のご令嬢だな。

「で、何の用だ？」

　姫ひめ川かわは、もじもじしながら大き目の紙袋を差し出す。

「学校のプリント、持ってきてあげたわ。あなた、ぜんぜん学校に来ないんだもの」

「ああ、そっか。悪いな、こんなにたくさん」

「いいわよ、別に」

　ずしりと重い紙袋を受け取り、たまった課題の多さにげんなりする。

「……………」

「……………」

　これで用件は終わりかと思ったのだが、姫ひめ川かわは相変わらずもじもじと玄関の前に立ち続け、帰ろうとする気配が一向に見えなかった。

「ええと……他に何か用でも？」

　頰ほおを赤らめながら前髪をいじっていた姫ひめ川かわは、促されて、意を決したように口を開く。

「ねえ……明日あしたは、学校来るの？」

「ん？　ああ、どうかな。こっちもいろいろあってさ……」

　正直、説明するのも煩わしかった。

　リリガルドは海の中へ沈みそうだし、アクセリアは大変なことになっている。

　それなのに、日本中敵ばっかりで、数少ない味方だと思っていた人物にも裏切られた。

　リリガルドのみんなも、いざ困難を前にして心が揺れ始めている。

　そんな状況、口にするだけで気が滅め入いってしまう。

「ねえ、元気出しなさいよ。和わ栗ぐりさんから聞いたわ。いろいろ大変なんでしょ？」

「うん……まあ、な」

　そうなんだよ。だからそっとしといてくれよ。

「気持ちは分かるけど、そんな落ち込んでるなんて漆うるし原ばら君らしくないわ。あなたはいつも、アクセリアさんたちを守るために一生懸命だったじゃない」

　知ってるっつーの。俺おれだって、こんなの俺おれらしくないと思ってるんだから。

「ちょっとくらいの逆風がなによ。あなただったらそれくらい乗り越えられるわ。だから、明日あしたこそは学校に──」

「うるせえな……」

「え？」

　姫ひめ川かわが、何を言われたのか分からない、という顔で俺おれを見上げた。

「こっちだって必死にやってるよ」

「漆うるし原ばら……君」

　一度崩れ始めた堰せきは、たちまち濁流に押し流されて決壊した。

「けど大変なことばっかり起きて、いまはいっぱいいっぱいなんだよ！　何なんだ、みんな！　何もない時はいい顔して、ピンチになるとすぐ逃げ場を探し始める！　俺おれだけかよ、必死になってるのは！　結局俺おれだけなのかよ！　そんなの……バカみてえじゃねえか！」

　思いのたけを吐き出した直後、後悔の念が死ぬほど押し寄せてきた。

　俺おれのこと心配してくれてる姫ひめ川かわに八つ当たりするなんて、最低じゃねえか。

　けど、感情が理性の言うことを聞いてくれない。

　もういい。もういいから放っておいてくれ。

「ご、ごめんね、漆うるし原ばら君。わたし、空気読めなくて。せめて、漆うるし原ばら君が元気になってもらえるようにと思ったんだけど……」

　寂しげに俯うつむく姫ひめ川かわの姿は、暗に俺おれの情けなさを責めているように見えた。

「だからね、漆うるし原ばら君。今日きようは、本当はこれをあなたに渡したくて──」

「帰ってくれ」

「え？」

　スポーツバッグから何かを取り出そうとした姫ひめ川かわは、そのままの姿勢で固まった。

「悪いけど、一人になりたいんだ」

　これだけはハッキリ言える。

　俺おれはバカだと。

　素直に甘えるのはプライドが許さないから、ひねくれた態度を取ってわざと相手を突き放す。

　だがそれさえも実はフェイクで、本心ではそこに気付いて、もっと優しくしてもらいたいと願っている。

　なんて……なんてつまらないんだろう。

　そして俺おれはそこまで理解していながら、自分の態度を改め、真しん摯しに謝罪できるほど大人おとなでもなかった。

　チラリと盗み見た姫ひめ川かわの顔は、一瞬青あお褪ざめ、やがてみるみる赤く染まっていく。

「～～～わ、分かったわよ！　もう帰るわ、バカ！　あんたなんて、どうにでもなっちゃえばいいのよ！」

　クルリと背を向け、姫ひめ川かわは力任せに引き戸を閉じる。

　ピシャリ！

　荒々しい足音をドア越しに見送った俺おれは、リビングに戻らず、自分の部屋へと向かった。

　俺おれがいまどんな顔をしているか分からないが、少なくともアクセリアや美み羽うさんに見せられる表情でないことは分かっている。が、

「──由ゆう太た氏」

　階段を上った先では、鎧よろい姿のロロが俺おれを待ち受けていた。

「何だよ、何か用か？」

　尋ねておきながら、俺おれは答えを聞く気もなく、そのまま脇わきを通り過ぎようとする。

　それを止めるでもなく、ロロは腕組みしたまま独り言のように呟つぶやいた。

「由ゆう太た氏はよく頑張ったでござる。ここで諦あきらめても、誰だれも由ゆう太た氏を責めないでござるよ」

　以前だったら「ふざけんな！」で終わりだったろうが、いまの俺おれには、何も言い返すことができなかった。

「よく考えるでござる、由ゆう太た氏。もう時間がないでござる。由ゆう太た氏が考えている以上に、残された時間は少ないでござるよ」

　俺おれは無言でロロの横を通り過ぎ、部屋の扉をバタンと閉じた。
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　リー、リリー、リー。

　島を見下ろす展望公園。円形のモニュメントを囲む石段に寝っ転がった俺おれは、鳴り響く虫たちの声に耳を澄ました。

　透き通った夜空に、秋の四辺形が白く輝いている。その真下に見える製塩所は、親父おやじと最後に別れた場所だ。

　もし親父おやじが生きていたら、こんな俺おれの姿を見て何て言うだろう。

　叱しかる？　それとも慰めてくれる？

　風が頰ほおを撫なで、空から冷気が降りてくる。

　目を閉じれば、星々の瞬またたく音も聞こえてきそうな、静かな夜。

「由ゆう太た」

　顔を上げると、逆さまの視界の中に三み咲さきが立っていた。

　もうすぐ十月だってのに、相変わらずのＴシャツとホットパンツ姿。内地の人が見たら卒倒しそうな格好だ。

「……何だよ」

「懐なつかしいね、この場所」

　寝そべる俺おれの隣に、三み咲さきがそっと腰を下ろす。

「夏休み最初の日にも、ここでコスプレの撮影会やったよね。覚えてる？」

「撮影会っつっても、俺おれとお前だけだったけどな」

　あの日の三み咲さきは、たしかにおとぎ話の中のエルフみたいだった。

　まさかその後あと、本物のエルフと出会うことになるとは思ってもみなかったが……。

「楽しかったよね、あの頃ころ」

　そうだな、と言いかけて、ハッとした。

　軽い口調とは裏腹に、三み咲さきの表情が真剣そのものだったから。

「あたしね、たまに、あの頃ころに戻ってもいいかな……なんて思うことがあるの」

「………え？」

　意外な言葉に、俺おれは驚いて顔を上げた。

「この狭い島で、あたしと由ゆう太ただけで、毎日遊ぶの。たまにお姉ちゃんが邪魔してきたり、無茶な仕事を押し付けられたりするけど、それも別にイヤじゃなくて、結構楽しくて……」

　三み咲さきは遠くを見つめてフッと微笑ほほえむ。

　その意図が分からず、俺おれは黙って三み咲さきの横顔を眺め続けた。

「だからさ……」

　だからこそ、次に三み咲さきが発した言葉は、俺おれの心臓を鋭く打ち抜いた。

「アクセリアちゃんたちがいなくなっても、あの日に戻るだけ。そうは思わない？」

「は……？」

　ギョッとして、身を起こした。

「お、お前、何言って──」

「ごめんね、こんな時に変なこと言っちゃって。けど、あたしは由ゆう太たと一緒に遊ぶの、すごく楽しかったよ。由ゆう太たは違った？」

　真まっ直すぐな視線に、少したじろぐ。

　俺おれも楽しかったよ、と答えればいいだけなのだが、なぜか簡単にそれを口にしてはいけないような気がした。

　そして同時に思い浮かべる。

　アクセリアたちを諦あきらめ、異世界ユングリングに送り帰してしまった後の生活を。

　昔に戻っただけと思えば、それは楽しい生活なのかもしれない。決して悪くない日々なのかもしれない。

　けど、俺おれは……俺おれは……………。

「……………三み咲さき、やっぱり戻れねえよ」

　幼おさな馴な染じみの黒い瞳ひとみが、かすかに揺れた。

「一度会っちまったら、もう会ってない頃ころには戻れねえよ。それに、俺おれは自分の都合が悪くなったからって、あいつらを元の世界へ追い返すようなことはしたくない」

「……………」

「だいたいアクセリアたちが異世界ユングリングに戻ったとしても、そこで受け入れられるとは限らないだろ。それなのにあいつらを放り出して自分だけ楽しい生活を送るなんて、俺おれの考える幸せとはちょっと違うんだ。だから俺おれは──」

　言いかけたところで、三み咲さきの指が俺おれの唇に触れた。

「そうだよね。うん……由ゆう太たはそれでいいんだよ」

　青白い月光をまといながら、三み咲さきは笑顔とも泣き顔ともつかぬ表情を浮かべる。

　いつも暑そうにはだけた肩が、今日きようはやけに細く、たよりなげに見えた。

「それでこそあたしの由ゆう太ただよ。由ゆう太たは、昔から真まっ直すぐだったもんね」

　たくさんの懐なつかしさと、少しの皮肉を込めて、三み咲さきが言う。

「………すまん」

　だが俺おれは、純粋に三み咲さきの言葉に感謝していた。

　俺おれが諦あきらめたらどうなるか、想像を巡らせてみれば、最初から答えは決まっていたのだ。

　そのことを、三み咲さきは俺おれに気付かせてくれた。

「プッ……」

　と思ったら、

「あはははは！　なーんてね！　うっそぴょーん！」

「うそって……はあ!?」

「由ゆう太たってば、マジになっちゃって！　『あいつらを放り出して自分だけ楽しい生活を送るなんて、俺おれの考える幸せとはちょっと違うんだ（キリッ）』だってさ！　あはははは！」

「お、おい！　てんめぇ！」

　誰だれも見てなくてホント良かったよ！

「もう……アクセリアちゃんたちが帰っていいなんて、あたしが言うはずないじゃん」

「ま、まあそうだけどさ……」

「けどね」

　不意に笑うのをやめ、三み咲さきが涙を拭ふきながらこちらを見た。

「もしうまくいかなかったとしても、戻ってこられる場所があるんだと思えば、まだ何かできそうな気がしない？」

「え？　あ、ああ………」

「由ゆう太たが戻ってこられる場所は、ここにちゃんとあるよ。あたしが、ずっと守ってるから」

「み、三み咲さき………」

　幼おさな馴な染じみはひょいと立ち上がり、ポーチから袋のようなものを取り出した。

「はい、これ。結ゆ衣いちゃんからの、プレゼント」

「姫ひめ川かわから……？」

　それは、透明なセロファン袋に入ったカップケーキだった。

　口は麻あさ紐ひもで縛られ、ご丁寧にラッピングシールで封をしてある。

「声が聞こえたからさ、慌てて後を追いかけたの。そしたら、これを由ゆう太たにって」

「まさかあいつ、遅い時間に来たのは、これを作ってたから……」

　袋を縛る麻あさ紐ひもには、メッセージ入りのタグも付いていた。




〝元気出して〟




　たったそれだけだったが、あいつが書いてくれたのかと思うと、なんだか胸がジンと熱くなった。

「何だよ姫ひめ川かわのやつ。今回はフランス製じゃなくて手作りかよ」

　くそっ、もっと嬉うれしくなっちまうじゃねえか。

「それから、何かつらいことがあったら、一人で抱え込まないで自分にも相談してって」

「あいつ、そんなことを……」

「明日あした会ったら、ちゃんと由ゆう太たのほうから謝るんだよ」

「ああ……分かってる」

　そして、俺おれがこれからやらなきゃいけないことも分かった。

「サンキュー、三み咲さき。それから、姫ひめ川かわも」

　石段からすくっと立ち上がり、袋を開けて一気にカップケーキへかぶりつく。

「むぐ、もぐ！　ん、うまい！」

　途中、砂糖の塊があってザリッとしたけど、ケーキの味は、全身へ沁しみ渡っていった。

「うん？」

　とその時、

「どしたの、由ゆう太た？」

「いや……いま茂みの向こうで何か光らなかったか？」

「そう？　気付かなかったけど」

　三み咲さきはきょとんと首をかしげる。

　だが、この時の俺おれたちには知る由よしもなかったが、茂った下生えの陰では、一人の勇者が手入れを済ませたばかりの白はく刃じんを月光の下に閃ひらめかせていたのだった。
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　　　　九月二十八日（木）

　翌日、リリガルドのみんなの前で、俺おれは深々と頭を下げていた。

「領主の俺おれが至らず、皆さんを心配させちゃって、ホントすんませんでした！」

　隣では、よせばいいのにアクセリアや三み咲さきまで同じように頭を下げている。

　ちなみに美み羽うさんは、急用があって朝から外出中だ。

「こないだのザックスやフィレレちゃんみたいなことは、時間がかかるかもしんないけど、俺おれが何とかします！　リリガルドが沈没した後どうやって生活するかも、全力で考えます！　だから皆さん、俺おれと一緒に……もう少し頑張ってほしいんです！」

　領民のみんなは、困ったように顔を見合わせた。

「旦だん那な様、頭を下げるのは俺おれたちのほうでさあ。ただ……気持ちはありがてえんですけど、俺おれたちのためにこれ以上アオネシマのみんなや旦だん那な様、姫様に迷惑かけちまうのは……」

　ボルグさんが、遠慮がちに意見を述べる。

　すると周りのみんなも、同調するようにおずおずと頷うなずき始めた。

「それに、旦だん那な様のお言葉を疑うわけじゃありやせんが、子供たちのことも心配で……。あいつらがニホンで暮らすことになった時、ホントに将来やってけるんだろうかと……」

　集まった領民のみんなは、皆一様に不安そうな表情を浮かべている。

〝ザックスのやつ、ニホンの『きしゃ』に怪け我がさせられたんだってよ〟

〝『きしゃ』ってなんだ？〟

〝盗賊騎士のようなもんだろ〟

〝うちの子は大だい丈じよう夫ぶかしら……〟

〝これじゃあ迂う闊かつに外も歩かせられないな……〟

「あの……皆さん落ち着いてください」

　慌ててみんなをなだめるように呼びかけた。

「記者っていうのは、情報を集める仕事のことで、盗賊じゃありません。日本では、そういう人たちが集めた情報をまとめた冊子がたくさん売られているんです。あいつらには、とりあえずリリガルドへの勝手な立ち入りを禁止したんで、安心してください」

　そうは言われても、心配を払ふつ拭しよくできない面持ちの領民たち。

　たしかにみんなの不安はもっともだ。口でいくら説明しても、実が伴わなければ安心できないだろう。

　だがその点、俺おれには強い味方がいた。

「──そのことなら、大船に乗ったつもりでいてもらおうかしら」

　凛りんとした声と共に、小柄な影が広場へ姿を現す。

「待ってたぜ……姫ひめ川かわ！」

　パステルピンクの日傘を差した姫ひめ川かわは、胸を反らしてみんなの前に立った。

「いま、うちのパパが異世界フルーツアマリリカジャムの販路開拓に乗り出してるところよ。それに、他にもこの島にはいろいろ珍しいものがあるわ。竜とか、そこの鍛か冶じ屋やさんが作った甲かつ冑ちゆうとかね」

　ボルグさんに向かって、姫ひめ川かわがパチンと片目を閉じる。

　こいつ、ほぼ初見のクセして誰だれがキーマンか分かってやがる。さすがは姫ひめ川かわグループの会長令嬢だ。

「いまはまだ逆風が吹いてるけど、姫ひめ川かわグループはこれを、一大ビジネスチャンスと捉とらえているわ。アクセリアさんや漆うるし原ばら君が考えていた観光プランに姫ひめ川かわの力が加われば、怖いモノなんてないんだから！」




　──俺おれは今け朝さ、学校へ着くなり姫ひめ川かわの目の前で全力の土下座を披露した。


「この度は、本当に申し訳ございませんっしたあああああ！」



　姫ひめ川かわが若干……いや、マジでドン引きな表情を浮かべる。

「漆うるし原ばら君……あなた、男のプライドとかないの？」

「プライドがない？　バカ言え。必要とあらばいつでもプライドをかなぐり捨てるのが俺おれのプライドだ」

「……一瞬納得しかけたけど、結局プライドは捨ててるじゃない」

　ん？　あれ、そうか？

「けど、プライドにこだわって詫わびの一つも入れられない男よりは、そのほうがカッコいいかもね」

「は？　いま何て？」

「別になんでもないわ！　まあ、そんなに許してほしいなら許してあげる。……で、あれはどうだったの？」

「あれ……？　って何？」

「ケーキよ、ケーキ！　あなたが元気ないから、フランスで買った高級なラッピンググッズで包んでやったのよ!?」

　あ～、そこがフランス製だったかぁ～。

「うん。うまかった、本当に」

「そ、そう……？　ならいいわ」

　頰ほおを赤らめ、ぷいっとそっぽを向く姫ひめ川かわ。

「ところで姫ひめ川かわ、実は相談があるんだが」

「あ、あなたさえ良ければ、また今度作ってあげても──って、え!?　そ、相談!?」

　なぜそんなに驚く？

「そ、それってもしかして……」

「いや、困ってることがあったら相談しろって言ってたって、三み咲さきから聞いたからさ」

「へ？　あ……あ～、言ったわね、そんなこと……」

　今度はなぜかしょんぼりと俯うつむく姫ひめ川かわ。

　情緒不安定か？

「実はさ………」




　その後、すぐに姫ひめ川かわの親父おやじさんに電話してもらったが、親父おやじさんは快諾だったらしい。

　元々あの人はリリガルドを使って一ひと儲もうけしようと考えてた訳だから、まあ当然っちゃ当然だ。

「おお、あの方は……たしか旦だん那な様の新しいお妾めかけさん！」

「聞いた話じゃ、ニホンの大富豪の娘さんなんだよな。それなら、もしかしたら……」

　にわかに明るい表情を取り戻す領民たち。

　姫ひめ川かわが「新しい妾めかけってどういうことよ！」とつかみかかってくるが、まあ気にしない。

「旦だん那な様、妾めかけさまのお話は分かりやした。たしかにそれなら食くい扶ぶ持ちは何とかなりそうですが、リリガルドが沈んじまったら、俺おれたちが住む場所は、もう……」

　ボルグさんの一言に、活気を取り戻しかけた領民たちの表情は再び暗く沈んだ。

　たしかに、あんな記事が出回ったら、内地に住む場所はないだろう。

「それについては、これから何とか……」

　言いかけたその時、どこからともなく鋭い排気音エキゾーストノートが聞こえてきた。

「ん？　この音は……まさか!?」

　ブロロロロ………ブォン！

　茂みを突き破って飛び出してきたのは、サイドカー付きオフロードバイクに乗った百もも花か姉ちゃんだった。

「よう、ユウ！　来てやっ……ふぎゃっ!?」

　ハンドル操作を誤った百もも花か姉ちゃんが、そのまま明後日あさつての方向へぶっ飛んでく。

　ドグシャア！

「……お姉ちゃん、せっかく新しいバイク買ったって喜んでたのに」

「短い命だったな……」

　ボロボロになったピンクのつなぎ姿の百もも花か姉ちゃんが、よろよろとこちらへ歩いてきた。

　よく見ると、背中や肩には「北きた小お笠がさ原わら覇ば威い駆く連合」とか「特攻上等！」という不穏なキャッチコピーが刺し繡しゆうされている。

　北小お笠がさ原わらにもいたのか、暴走族……。

「よう、ユウ。元気か？」

　その言葉、そっくりそのまま返すわ。

「百もも花か姉ちゃん、どうしてここに？」

「ああ、ちょっとお前らに会わせてやりたい客がいてな」

「客？」

　つられて後ろを見ると、そこにはふらふらと歩く二人の影が。

「ゲホ！　ゲホ！　ふう……以前のぼくだったら確実に死んでたよ」

「医者の前で患者を吹っ飛ばすなんて、相変わらずね、百もも花かちゃん……」

　フルフェイスヘルメットを脱ぎ捨てたのは、長い亜麻色の髪の乙女おとめと、おかっぱボブのアンニュイな女性。

「まさか……四しノの宮みや!?　それに、母さん!?」

「や、久しぶりだね」


「会いたかったわ～～、ゆうちゃ～ん」



　いきなり濃ゆい方々の登場に、姫ひめ川かわが口をパクパクさせている。

「ちょっと漆うるし原ばら君、お母さんって……それにあの女の子、誰だれ？」

「ん？　ああそっか、姫ひめ川かわは初対面だったな。こいつは四しノの宮みや櫻さくら子こ。都議会のドンって言われる議員さんの孫娘だよ。んで、あっちが俺おれの母親。医者で、四しノの宮みやの主治医やってるんだ」

「四しノの宮みやって……まさかいま、東京都知事と大喧げん嘩かしてるっていうので有名な、あの四しノの宮みや都議のお孫さん!?」

　さすがの姫ひめ川かわも、驚きを隠せない様子だ。

「にしても、おやしま丸が着くのはまだ先だってのに、どうやってここへ？」

「自衛隊の飛行艇に便乗さてもらったのさ。お偉いさんがこの辺の視察に来るっていうんでね」

「自衛隊のお偉いさん？」

「あれ？　美み羽うさんから聞いてない？」

「いや、何も……」

「そっか。あの話は急に出てきたもんだから、君たちに説明している時間がなかったんだね」

「あの話……って何だ？」

「都知事がリリガルドの人たちを被災民と判断し、生活援助に乗り出すって話だよ」

「な、何だって!?　都が、リリガルドの人たちに生活援助を!?」

「手始めに、青あお根ね島しま村にプレハブ住宅を建設して、生活支援物資を配るみたい。自衛隊のお偉いさんが視察に来るっていうのは、その辺の輸送とか作業に協力してもらうからさ。ちなみに美み羽うさんは、その案内役として同行してるよ」

　隣で聞いていたアクセリアが、くいくいと俺おれの袖そでを引っ張った。

「あの……ユウタ様？　一体何が起こっているのでしょうか……？」

「東京の知事……要するに領主みたいな人が、リリガルドのみんなの生活を援助してくれるらしい」

「ええっ!?　ほ、本当ですか!?」

　領民たちも、にわかにざわめき出す。

　あまりに急な話で、みんな信じられないという顔をしている。

　だが、信じられないのは俺おれも同じだ。

「どうして突然そんな話になったんだ？　お前の爺じいちゃんなんか、リリガルドのみんなを東京から追い出せって知事に文句言ってたじゃねえか」

「だからだよ」

「へ？」

「うちのお爺じいちゃんがいまの知事と仲悪いって話は君も知っているよね。だからお爺じいちゃんは、あえて反対意見を言ったんだ。そうすれば、逆の施策が通るんじゃないかって思ってね」

　聞いた瞬間、膝ひざから力が抜けて、危うくその場に崩れ落ちそうになった。

「何だ、そういうことか。あんなこと言うもんだから、本気で信じちまったじゃねえか……」

「ユウ、驚くのはまだ早はええ。手を貸してくれるのは、都だけじゃねえぞ」

　百もも花か姉ちゃんが手を挙げると、広場を見下ろす丘の上に、大勢の人影が現れた。

〝おーい！　由ゆう太た兄ちゃーん！　俺おれたちも来たよー!!〟

「タケル!?」

　手を振っているのは、青あお根ね島しま唯一の建設会社社長の孫、山やま本もとタケルだ。

　一度はフィレレちゃんとトラブルがあったけど、仲直りして以降は何かにつけてフィレレちゃんのことを気にかけてくれるようになった。

〝由ゆうちゃん、一人で背負い込じまうなんて水臭えじゃねえか！〟

　タケルの隣では、ルアールさんと一緒にリリガルドの漁に協力してくれている漁師、浜はま田ださんの姿も見える。

「みんな………」

　タケルや浜はま田ださんだけじゃない。かつてリリガルドの学校と交流会を行った村の小学校のみんな、そしてその親御さんたち。ほかにも臨海学校でリリガルドへ来た高校の奴やつらも一緒に来ていた。

「実はな、おめーらが内地へ行った後、ウチもいろいろ青あお根ね島しまのこと調べてみたんだ。そしたらよ、この島、一番多い時にゃ七百五十四人も人口があったんだとさ」

「な、七百人!?」

　いまの三倍以上じゃねえか。

「もっともそれは明治時代の話だが、逆に明治の頃ころでさえ七百人以上がやっていけたわけだから、いまの時代ならもっと大勢の奴やつが暮らせるんじゃねえかって思ったわけだ」

「たしかに……」

「しかも、聞いてりゃ姫ひめ川かわの旦だん那なまで力貸してくれるってんだろ？　村には休耕地もたくさんあるし、ここにいる連中が暮らしていくくらいなら、そう難しい話でもねえはずだぞ」

「百もも花か姉ちゃん……」

　啞あ然ぜんとするボルグさんたちの前に、ザックスと、フィレレちゃんが立った。

「父ちゃん、みんなぼくたちと一緒に戦ってくれようとしてるよ。父ちゃんたちは、どうするの？」

「わたし……人魚だといじめられるから、ずっと我慢して……隠して逃げてきた。でも……それじゃ、うまくいかなかった。だからもう……逃げるのは、終わりにしたい」

「お、お前ら………」

　たじろぐボルグさんの肩を、一人の老人がポンと叩たたく。

「儂わしらの負けじゃ、ボルグ」

「オーリン爺じいさん……」

　異世界フルーツアマリリカの栽培を広めようと頑張り始めたオーリン爺じいさんは、最近じゃすっかり若返ったと評判になっていた。

「ボルグよ。子供たちが困難に立ち向かおうとしているのじゃ。ここで大人おとなが逃げてどうする」


「シルエラも、がんばるー!!」



　孫娘のシルエラちゃんが、ぴょんと飛び跳ね可愛かわいらしくガッツポーズを決める。

「ボルグさん、俺おれからもお願いします。俺おれが頼りないせいでいろいろ心配だと思うし、無理なこと言ってるってのは分かってます。けど、俺おれたち……隣で暮らす家族じゃないですか！　みんなと離れたくないんです！　ボルグさん、そしてリリガルドのみんな、どうか俺おれに力を貸してください！」

　そう言って、俺おれは手を差し出した。

「…………」

　やっぱりダメか……？

　と思ったのだが、

　ガシッ！

　ゴツゴツして力強い感触が、俺おれの手の平を包み込んだ。

「旦だん那な、あんたぁ男だ。俺おれも腹決めたぜ。ここは……俺おれらの新しい故郷だ！」

　ボルグさんの言葉に、領民のみんなも頷うなずく。

　その顔から、まだ不安の色は完全に消え去っていない。けど、それよりも希望と決意のほうが力強く現れている。

　俺おれは確信していた──きっとうまく行くと！




　しかし、この時の俺おれはまだ知らなかった。

　運命の日が、足音も立てず俺おれたちのそばへ忍び寄っていたことに。
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　　　　九月三十日（土）

　その日、俺おれはおやしま丸が停泊する親おや島しまの一ひと見み港こうに立っていた。

　アクセリアと三み咲さきに美み羽うさん、それからベルベリンデさんも一緒だ。

「百もも花か姉ちゃん、助かったよ、役場の船で送ってもらえて」

「いいってことよ、今日きようはたまたま手が空いてたからな。それに、昨日きのうユウの親父おやじさんの夢を見たんだ」

「父さんの？」

「おうさ。お前を助けてやってくれってよ。だからこっちのことは心配いらねえ。週刊桜おう花かの記者をぶちのめしてこい！」

　いや、ぶちのめすのはマズいだろ……。

　俺おれたちは週刊桜おう花かの葦あし津づ記者と対談を行うため、内地へ向かおうとしていた。その目的は、リリガルドのみんなに対する偏見を解くことであって、あいつらをやっつけることじゃない。

　百もも花か姉ちゃんと一緒に見送りに来ていたリリージョンさんが、力強く俺おれの手を握る。

「ダークエルフ化につきましては、こちらで調べておきます。若君は『きしゃ』との和平交渉にご専念ください」

「ありがとうございます、リリージョンさん。きっとみんなの悪評を晴らしてみせます」

　その一方で、美み羽うさんは一人不安そうな表情を浮かべていた。

「正直申しますと、わたしはいまでも対談の実施に反対です。あちらに都合の良いい記事を書かれ、由ゆう太たさんの意図を曲げて伝えられる恐れがあります」

「けど美み羽うさん、俺おれたちだって最初はお互いいろいろ誤解していたのを、一緒に話すことで少しずつ理解を深めてきたんです。相手が記者だろうと、そこは変わらないと思ってます」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、みうみう。何とかなるって！」

　お気楽な三み咲さきは、一人でひょいひょいタラップを駆け上がっていく。

「おい、一人で勝手に乗り込むな」

　その後を追おうとする俺おれの背中を、リリージョンさんが呼び止めた。

「お待ちください、若君。旅立たれる前に、お渡ししておきたいものがございます」

　そう言ってリリージョンさんが差し出したのは、透明な飲み物が入った五百ミリのペットボトルだった。

「これは？」

「ポーションです」

「ポ、ポーション!?　どうしてこんなに!?」

「わたしもモモカさんと同じく、ちょっと不思議な夢を見たのです。その夢の中に現れた人物が、これを若君へお渡しするようにと」

「はあ………」

　よく分からんが、最近夢枕的なものが流は行やってるんだろうか。

「とりあえず、ありがたくもらっていきます」

　こうして俺おれたちは、みんなに見送られながら、船上の人となった。

「蛍の光」が流れる中、白いタラップが外され、霧笛の音を合図に船がゆっくりと動き出す。

「漆うるし原ばらくーん！　いってらっしゃーい！」

　埠ふ頭とうの端では、姫ひめ川かわが手を振っていた。その後ろには、親おや島しま高校吹奏楽部のみんながずらりと並んでいる。

　パーパッパー、パッパ、パッパパー!!

　姫ひめ川かわのタクトに合わせ、某宇宙戦艦アニメの勇壮な曲が流れ始めた。

「なんか照れ臭いな……」

　俺おれは三み咲さきやアクセリアと顔を合わせ、頰ほおを搔かく。と、その時。

　バシャン！

「ごほっ！　うぇほっ！　おぅえっ！」

「へ？」

　水音に振り返ると、そこには青い鎧よろいを着た伝説の勇者が、ずぶ濡ぬれでデッキの縁へりにしがみ付いていた。

「お前……ロロ!?」

「親おや島しま行きの連絡船乗り場で待っていたのに、まさか役場の船で行ってしまうとは、想定外でござったよ……」

「ど、どうしてこんなところに……!?　まさか、俺おれを止めにきたのか？」

「そのつもりでござったが、手遅れでござろう。まったく、何てことを……」

　珍しく本気で怒っているらしいロロに、ちょっと罪悪感を覚える。

「こうなれば、拙せつ者しやも護衛として内地について行くでござる。反対してもムダでござるぞ。拙せつ者しやは何が何でも由ゆう太た氏から離れないでござる」

「何が何でもって、どうしてお前はそんなに……」

　とは言え、こいつを置いていっても、どうせメロンに乗って海を渡ってくるだけだ。

　そんな危険なマネをさせるくらいなら、一緒に連れて行ったほうがマシってもんだろう。

「分かったよ。ただし、内地ではこないだと同じように、普通の服を着てもらうからな」

「了解でござる！」

　敬礼ポーズを決め、ロロはいそいそと鎧よろいを脱ぎ始めた。もちろん、兜かぶとは被かぶったままだ。

「けどお前、このままだと無賃乗船になっちまうんじゃねえか？」

「心配いらないでござる。船賃は美み羽う氏が何とかしてくれるでござるからな」

　俺おれの隣で美み羽うさんがビクッと肩を震わせた。

「はぁ～～。やれやれ、これから一体どうなることやら」

　はるか内地のほうを望むと、水平線の彼方かなたに黒い雲が立ち込めているのが見えた。




　　　　十月一日（日）

　数日ぶりの竹たけ芝しば埠ふ頭とうは、しとしと降り注ぐ粘っこい雨に濡ぬれていた。

「今年は秋あき雨さめが長引いているようですね。帰りの便が少し心配です」

　空を見上げ、美み羽うさんが呟つぶやく。

　隣では、アクセリアが客船ターミナル中央広場を彩いろどる高さ四十メートルのシンボルマストを見上げ、感嘆の声を漏らしていた。

「まあ、なんという大きなマストでしょう！」

「いや、こないだ見たばっかだろ？」

「え？　ああ、そうでしたね。ふふ。あまりに大きいので、つい二度も感動してしまいました」

　何度も新鮮な感動を味わえるなんて、うらやましいこったな。俺おれはそろそろ内地の人の多さにうんざりしてきたよ。

「さて、対談は今夜の七時を予定しております。まだ時間に余裕がありますので、一いつ旦たんホテルに荷物を置いて小休止いたしましょう」

　美み羽うさんの先導で、俺おれたちは埠ふ頭とうから徒歩数分のところにあるホテルへと向かった。

　チェックインを済ませ、早速客室に案内される。

「わー、すっごくいい眺め！」

「天を衝つく巨塔の数々……まるで神の国ですね！」

　窓辺に広がるシティビューに、三み咲さきとアクセリアが感嘆の声を上げる。

「左手に見えるのが東京スカイツリーです。右手にはレインボーブリッジも見えますよ」

　その隣で、美み羽うさんが観光案内を始めた。

　一方アクセリアは、日記帳を開き、壮大な景色に目を輝かせながらペンを走らせている。

「アクセリア、何書いてんだ？」

「皆さんとの楽しい思い出を書き残しております。この感動と素敵な日々を、決して忘れないようにと……」

　ふと目を細めたその顔が、どこか儚はかなげに見えて、俺おれはパチパチと瞬まばたきをした。

「どうなさいました、ユウタ様？」

「あ……いや、何でもない」

　気のせいか。一瞬アクセリアの顔がぼやけて見えたんだが……。

「由ゆう太たさん、小休止が済んだら出発の準備をしましょう」

　ハンドバッグを小こ脇わきに抱えた美み羽うさんが、メガネをクイッと持ち上げた。

　そうだ。アクセリアたちと一緒に過ごす日々を守るには、偏見と誤解に凝り固まった連中の意識を変えなければならない。

　俺おれたちは互いの顔を見合わせ、瞳ひとみに浮かぶ強い決意を確かめ合った。
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　会議室で待っていると、上司と思おぼしき人物を伴って葦あし津づ記者が姿を現した。

「やあ、お久しぶり。こちらは本日の立ち合いを務める副編集長デスクの難波なにわです。差さし支つかえなければ記録のために録音させていただきたいんだけど、よろしいかな？」

　ＩＣレコーダーを取り出す葦あし津づに、頷うなずいて答える。

「録音でも何でもどうぞ。俺おれたちはリリガルドに対する誤解さえ解いてもらえれば、それで充分ですので」

　机を挟んで葦あし津づと向き合うように座った俺おれは、早速リリガルドのみんなの生活について説明を始めた。

　特に強調したかったのは、学校で行った交流事業のことだ。

　初めはトラブルもあったけど、最後はお互い理解を深め合うことができた。日本人とリリガルド民は分かり合える。そういうメッセージを、俺おれは葦あし津づに伝えたかった。

　しかし……。

「それは素晴らしいことだと思います。ただ、ボクの見方は少し違う」

　そう言って差し出されたのは、数枚の写真と、厚い紙の束だった。

「こ、これは……!?」

　中身を見て、思わず言葉を失った。

「リリガルドでレジオネラ症が発生した時の記録じゃないか！　それに、こっちの写真は臨海学校で暴れた魔神クラーケンの写真！」

「由ゆう太た、こっちにはこないだあたしたちを襲ったマンティコアの写真もあるよ！」

　美み羽うさんも、かなり驚いている様子だ。

「これらの資料は部外秘だったはず……どうしてあなたがこれを？」

「あなたもご存じのとおり、政府も一枚岩じゃないってことです。そちらのアクセリアさんたちが日本で暮らすことに懸け念ねんを抱いている人たちもいるんですよ」

「くっ………」

「以前君たちは、ボクが偏った情報ばかり発信していると批判した。けど、ボクから言わせればその逆だ。こんな危険な実態があるのに、政府も君らもそれを積極的に公表しようとしない。これで国民が公平な判断をくだせるなんて、本気で考えているんじゃないだろうね？」

「そ、それは……」

　俺おれは何も言い返せず、口ごもる。

　葦あし津づ記者の言うことは、あまりにもっともだ。

「漆うるし原ばら君は、こんな話を知ってるかな。宇宙人の姿ってのは、我々地球人には想像できないものらしい」

「は？」

　何の脈絡もなく変わった話題に、俺おれはきょとんと葦あし津づ記者の顔を見返した。

「この地球上の生物ってのは、虫とか魚とか鳥とかいろんな姿をしてるけど、結局ルーツをたどれば同じ幹から進化して枝分かれしたものだ。人間の初期胚はいなんかは、魚に似ているらしいね」

「は、はあ……？」

「ところが宇宙人ってのは、そういう流れからまったくかけ離れて生まれている。我々が思い浮かべる宇宙人像なんて、所しよ詮せんは地球に住む生物のイメージから連想しているに過ぎない。だから本物の宇宙人は、きっと我々の想像を遥はるかに超えた姿をしているっていう話さ」

「ええと……それが何か？」

「つまりね、異世界からやってきたモノっていうのは、我々には想像も及ばない何かを持っている可能性があるってことだよ。それこそ……宇宙人以上にね」

　葦あし津づ記者が鋭い視線を向けると、アクセリアはビクッと肩を震わせた。

「たしかに君らはボクたちとよく似た外見をしている。外見が似てるってことは、もしかしたら周囲を取り巻く環境も似ていたのかもしれない。けど、それは似ているだけであって同じじゃない。同じじゃない限り、未知のリスクは必ず存在する」

　たしかに、異世界ユングリングと接触することで何も危険がないとは言えない。

　絶対に安全だなんてことを言えるのは、たぶん神様だけだ。

「……でも、それは乗り越えられるリスクだと思ってます。現に俺おれたちはそれを乗り越えて、お互い支え合って暮らしている」

「君らはそれでいいだろうさ。けど、もしそのリスクによって被害を受ける人が現れた時、君は彼らに『それは乗り越えられるものだから耐えてください』って言えるかい？」

「う……そ、それは」

「さっき君らに見せた資料は、次号で発表する予定だ。危険があって、それを公表しない。それをボクは『悪』だと思っている」

　悪、という強い言葉に、俺おれはギョッとして顔を上げた。

　メガネの奥に、ほんの一瞬だが、昏くらい翳かげが差したような気がした。

「さて、ここから先はもう少し落ち着いた感じでインタビューをさせていただこうかな」

　結局、対談は終始葦あし津づ記者のペースであっけなく幕を閉じた。

　都心に降る雨は、ますます勢いを強めるばかりだった。
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　サ─────────ッ。

　かすれるような雨音に、ふと目が覚めた。

　見慣れない天井と固いシーツに違和感を覚え、ここはホテルであることを思い出す。

「そっか。俺おれ、帰ってきてすぐ寝ちゃったんだ」

　風ふ呂ろには入っていないし、服も出かけた時のまま。脂っぽい髪と体臭の沁しみついたシャツが、凝り固まった疲労感を呼び起こす。

「はあ………」

　雨垂れに歪ゆがむ摩天楼のイルミネーションを見て、重い溜ため息いきをついた。

「美み羽うさんの言うとおり、対談なんてやらなければよかったのかな……」

　お互い話し合えば分かり合える、という思いはいまも変わりない。

　だがもし相手に分かり合おうという意思がなかったら。

　そしてまともに話し合う気もなく、悪い結論に持っていこうという考えしか持っていない相手だったら、果たして互いに分かり合うことはできるのだろうか……。

「ん？　机の電気が点ついてる？」

　ふと見ると、ライティングデスクの明かりが点つけっぱなしになっていた。そして明かりの下には、机に向かったまま眠っているアクセリアの姿が。

「おいアクセリア、こんなところで寝てたら風か邪ぜ引くぞ……」

　ベッドから起き上がり、軽く肩を揺する。

「アクセリアの部屋は隣だろ。おーい、起きろー……って、ん？」

　くうくう寝息を立てる少女の顔のそばには、可愛かわいらしい装丁の日記帳が開かれていた。

「なんだ、日記書きながら寝ちまったのか。勝手に見ちゃ悪いし、一応閉じておくか」

　そう思って伸ばした手が、ピタリと宙ちゆうで止まった。

「な、なんだ、これ………？」

　そして、わなわなと小刻みに震え出す。

　わざと見ようと思ったわけではない。

　しかし、見えてしまったのだ。そこに書いてあるものが。

　それは異世界ユングリングの文字だったが、リリガルドの学校で勉強していたおかげで、俺おれにもかろうじて読むことができた。




【怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い。誰だれか助けて】




　おい、何だよ。何なんだよこれは!?

　ゾクッと背筋が震える。

　一体どうしたっていうんだ、アクセリアは……。

　俺おれは、意を決して日記を手に取った。

　俺おれに嫁の秘密を探る趣味なんてない。だが、文章の最後には『助けて』と書いてあった。

　アクセリアは助けを求めている。

　そのことだけは間違いないし、その事実だけで充分だ。

　日記は、内地視察の初日から始まっていた。





【九月二十日

　この日記帳は、ユウタ様に買っていただきました。ユウタ様からのプレゼント。本当に、本当に嬉うれしい。

　これからこの日記に、ユウタ様との楽しい思い出を書いていきたいな。】






　読むだけで目頭がジンと熱くなってしまうが、その片隅にはこんな言葉が刻まれていた。




【前にナイチに行ってから、時折記憶が混乱することがある。少し怖い。でも日記につけておけば大だい丈じよう夫ぶ。大だい丈じよう夫ぶ。】




　記憶？　どういうことだ？

　その答えは、早くも翌々日の日記に明かされていた。





【九月二十二日

　わたしはダークエルフ化しているらしい。

　ショックだったけれど、これで以前からの疑問は解けた。

　最近記憶が混濁するようになったのは、闇の心に精神を蝕むしばまれているからなのだ。

　怖い。わたしがわたしじゃなくなっていくみたい。怖い。怖い。】






「これは……」

　アクセリアの精神が、記憶が蝕むしばまれている……？

　言われてみれば、いくつも思い当たる節はあった。

　時折ぼんやりとしていたし、頭痛を訴えたこともあった。つい昨日きのうなど、前に見たはずのモニュメントマストを見て、まるで初めて見たようなリアクションをしていたじゃないか。

　なのに……なのに俺おれは……全然気付けなかった。

　日記は、次第に不安の色を濃くしていく。





【九月二十四日

　この頃ごろ、自分の日記を読み返しても理解できないことが多くなった。

　本当にこの日記を書いているのはわたしなのだろうか。

　それどころか、もし自分が過去の記憶を失ってしまったら、それは本当に、わたしと言えるのだろうか。】




【九月二十六日

　船室で日記を書いていたら、一瞬ミサキさんが初めてお会いした方のように見えた。

　みんながわたしの知らないわたしの話をしている。

　怖い。わたしは誰だれ？】




【九月二十八日

　ふと、自分が立っている場所がどこか分からなくなって、強い恐怖に襲われる。

　でも、誰だれに相談したらいいか分からない。

　きっと相手の方も困ってしまうし、そもそもそんな相談をして良い相手なのか、いまのわたしには分からない。

　でも、ユウタ様のことだけは忘れていない。

　こんな時でも、ユウタ様の日記はわたしを守ってくれる。

　ユウタ様、大好き。】




【九月三十日

　怖い。怖い怖い怖い。

　この日記を読むと、わたしはどんどん記憶を失っているらしい。

　でも、書かなければ忘れたことさえ忘れてしまう。

　ユウタ様にご相談しようかな。

　でもユウタ様は、いまとっても大変そうにされている。ご相談したら、きっとご迷惑に違いない。

　誰だれでもいい。誰だれか、わたしを助けて。】




【十月一日

　神様お願いです。

　どうかユウタ様との思い出だけは消さないで。

　他には何もいりません。

　だからお願いします。お願いします。】






「バッカ野郎……!!」

　ページを開いたまま、しばらく震えていた。

　怒りの矛先は、アクセリアの苦しみにも気付かず、好き勝手に振る舞っていた自分自身に対してか。それとも、こんな時だってのに俺おれのことを心配して相談もしなかったアクセリアに対してか。

　あるいはもしかしたら、こんな純朴な女の子に襲いかかってきた理不尽な運命に対してなのかもしれない。

「アクセリア、起きろ！」

　気が付くと、俺おれはアクセリアの肩を無心に揺すっていた。

「んん……あ？　ユ、ユウタ様？　すみません、ここは──」

　ガバッ！

　ほとんど衝動的に、俺おれはアクセリアの小さな身体からだを抱き締めた。

「え!?　ユ、ユウタ様!?　突然、何を……!?」

　腕の中でアクセリアが悲鳴を上げる。

「………ユウタ様？」

　ふっとアクセリアの身体からだから抵抗が抜け落ち、細い腕が俺おれの背中を包んだ。

「大だい丈じよう夫ぶです……怖い夢でもご覧になったのですね」

　怖い夢？　これが夢だったらどんだけいいだろう。

「アクセリア、すまん。苦しませちまって、本当にすまん……」

　机の上に開かれた日記帳を見て、アクセリアはすべてを悟ったようだった。

「ご覧になってしまったのですね。わたくし、ユウタ様の悲しむ顔は見たくなかったです」

「だからって、黙っておくことはないだろ」

　アクセリアの身体からだは柔らかくて温かいのに、なぜか抱き締めている実感がなくて、俺おれはますます両腕に力を込める。

「痛いです、ユウタ様……」

「だったら……もう隠すなよ。ちゃんと言ってくれよ。そんなの、ぜんぜん迷惑じゃないから」

「………はい、分かりました」

　シャツに沁しみ込んだアクセリアの涙は、火ほ照てった肌をひやりと濡ぬらした。
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　　　　十月二日（月）

　翌朝、俺おれはアクセリアの了解を得たうえで、みんなにアクセリアの状況を包み隠さず伝えた。

「アクセリアちゃん！　大変だったよね、不安だったよね！　でも、そういう時はあたしに相談してくれていいんだからね！　ほら、日記に書いといて！　困ったらあたしに相談することって！」

　いきなり抱き付かれて少し困惑しながらも、三み咲さきの心遣いにアクセリアが微笑ほほえむ。

　ベルベリンデさんに至っては、ほぼ発狂寸前だった。

「ぬぐおおおおおおおお！　姫様ああああああああああ！　ｑあｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐ」

　叫びながら、ホテルの壁に頭をガンガン打ち付ける。

「ベルベリンデさん、やめてください！　ホテルの人に怒られますから！」

　だがそんな中にあって、ただ一人、まったく表情を変えないのがロロだった。

　壁に背を付け、黙然と腕組みしている。

　一体こいつは何を考えているんだろうか……。

「なあアクセリア、もうリリガルドに戻ったほうがいいんじゃないか？」

「けど由ゆう太た、船は六日後にならないと出ないんじゃないの？」

「そこは俺おれたちで何とか……」

　そばで聞いていたアクセリアは、済まなそうに肩をすくめた。

「いえ、その必要はございません。記憶の侵食は、場所に関係なく進行しておりますので」

　アクセリアの言葉に、かえって俺おれたちは無力感を嚙かみ締しめる。

　重苦しい空気に耐えかねた三み咲さきが、窓の外を眺め、ポンと手を叩たたいた。

「あ、そうだ！　ねえ由ゆう太た！　今日きようはみんなでスカイツリー見に行かない!?」

「へ？　スカイツリーを？」

「そうだよ！　ほら、記憶が失なくなってくっていうなら、それより早くもっと楽しい思い出を増やしていけばいいじゃん！　どうせ次の船まで日にちがあるんだし！」

「ふむ………」

　まともに聞けば思わず突っ込みたくなる発想だが、この部屋にいる誰だれもが三み咲さきの気持ちを理解していた。要するに、アクセリアを励ましたいのだ。

「どうでしょう、美み羽うさん」

「そうですね。どのみちもう一度桜おう花か新聞出版に対談を申し込むとしても、昨日きのうの今日きようでアポを取るのは難しいと思います。今日きよう一日くらい羽を伸ばしてはいかがでしょうか」

　いつもはお堅い美み羽うさんも、今回ばかりは三み咲さきの提案に賛意を示す。

「よし、それじゃあ今日きようは東京観光とシャレ込むか。ロロ、お前は──」

　尋ねかけて、俺おれはピタリと立ち止まった。

「あれ？　あいつどこ行った？」

　ついさっきまでそこの壁でむっつり腕を組んでいたのに、いまは姿が見当たらない。

「トイレじゃない？　おーい、ロロちゃーん、入ってるー？　……ありゃ？　いない」

「むしろ、入ってたらどうすんだよ！」

　伝説の勇者が用を足してるところ覗のぞいたら大おお事ごとだぞ。

　ヴヴヴヴヴ。ヴヴヴヴヴ。

「ん？　スマホか？」

「わたしの携帯電話です。失礼します。もしもし」

　美み羽うさんが、ポーチからスマホを取り出した。

「はい。はい、分かりました。すぐそちらへ伺います」

　電話を切るなり、美み羽うさんはタブレット端末を開く。

「申し訳ありません。本省のほうで週刊桜おう花かの記事に関する緊急対策会議が開かれることになりました。わたしは霞かすみが関せきへ行きますので、スカイツリーには皆さんだけで行ってください」

　返事も待たず、美み羽うさんは慌ただしく部屋を出て行ってしまった。

「みうみうはお仕事か……ロロちゃんも、どこ行っちゃったんだろうね？」

「う～～ん。とりあえず書き置きだけ残して先に行くか」

　待っててもあいつは戻って来ない。

　どういうわけか、俺おれにはそんな確信があった。

「ロロちゃん、一人で大だい丈じよう夫ぶかなあ……」

「大だい丈じよう夫ぶだろ、伝説の勇者なんだから」

　渋る三み咲さきの背中を叩たたき、俺おれたちは部屋を出て、雨に濡ぬれる東京へと繰り出した。
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「こんな天気だというのに、すごい人の数ですな……」

　浜はま松まつ町ちよう方面へ向かう道を歩きながら、カジュアルファッションに身を包んだベルベリンデさんがうんざりした顔で周囲を見回した。

　月曜の朝ということもあり、スーツ姿のビジネスマンやＯＬと思おぼしき女性たちが、ぞろぞろ足音を立てて俺おれたちを抜き去っていく。

「たぶん、ここ歩いてる人たちだけで、青あお根ね島しま村の人口より多いんだろうな……」

「きっと電車はもっと混んでるよ！」

　なぜかウキウキと目を輝かせる三み咲さき。

「ここ以上、ですか……」

　観光で公用車は使えないので、今日きようは俺おれたちの電車デビューとなるわけだが、ベルベリンデさんはその前にすっかり心が折れている様子だ。

「あ！　ねえ由ゆう太た、あれ東京タワーじゃない!?」

　正面に見えてきた巨大な建造物を見て、三み咲さきがはしゃいだ声を上げた。

　以前は東京タワーとスカイツリーを間違えてた三み咲さきだが、さすがに正しく覚えたらしい。

「やっぱ近くで見ると立派だねー。あ、そうだ！　ねえ由ゆう太た、スカイツリーはやめて、東京タワーにするってのはどう？」

「ん？　東京タワーか」

「だってほら、あそこなら歩いて行けそうだし、スカイツリーはすごく混んでるらしいよ」

　混んでいると聞いて、ベルベリンデさんがゲッソリとした表情を浮かべる。

「うーん、たしかに東京タワーも悪くないな。どう思う、アクセリア？」

「わたくしは、皆さんと一緒に行けるのであれば、どちらでも構いません」

「じゃあ、決まりだな」

　というわけで、三み咲さきの提案により、俺おれたちの行いき先さきは東京タワーへと変更になった。
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　一方その頃ころ、東京タワーからほど近い虎とらノの門もんヒルズ付近の地下では、日ひ比び谷や線せん虎とらノの門もん新駅の開業に向けて急ピッチで工事が進められていた。

「オーライ、オーライ。おい！　そこ気を付けろ！」

　熟練の作業員が、新入りの雑な仕事に厳しい声を張り上げる。

「……ったく、いくらオリンピックに間に合わせるためっつったって、ちょっと急がせ過ぎじゃねえのか？」

「どこの工事もこんなもんだろ。施せ工こうを急がせない施せ工こう主なんて会ったことがねえ」

　愚痴をこぼしていた作業員の一人が、ふと手を止めて耳を澄ました。

「どうした？」

「いや、何か音がしないか？　どこかで水が流れているような……」

　二人の作業員は投光器の前で顔を見合わせ、打ちっ放しのコンクリートに耳を押し当てた。
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「すっごおおおおおおい！　おっきいいいいいいい！」

　赤い鉄の巨塔の足元で、三み咲さきが歓呼の声を上げた。

　テレビでは何度も見たことあったけど、やっぱり実物は全然迫力が違う。

「はいよ、展望台の入場チケット買っておいたぞ」

「ありがと、由ゆう太た！」

「ただ、一番てっぺんの特別展望台はリニューアル工事中なんだってさ。だから今日きよう行けるのは、その下にある大展望台までだな」

　大展望台ってのは、タワーの真ん中辺りにある、あの四角いハコのことだ。

「大展望台でも充分だよ！　ほら、早く行こ！」

「うふふ。ミサキさん、あんなに楽しそうに」

「あいつ、今日きようはアクセリアの思い出作りって言ってたのにな」

　そう言いながら、俺おれもついワクワクしてしまう。

「ところでユウタ殿、ここは他の場所と比べてあまり人がいないようですが、何か事情でもあるのですかな？」

　タワー下にあるフットタウンに入ったところで、ベルベリンデさんが怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「まあ、今日きようは平日の朝ですからね。おまけに月曜日だし。雨で特別展望台も工事中となりゃ、こんなもんっすよ」

　そうは言いながらも、やっぱスカイツリーに客を取られちゃったのかなあ、という気がする。

　立派なタワーなんだから、こっちも見てほしいけどなあ。

「由ゆう太た、あっちに水族館があるんだって！　わあ、ワ〇ピースのグッズ店もある！」

　そんなタワー内の様子にも関わらず、三み咲さきはいきなりテンションマックスだった。

「ふふ。ミサキさんはお元気ですね」

「まったくだよ……アクセリアは体調大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい、今け朝さは頭痛もなく、とても良いい気分です。きっと皆さんがわたくしを励ましてくださっているからだと思います」

「そっか……」

　魔法を使わなければ進行しないと言われているダークエルフ化だが、気が付くと黒髪は少しずつその面積を広げていた。以前はひとふさ程度だったのが、いまや前髪と肩にかかる髪の半分近くが黒く染まっている。

　リリージョンさんたちがその解決方法を探してくれているはずだが、果たして間に合うのだろうか……。

「──ねえ、由ゆう太た。聞いてる？」

「へ？」

　三み咲さきに顔を覗のぞき込こまれ、俺おれはハタと我に返った。

「ああ、すまん。何だっけ？」

「もう、由ゆう太たってば、あたしの話全然聞いてないんだから。あのね、二階におみやげ屋さんがあるんだって。ほら、一緒に行こうよ」

「お、おう」

　タッと駆け出す三み咲さきの後を追い、俺おれたちはフットタウンの二階へと向かう。

　階段を登るなり、お洒落しやれな雑貨屋さんを見付けた三み咲さきが、店に入ってキラキラのブレスレットを手に取った。

「見て見て！　これアクセリアちゃんに似合うんじゃない!?　あ。あっちは東京タワーの形したネックレスだって！　可愛かわいい～!!」

　タワー型のチャームが付いたペンダントを見て、三み咲さきがうっとりした表情を浮かべる。

「そう言えば由ゆう太た、こないだアクセリアちゃんに日記帳プレゼントしてたよね。あたしもプレゼント欲しいなあ～」

　言いながら、三み咲さきがぐりぐりと俺おれの背中に肩を押し付けてきた。

「お前にはしょっちゅうコスプレグッズ作ってやってるだろ。それよりアクセリア、疲れてないか？　しんどくなったらすぐに言えよ」

「は、はい。わたくしのほうは大だい丈じよう夫ぶです。それよりも──」

「ほら三み咲さき、お前も少しはアクセリアの体調を気遣え。さっきから一人ではしゃぎ過ぎだぞ」

「え？　あ、うん、ごめん……」

　たしなめられた三み咲さきが、しょんぼり肩を落とす。

「で、何だっけ？　ペンダントが可愛かわいいとか何とか……」

「ん？　ああ、別に……何でもないよ」

　作り笑いを浮かべ、くるりと背を向ける三み咲さき。

　どうしたんだ？　変な奴やつだな。

「ところでユウタ殿。すまぬがこの辺りに雪せつ隠ちんはありませぬか？」

　もじもじ内うち股ももを擦り合わせたベルベリンデさんが、深刻な表情で俺おれの肩を叩たたいた。

「雪せつ隠ちんって……ああ、トイレすか」

　東京の建物ってやたら空調が効いてるから、すぐトイレに行きたくなっちまうんだよな。

　それにベルベリンデさん、もう秋だってのに思いっきり生脚さらしてるし。

「ユウタ様、ベルベリンデはわたくしがお化粧室に案内いたしましょう」

「なら俺おれも一緒に行くよ。三み咲さきはどうする？」

「あたしは……先に展望台上がってる」

「そっか、じゃあ上で待ち合わせな。一人で迷まい子ごになるなよ」

「うん」

　軽く頷うなずくと、三み咲さきは背を向けてエレベーターがある一階へと向かった。

　遠ざかっていく小さな背中を見送っているうち、ふと先ほどの会話が頭を過よぎる。

「そういやあいつ、ここのアクセサリーをやたら気に入ってたな……」

　ショーケースの上には、金や銀のネックレスがキラキラとぶら下がっていた。

　リングの中に小さなタワーが揺れているものや、ジュエルの付いたタワー型トップのペンダントなど、可愛かわいらしくて、思い出になりそうなものばかりだ。

「どれも大して高くないな」

　財布の中身にはまだ余裕はある。

「よし……あの、これください」

　三み咲さきが眺めていたものを手に取り、店員さんを呼び止める。

「ありがとうございます。千八百九十円になります」

　ニコニコ笑顔の店員さんが品物を包んでくれるのを待っていると、後ろから肩を叩たたかれた。

「ユウタ殿、我が膀ぼう胱こうは危急存亡の秋を告げております！　ええい、かくなる上はこの場で！」

「え!?　いや、ベルベリンデさん!?　ちょ、ストップストップ」

「ベルベリンデ、お化粧室はこちらです！」

　正気を失った女騎士を必死で押しとどめ、俺おれたちは慌ててトイレへと駆け出した。

　その時、視界の片隅に、階段の向こうへ消える三み咲さきの背中がチラリと映る。

　これが二人の運命を分かつことになろうとは、この時の俺おれにはまだ知る由よしもなかった。




　　　　６




　地上百五十メートルの大展望台に立つと、雨にけぶる首都の大パノラマが眼前に広がった。

「うっわあ～～～、すっご～～～い！」

　客はまばらだから、好きな場所から外を眺めることができる。

「東京タワー貸し切りみたいだね、由ゆう太た！」

　言いかけて、三み咲さきはハッと口をつぐんだ。

　振り返った先には誰だれもいない。

「由ゆう太たのバカ……」

　あたしだって、アクセリアちゃんのことは心配だ。

　けど、一番心配なのは由ゆう太たのことなんだ。

　由ゆう太たはいつも一人で抱え込んでしまう。雑誌記者に言い負かされた時も一人で落ち込んでた。

　だから、少しでも元気になってほしいって思ってたのに……。

「ん？」

　ふと見覚えのある人がチラリと視界を横切ったような気がして、軽く周囲を見回した。

「気のせいかな……」

　隣では、大学生と思おぼしきカップルが仲良さげに写真を撮っている。

「ほら、画面からはみ出してる。もっとこっち」

　幸せそうな二人の姿に、思わず「いいな……」と呟つぶやいてしまった。

　今日きようはアクセリアちゃんを励ますために来た。それは分かってる。

　けど、こうして由ゆう太たと一緒に内地へ遊びに行くのは、あたしの長年の夢だった。

　前来た時はアクセリアちゃんの服を選ぶのでほとんど時間を使っちゃったし、今回も──。

「ねえ、次は反対側の景色見てみない」

　手を取り合って去っていくカップルの後ろ姿に、三み咲さきは深い溜ため息いきを吐ついた。

　由ゆう太たはどんどん遠くへ行ってしまう。

　自分だけが、こうして取り残されている。

「由ゆう太た、まだフットタウンにいるのかな……」

　床に嵌はめられたルックダウンウィンドウの向こう側では、傘を差した人たちがミニチュアみたいにもぞもぞ動いていた。高所恐怖症の人が見たら卒倒しそうな光景だ。

　眼下に見るフットタウンとは、わずか百メートルちょっとしか離れてない。けどそこに広がる空間は、手を伸ばしても決して届くことがない。

「あたし、こんなところで何やってんだろ……」

　呟つぶやきながら、雨垂れが流れ落ちる窓ガラスにそっと触れた、その時だった。

　バサバサバサバサ！

　真下に広がる芝しば公園の緑から、一斉に鳥の群れが飛び立つのが見えた。

「ん？　何だろ……？」

　芝しば公園だけではない。ビルの谷間のあちこちから、黒いゴマ粒のような鳥たちがわっと灰色の空へ舞い上がっていく。

「何あれ、気持ち悪い……」

　そしてそれは、地鳴りから始まった。




　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……。




　大展望台を歩く数人の客たちが、異変に気付いてピタリと足を止める。

〝何の音……？〟

〝窓ガラスが震えてる……？〟

　その直後、




　ドォォォォォン！




　突き上げられるような衝撃と共に、足元がガクンッ！　と傾いた。

「きゃああああああああああああ！」

　悲鳴が上がり、人々が一斉に屈かがみ込む。

「何これ！　また地震!?」

　尻しり餅もちをつきながら、三み咲さきは必死でそばにある手すりをつかんだ。

　しかし、リリガルドで体験した地震とは何かが違う。

　ふつうの地震は左右に揺れるものだが、この地震は、片側にだけどんどん傾いている。




　ギ、ギギギギギギギギギ、ギィィィィィィ……………。




　不意に耳みみ障ざわりな金属音が響き、反射的に耳を塞ふさいだ。

「何？　何なの？　何が起こってるの？」

　そして三み咲さきは、足元のルックダウンウィンドウを通して信じられないものを見る。

「…………何、あれ？」

　はるか下、東京タワーを囲むように、あちこちで黒い穴が広がっていた。

　それはみるみる地面を侵食し、崩れ落ちた樹き々ぎが汚お泥でいの中へ飲み込まれていく。

　突然、背後で誰だれかが叫んだ。

「タワーが……傾いてる！」

　う、うそ、だよね……？

　これは夢に違いない。それもとびきりの悪夢だ。

　きっと目を覚ませばいつものように青あお根ね島しまの自宅で──。

「君、早くエレベーターから降りなさい！」

　数メートル離れた向こうでは、中年の男性が、紺色ジャケットを着たエレベーターガールを籠かごから引っ張り出していた。

　バチン！　ギャリギャリギャリギャリ！

　その直後、何かが切れる音がして、エレベーターは猛烈な速度で落ちていく。

「ひっ!?」

　膝ひざがガクガクと震えていた。

　売店の土産みやげ物がなだれ落ち、飲みかけの缶がコロコロと窓のほうへ転がっていく。

　怖い！　怖いよ由ゆう太た！

　目をギュッと閉じ、三み咲さきは幼おさな馴な染じみの姿を思い浮かべた。




　　　　＊




「ふう。危うくユウタ殿の前で粗相をするところでした。もしそのようなことにでもなれば、想像しただけで……くっ、殺せ！」

　別に想像しなくていいから。

「さて、そんじゃ俺おれたちも展望台に──」

　言いかけたその時、周囲から地鳴りのような音が聞こえてきた。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……。

「──うん？」

　立ち止まると同時に、いきなり足元が激しく揺れ出す。

　ガタン！　グラグラグラ！

「きゃあ！」

　アクセリアがバランスを崩し、悲鳴を上げながら前へつんのめった。

「姫様！」

「大だい丈じよう夫ぶか、アクセリア!?」

　そばにある水族館では、おみやげグッズが床に転げ落ちている。

　フットタウンは騒然となり、客たちが立ち止まって不安そうに天井を見上げる。

「リリガルドといい、最近はやたら地震に遭うな……」

　幸い、揺れは長く続かなかった。

　あっさり振動も収まり、俺おれたちはホッと息を吐き出す。

　だが、それは未み曽ぞ有うの大災害の始まりでしかなかった。

　ギ、ギギギギギギギギギ、ギィィィィィィ……………。

「ひっ!?」

　鉄骨がきしむ音に、アクセリアが肩をすくませる。

「ユウタ殿、これは何の音ですか？」

「いや、俺おれにもちょっと……」

　ピンポンパンポーン。

　電子的なチャイムに続いて、事前録音と思おぼしきアナウンスの声が館内に流れ出した。

《緊急放送です。ご来館の皆様にご案内申し上げます。当館は、防災安全マニュアルの規定により、ただいまをもって本日の営業を終了いたします。ご来館の皆様におかれましては、警備員の指示に従い、速やかに館外へ避難してください》

　続けて、英語、中国語の案内が流れる。

　他の客たちは、意外にも落ち着いた様子だった。

　紺色の制服を着た警備員が「走らずに出口へ向かってくださーい」と呼びかける。

「ユウタ殿、何が起きたのですか？」

「地震で今日きようの営業は中止になっちゃったみたいです。俺おれたちも外へ出ましょう」

「お待ちください、ユウタ様。まだミサキさんが……」

　言われてハッと気が付いた。

　そうだ、あいつは一人で展望台に登ったままだ。

「アクセリアはベルベリンデさんと一緒に外で待っててくれ。俺おれは三み咲さきを探すから」

　そしてエレベーターに向かおうとしたその時、突然グラインダーで金属を擦るような音が耳をつんざいた。

　ギュイイイイイイイイイィィィィィィィ…………ガァン[image: かんたんふ]

　凄すさまじい爆発音が響き渡り、エレベーターの周囲が一瞬で白い煙に覆われる。

「うわあっ[image: かんたんふ]」

「きゃああああああ！」

　閉ざされた視界の中、あちこちで悲鳴が上がった。

「ゴホッ！　ゴホッ！　ア、アクセリア！　ベルベリンデさん！」

「ユウタ殿、こちらです！　姫様も無事です！」

「よ、良かった……一体何が？」

　煙はすぐに晴れ渡った。

　爆音がしたほうを振り返り、俺おれは言葉を失う。

「な……何だ、ありゃ………!?」

　三基並んだエレベーター、その真ん中の一基のドアが、ひしゃげて前に倒れていた。崩れた壁からは鉄骨が突き出し、すぐそばで案内係の女性が腰を抜かしてへたり込んでいる。

「まさか……エレベーターが、落ちたのか？」

　辺りから、恐怖に飲まれた人々のすすり泣きが聞こえてきた。

「三み咲さき……三み咲さきは!?」

　慌ててスマホを取り出し、三み咲さきの番号を呼び出すが、いつまで経たっても応答がない。

　その様子に気付いた警備員さんが、俺おれの腕をつかみ、ぐいっと物もの凄すごい力で引っ張った。

「君！　何をしているんだ！　早く外へ！」

「待ってください！　俺おれの友達が、展望台に！」

「いまエレベーターは使用不能だ！　危険だから、早く！」

　それでも粘ろうとする俺おれの肩を、ベルベリンデさんが叩たたく。

「ユウタ殿、姫様もおられる。ここは警備兵の言葉に従い一いつ旦たん外へ出ましょう」

「う……わ、分かりました」

　だが玄関のガラス戸を抜けた途端、俺おれたちは目の前に広がる光景に言葉を失った。

「────[image: かんたんふぎもんふ]」

　タワーの周辺は、直径五十メートルはあろうかという巨大な穴に囲まれていた。

　しかも穴は一つじゃない。あっちにもこっちにも見える。

　消防車のサイレンが鳴り響き、道を塞ふさいだ黄色いテープの向こう側では、下げ衆すな野次馬どもが我勝ちにスマホを構えている。

「な、なんだこりゃ……一体どうなってんだ？」

　だが不思議なことに、野次馬どものカメラは地面ではなく、上のほうに向けられていた。

　釣られて背後の空を見上げ、俺おれはハッと息を吞のみ込こむ。




「ウ、ウソだろ……？　タワーが……傾いてる[image: かんたんふぎもんふ]」




　　　　＊




　霞かすみが関せき中央合同庁舎第二号館の三階。自治行政局の会議室で打ち合わせをしていた美み羽うは、騒がしい声にふと資料から目を離した。

「東京タワーが──至急情報収集を──」

「いま東京消防庁から連絡が──」

「会議室を押さえろ！　いつでも対策本部を開けるように！」

　声が聞こえるのは、同じフロアにある消防庁のほうからだ。

「東京タワーで何かあったのでしょうか……？」

「さあ………」

　一緒に打ち合わせしていた職員が、スマホを見て顔を強こわ張ばらせた。

「どうやら、とんでもないことになっているみたいですよ……」

　急いで美み羽うもタブレット端末を取り出し、ネットニュースを確認する。

　そして、息を吞のんだ。

「東京タワーが……傾いている!?」

「烏う森もりさん、特別保護区域のメンバーは大だい丈じよう夫ぶですか？」

「彼らが向かったのはスカイツリーのほうですので、問題はないかと」

　ちょうどそこへ、LINEのメッセージ通知が入った。


《美み羽うさん、大変です！

　東京タワーで事故が起こって、三み咲さきが展望台に取り残されてます！

　連絡が取れません！》



「はあ[image: かんたんふぎもんふ]」

　慌てて返事を打ち込む。


《あなたたちは、スカイツリーに行ったはずでは？》

《行いき先さきを変更して東京タワーに来てます》



　ガタン！

　血相を変えて立ち上がった美み羽うの様子に、他の職員たちが怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「烏う森もりさん、どうしました……？」

　南西側の窓を見ると、一条の黒い煙が灰色の空へ向かって伸びている。

「すみません、急用ができましたので失礼します！」

　返事も待たずに会議室を飛び出し、廊下を隔てた消防庁へと走った。

　ドアを開けると、執務室内は電話の呼び出し音やがなり声で騒然とした空気を帯びていた。

「あの、状況はどうなっているのですか？」

　以前都庁の総務局で知り合った職員が歩いているのを見付け、美み羽うは咄とつ嗟さに腕をつかんだ。

「ああ、烏う森もりさん。実は、芝しば公園周辺で大規模な路面陥没が発生したみたいなんです」

「路面陥没？」

「ええ。詳しい原因は不明ですが、おそらく付近で行われている有ゆう楽らく町ちよう線虎とらノの門もん新駅工事の影響で地下水の流路が変わり、タワー周辺の地下に浸透していたのではないかと」

「現場は地下水の状況を把握していなかったのですか？」

「ぼくも専門家ではないので詳しいことは分かりませんが、地下水の状況を把握するのは簡単なことじゃないみたいです。道路の掘削工事なんかをすると、突然付近の地下施設の湧水がピタリと止まることもあるみたいですし」

「そうかもしれませんが、それにしても、どうして急にこれほど大規模な路面陥没が……」

「地下水によって削り取られた土砂が、何らかの原因でタワー真下を通る東とう電でんの飯いい倉くら芝しば公園管路へ一気に流入しちゃったと聞いています。おまけにこの長雨でしたから、被害はますます大きくなるばかりで」

「なるほど……しかし妙ですね。路面が陥没しただけで、あんなしっかりした作りの建造物が傾くとは……」

　職員はきょろきょろと辺りを窺うかがい、声を潜めて答えた。

「ここだけの話、基礎の位置が設計図とは少しズレてたみたいですよ」

「え!?　設計図と違うなんて、そんなことがあるのですか!?」

「しーっ！　ぼくも最初は耳を疑いました。けど、古い建築物ではそういうこともあるみたいです。以前都庁の人から聞いたんですけど、高度経済成長期に作られた橋の橋脚補強工事をやろうとしたら、橋脚を支える沈埋函ケーソンの位置がズレて施せ工こうされていたせいで、思わぬ大工事になってしまったことがあったとか」

　今こん日にちでは信じがたいことだが、そういう時代もあったということか。

「……ありがとうございます。状況が分かって助かりました」

　美み羽うは一礼すると、再び部屋を飛び出し、今度はエレベーターホールへと向かった。

（ダメだ。ここにいても埒らちが明かない）

　庁舎を出たところで、目の前の桜さくら田だ通りを走っていたタクシーを強引に呼び止める。

「お客さん、どちらへ？」

　東京タワーへ、と言いかけ、やめた。

　いま自分が現地に行っても、どうせできることは限られているだろう。

　それならば……。

「大おお手て町の東京消防庁本部へお願いします」

　ややこしい話だが、総務省消防庁と、東京消防庁はまったくの別組織だ。前者と区別するため、後者は東とう消しようと略されることが多い。

　日本における消防組織は自治体ごとに運用されており、東とう消しようもその一つである。

　一方、総務省消防庁は主に制度の整備・運用を担になう組織であり、実働部隊ではない。このため警察とは異なり、総務省消防庁は東とう消しようなどの各自治体消防本部に対する指揮権を有さない。

「あー、どっかで事故があったみたいだねぇ。道が混んでるから、ちょっと時間かかるかもしれないよ」

　だるそうな目で車列を眺める運転手に、美み羽うは鋭い口調で切り返した。

「可及的速やかにお願いします」

　一瞬きょとんとした運転手だったが、すぐに不敵な表情を浮かべ、ぺろりと唇を舐なめる。

「シートベルト、ちゃんと締めておいてね、お嬢ちゃん」




　　　　＊




　展望台が傾き始めたことに気付いた人々は、たちまち恐きよう慌こう状態に陥った。

「まだ壊れていないエレベーターは!?」

「ダメだ！　ボタンを押しても全然反応しない！」

「そうだ、外階段があるじゃないか！」

　誰だれかの声をきっかけに、人々が一斉に走り出す。

「あ、あたしも……」

　三み咲さきも慌ててその後を追いかけようとするが、後ろから走ってきた中年男性に突き飛ばされ、前のめりに倒れてしまう。

「あうっ！　痛たたたた～～」

　その拍子に、スマホがポケットから落ちてカラカラと床の上を転がった。

「あ……あたしのスマホ………」

　拾おうと手を伸ばした瞬間、

　バキッ！

　黒い革靴が小さな端末を踏み抜き、透明なパネルに無数のひびが走った。

「あ!?」

　慌てて手に取ったが、液晶画面は真っ暗で、いくら電源ボタンを押しても反応しない。

「そ、そんなぁ……」

　涙がじわりと浮かんでくる。

　その時、誰だれかがポンと三み咲さきの肩を叩たたいた。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　振り向くと、そこには見覚えのある人影が。

「ゆ、由ゆう太た!?　じゃなくて、えー…っと、たしかおじさんは、週刊桜おう花かの記者さん？」

「葦あし津づだ。怪け我がはしてないか？」

　大だい丈じよう夫ぶ、と答えようとして、鋭い痛みに思わず顔をしかめた。

「………っつ！」

「転んだ拍子に足をくじいたな。ほら、つかまって」

　差し出された手を握りながら、三み咲さきはふと首を傾かしげる。

「あ、ありがと……でも、おじさんどうしてここに？」

　葦あし津づは「あ～～～」と頭を搔かいてから、ばつが悪そうに答えた。

「ホテルの前で待ってたら君らが出てくるのが見えたんで、追いかけてきたんだ」

「んっと、張り込み……ってやつ？」

「まあ、そういうことだ。言っておくが謝らないぞ。ボクは世の中に必要だと思った取材をしているだけだ」

　強がる葦あし津づの姿を見て、三み咲さきはぷっと吹き出した。

「し、失礼だな、笑うなんて」

「ごめんなさい。でも、こんな状況だってのに、おじさんがふつうのこと言うもんだから、なんかホッとしちゃって」

　涙をにじませる三み咲さきの姿に、葦あし津づは毒気を抜かれたような表情を浮かべる。

「なんか意外だな。ボクはもっと嫌われてるかと思ってたんだが」

「別に好きなわけじゃないよ？　けど、おじさんは自分が正しいと思うことをやってるだけなんだよね。いま自分で言ってたじゃん」

「ん……まあ、そうだ」

　三み咲さきが何とか立ち上がれるのを確認して、葦あし津づはクイッと背後を指差した。

「とりあえず階段へ向かおう。このままじゃ危険だ」

「うん」

　葦あし津づに肩を支えてもらいながら、三み咲さきは階段室へ向かう人々の後を追った。
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　一方その頃ころ、タワーの外は、ものものしい空気に包まれていた。

「ユウタ様、塔の中心部から炎が……」

　言われて見ると、タワーの中心を貫くエレベーターシャフトのガラスが割れ、黒い煙がもくもくと吹き出している。その内側ではヘビの舌のような炎がチロチロ見え隠れし、隣接する外階段を執しつ拗ように舐なめ回していた。

「消防車は、路面が陥没してるせいで入れないみたいだな……」

　先ほど黒い防火衣を着た消防士たちが、連結した長いホースを抱えてフットタウンへ駆け込んでいったばかりだ。

　おそらく人力で消火するつもりなのだろうが、そもそもあんな高さまで水が届くのだろうか。

「ユウタ様、ミサキさんは大だい丈じよう夫ぶでしょうか……？」

「心配するな。いま消防士さんたちが助け出してくれるさ」

　とは言ってみたものの、火の勢いが弱まる様子はない。それどころか、しばらくするとフットタウンから、消防士たちが慌ただしく駆け出してくるのが見えた。

「あれ？　どうしたんだ？」

　身振り手振りで周囲の人たちに何かを呼びかけている。

「離れて！　早く！　そこ、危ないから身を屈かがめて！」

　直後、

　ズズズズズズズズズズズズズズ………。

　フットタウンの入口から灰色の煙が湧わき出し、黒い防火衣の消防士たちを飲み込んでいった。
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　東とう消しよう本庁の警防部に駆け込んだ美み羽うは、係員の案内でエレベーターに乗り込んだ。

「お話は総務省さんのほうから伺っております。例の異世界人関係者がタワーの事故に巻き込まれているとか」

　タクシーでの移動中、本省を通じて東とう消しようの幹部に一報入れておいてもらったおかげで話がスムーズに進む。

　やがてエレベーターが停止し、美み羽うは一ひと際きわ大きなフロアへと案内された。

「こちらへどうぞ。警防部の幹部も集まっております」

　都内二箇所ある災害救急情報センター。うち二十三区を統括するここは、総合指令室と呼ばれている。

　ずらりと並んだ端末に、ヘッドセットを装着したオペレーターたち。正面のパネルに表示されているのは、都内千隊を超える小隊の活動状況だ。

　美み羽うが部屋に入ったちょうどその時、指令室内でどよめきが起こった。

「外階段が……崩落した！」

　右前方の大型モニタには、指揮隊から送信されてきた現地の様子が映されている。

　その大画面の中で、いままさにタワー中央を貫く外階段が崩れ落ちようとしていた。

「ど、どうして階段が……!?」

　モニタを食い入るように見詰める美み羽うに、幹部付の職員が状況を説明する。

「傾斜時のショックで三基あるエレベーターのうち、一基のワイヤーが切れて落下したそうです。その際、摩擦で潤滑油に火が付き、隣接する階段に延焼した模様です」

「延焼？　鉄製の階段が燃えてしまうのですか？」

「燃えると言うよりは、焼けると言うべきでしょう。鉄骨は、熱にさらされ続けると急激に強度が弱まります。特に東京タワーで使われているＳＳ４００という鋼材は、耐熱性に優れておりませんので、四百度程度で一気に引張強度が落ちると聞いております」

「四百度……」

　たしか、ろうそくの炎でも中心が六百度、表面は千度以上になると聞く。たかだか四百度の耐熱性など、気休めにもならないレベルだ。

「あの……耐火塗装などは施していなかったのですか？」

「タワーの塗装に用いられているフタル酸樹脂系塗料は主に防ぼう錆せいに使われるもので、耐熱温度は八十度程度しかありません」

「そんな……それでは火災に対してほとんど丸裸も同然ではないですか」

「何年か前にも森もりタワーで老朽化したワイヤーの破断に伴う発煙事故があったのですが……東京タワーは対策を取っていなかったようです」

　背後では、警防部長と思おぼしき壮年の男性が苦虫をかみつぶしたような表情を浮かべていた。

「……付近のビルからの避難を急がせろ。それから六本部のハイパーも特とく命めい出しゆつ場じようさせておけ。タワーが倒壊してから出しても間に合わない」

　その指示からは、タワーの崩壊を前提とした敗北感がにじみ出ている。

「部長、救命索発射銃を使ってみてはいかがでしょうか」

　幹部の一人の言葉に、そばでモニタを睨にらみ付つけていた主査が答える。

「残念ながら、それは難しいと思います。救命索発射銃は、水平で撃てば二百五十メートルくらい届きますが、垂直射程はせいぜい百メートル。大展望台一階の高さが百二十メートルほどですので、とても届かないかと……」

「外の鉄骨を伝ってもダメか」

「危険すぎます。それに、エレベーター火災の余熱が残っている恐れもあります」

「もはや打つ手なしか……」

　消防車両は近づけない。

　階段とエレベーターも崩れ落ち、足元のフットタウンに入ることさえためらわれる状況。

　一体どうすれば……。

　うなだれる警防部長の姿を見て、美み羽うは思わず口を挟んだ。

「あの……ヘリコプターは使えないのでしょうか？」

「タワーの構造上、展望台にヘリで近付くのは難しい。ローターのブレードが鉄骨の干渉を受けてしまう」

　言下に否定する警防部長。

　たしかにそうかもしれないが、ここで諦あきらめたら他に方策はない。

　何か、何か手段はないのか……。

「上から行く、というのはどうでしょう」

「上から？　どうやって？」

「これをご覧ください」

　美み羽うは、大画面に映されたタワーの頭頂部を指し示した。

「タワーの頂点はアンテナになっておりますが、そこには作業用のはしごが設置されております。ここにヘリで接近し、上空から救助隊員を降下させるのです」

「な……アンテナにだと!?　バカな、危険すぎる！　それに、もしうまくレスキュー隊員を降ろせたとして、そこからどうやって要救助者を救出するんだ！」

「……ロープで下りる、というのはいかがでしょう」

「ロープで!?　ハッ！　あり得ない、時間がかかり過ぎる！　その間にタワーが倒れてしまう！　君は救助隊員を巻き込む気か！」

「では、先ほどお話しされていた救命索発射銃を用いて、付近のビル屋上へ向けて斜めにロープを張りましょう。これなら幾分か救助効率も上がるのではないでしょうか」

「たしかに斜めブリッジ救助は消防救助技術大会の種目にもなっているが、その時の高さはせいぜい七メートル程度だ！　高さ百メートルの斜めブリッジなど前ぜん代だい未み聞もん！　素人しろうとが思い付きでいい加減なことを言わないでもらおう！」

「しかし、他に方法はありません」

　激げき昂こうする警防部長に、毅き然ぜんとした態度で食い下がる美み羽う。

　そばで聞いていた主査が、ヘッドセットを外して警防部長に声をかけた。

「部長。試しに江こう東とう航空センターの航空消防エア救助機動部隊ハイパーに連絡を取ってみてはいかがでしょうか。こういう事態ですので、現場の意向を聞いてみるのも一案かと」

　主査の考えは、警防部長も美み羽うも即座に理解できた。

　一見前向きに聞こえる提案だが、その実は、要するに現場の人間に断らせようということなのだ。さすがの美み羽うも、実働部隊にノーと言われては無理も言えないはず。

　だがその一方で、もしかしたら彼らなら「やります」と言ってくれるかもしれない。

　そんなかすかな望みもあった。

「……分かった。江こう東とう航空センターにつないでくれ」

「はい」

　そして主査がマルチ台のデジタル無線端末に手を伸ばそうとしたその時、

「──待ちなさい」

　不意にそれを呼び止める声があった。

　金地に三ツ星の階級章を付けた制服姿の男が、美み羽うたちの前に立つ。

「あなたは……装備部長？」

「航空隊は、警防部ではなく装備部に所属しています。勝手なことはしないでいただこう」

　縄張り争いとも取れる場違いな発言に、警防部長が食ってかかった。

「装備部長！　失礼ですが、いまはそんなことを話している場合ではないでしょう！」

「いいえ、ヘリは出せません。そんなことは、わたしが絶対に認めない」

　コールが鳴り響く指令室の一角で、重苦しい沈黙が降りた。
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　煙が晴れ渡ると、外階段の崩壊した無む惨ざんなタワーの姿があらわになった。

　ギギギギギギ……と耳みみ障ざわりな音が鳴り響き、傾斜がみるみる大きくなる。

「皆さん、至急ここを離れてください！　危険です！　いますぐここを離れてください！」

　オレンジ色の救助服を着たレスキュー隊員が、ノドを嗄からして呼びかけていた。

　フットタウンの窓ガラスが割れ、鼻を衝つくような刺激臭と共にオレンジ色の炎が溢あふれ出だす。

「ユウタ殿、一いつ旦たんこの場を離れたほうが……」

「分かってます、ベルベリンデさん。けど、三み咲さきが……」

　迷いながらタワーを見上げたその時、ズボンのポケットでスマホがブルブルと振動した。

「三み咲さきか!?」

　だが、液晶画面に表示された番号は見慣れないものだった。

「……もしもし？」

《漆うるし原ばら由ゆう太たくんの携帯電話かい？》

「そうですが、どなたですか？」

《ボクだよ。週刊桜おう花かの葦あし津づだ》

「週刊桜おう花か……？　ああ、あの時の。すみませんが、対談の件でしたら後に──」

《ボクはいま、和わ栗ぐり三み咲さきさんと一緒に東京タワーの大展望台にいる》

「え!?」

《君らを追いかけていたら、たまたま一緒になったんだ。和わ栗ぐりさんから君の番号を聞いてかけてみたんだが、つながって良かったよ》

「三み咲さきは……三み咲さきは無事なんですか!?」

《この状況を無事と言っていいのか分からないが、いまのところ大きな怪け我がはしていない。ただ、さきほど階段室に向かった際に少し火傷やけどをしてしまって……》

「火傷やけど!?」

　一瞬、気が遠くなりかけた。

「三み咲さきに代わってください！　お願いします！」

《もちろんそのつもりだが、その前に救助の状況を教えてくれないか？　ここからじゃよく分からないんだ》

「それが……俺おれたちもよく分からないんです。でも、どんどん消防隊の人が集まってきてます。きっと、もうすぐなんとかしてくれると思います」

　さきほどフットタウンから消防士たちが逃げてきて、自分らにも避難指示が出されているとは言えなかった。

《そうか、情報ありがとう。それじゃあ和わ栗ぐりさんに代わるよ》

《──もしもし、由ゆう太た!?》

「三み咲さき！　無事か!?」

　元気そうな声を聞いて、ホッとすると同時に涙が出そうになった。

　わずか三十分程度離れただけなのに、まるで何年も顔を合わせていなかったみたいだ。

《こっちはぜんぜん平気だよ！》

「葦あし津づさんから、火傷やけどをしたって聞いたけど……」

《にゃはは！　こんなのかすり傷だってば！　痛くもかゆくもないもん！》

「そ、そうか……」

《それより由ゆう太た、いまどこにいるの？》

「タワーのすぐそば、芝しば公園の出口辺りにいる。アクセリアとベルベリンデさんも一緒だ」

《由ゆう太た、早くそこから離れて。タワーの近くは危険だよ》

「けど、お前がまだタワーの中にいるのに……」

《お願い、由ゆう太た。あたしなら平気だから》

「三み咲さき……」

《大だい丈じよう夫ぶ、青あお根ね島しま一のラッキーガールを信じて。あ、でもお姉ちゃんにはこのこと内緒にしといてね。お姉ちゃん、ショックで気絶しちゃうかもしれな──ザザッ》

「三み咲さき!?　おい、三み咲さき[image: かんたんふ]」

　プツ。プー、プー、プー……。

　突然ノイズが入り、通話が途切れた。

　通信にトラブルが発生したのか、それとも向こうのスマホの電池が切れたのか。

「ふう………」

　俺おれは息を吐き出し、すくっと立ち上がる。

「よし、行くか」

「………？　ユウタ殿、どこへ？」

「俺おれ、ちょっくら三み咲さきを助けに行ってきます」

「ミサキ殿を、助けに!?」

　ベルベリンデさんがぎょっとした表情を浮かべた。

「三み咲さきの声、震えてたんです。あいつ本当はものすごく怖いのに、一生懸命隠して『平気だ』『大だい丈じよう夫ぶだ』って……」

「し、しかし、どうやって助けるつもりですか？」

「俺おれには精霊魔法があります。普通の人にはできないことでも、俺おれならできるはずです」

　ベルベリンデさんが立ち上がり、歩き出そうとする俺おれの行く手を塞ふさいだ。

「やめておきなさい。死にに行くようなものです。それに、姫様を置いていかれるつもりですか？　もしそうなら、このベルベリンデ、容赦はしませんぞ」

　だが、俺おれは立ち止まらない。

「すみません、ベルベリンデさん。お説教なら後でいくらでも聞きます。けど俺おれ、どうしても三み咲さきを置いて逃げ出すわけにはいかないんです。アクセリアも、分かってくれるよな」

　振り返ると、そこにアクセリアの姿はなかった。

　代わりに、いつの間にか俺おれの隣で、ベルベリンデさんと向かい合うように立っている。

「わたくしも行きます」

「姫様!?　何をおっしゃるのです！　姫様にもしものことがあったら、わたしは……」

「心配をかけて申し訳ありません。ですがベルベリンデ、わたくしはユウタ様の妻です。愛する夫が命をかけるのであれば、運命を共にするのが真の妻。たとえあなたであっても、わたくしを止めることはできません」

「姫様………」

　ベルベリンデさんは放心したようにうなだれた。そして……再び顔を上げる。

「………お強くなられましたね、姫様」

　いままで見たこともない優しい笑顔。

　姉が妹を見守るような、慈愛に満ちた眼まな差ざし。

「では、このベルベリンデもお供しましょう。よろしいですね、ユウタ殿？」

「どうせ止めても付いてくるんでしょ？」

　無言で力強く頷うなずくベルベリンデさん。

「まずは、あのオレンジ色の服を着た邪魔者を片付ければ良いですか？」

「ダメダメダメ！　あの人たちはレスキュー隊の人なんだから！」

　いきなり物騒なこと言い出したぞ、この女騎士！

「しかし、彼らがいる限り、塔へは近づけませぬが？」

「ま、まあそうなんですけどね……」

　考えあぐねる俺おれのそばで、アクセリアがきょろきょろと周囲を見回した。

「ユウタ様、あちらを通るのはいかがでしょう」

　指差した先にあるのは、赤レンガ風のタイルで化粧された瀟しよう洒しやなオフィスビル。

「芝しば公園ビル？　あれがどうかしたのか？」

「裏手からあの建物に入り、正面に出て塔へ近付くのです」

　アクセリアらしからぬ大胆な発言に、ぎょっとして顔を見返す。

「たしかにそれならレスキュー隊の人にも気付かれないで近づけそうだけど……ビルの正面は路面陥没があって通れないぞ？」

「ふつうの方でしたらそうでしょう。しかし、ユウタ様には土魔法がございます」

「あ………」

　俺おれが使える魔法と言えば、せいぜい巨大なアクセリア像と土のフィギュアを作り出すことくらいだ。しかし、うまくやれば橋代わりにして穴を越えることもできる。

「いいぞ、ナイスアイディアだ！　よし、それじゃあその方法で行こう！」

　アクセリアの奇策に従い、俺おれたちは木立の向こうにそびえるビルの通用口へと向かった。

　そこに何が待ち受けているかも知らずに……。
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　ビルの中は薄暗く、森閑としていた。

　天井の蛍光灯がチカチカと明滅し、水の流れる音が足元から不気味にこだまする。

「大だい丈じよう夫ぶ、誰だれもいないようです」

　通路の角からひょこっと顔を出したベルベリンデさんが、後ろにいる俺おれたちへ合図を送った。

「よし、急ごう。フットタウンにも火の手が回ってたから、早くしないと手遅れになっちまう」

　ベルベリンデさんの後に続き、俺おれたちは玄関へ向けて駆け出す。と、その時。

「待たれよ、ユウタ殿！」

　ベルベリンデさんの声に、俺おれたちは慌てて立ち止まった。

　カツーン、カツーン、カツーン。

　石畳を打つ硬い足音。

「ユウタ様、あれは……」

　逆光差し込む暗いエントランスホールに、青いバイザーが閃ひらめく。

「まさかスカイツリーではなく東京タワーに来ていたとは、まったく困った人たちでござるよ」

「ロロ!?　お前、どうしてここに……？」

「東京タワーに来ているのであれば、由ゆう太た氏は必ずここを通ると分かっていたでござる。まあ拙せつ者しやが知っているルートとは、少し違うルートでござったがな」

「ルート？　なんかよく分かんねえけど、お前も三み咲さきを助けに来てくれたんだよな。お前が力を貸してくれるってんなら百人力だ」

　俺おれは世界で最も心強い仲間を得た気分でロロに手をさし伸べた。

　が、その肩をベルベリンデさんがつかむ。

「ユウタ殿、待たれよ。様子がおかしい。あの者から強烈なプレッシャーを感じます」

「プレッシャー？」

　私服姿のロロは、バイザーの下でニッと口角を上げた。

「さすがベルベリンデ氏、よく分かっているでござるな。拙せつ者しやは由ゆう太た氏を手伝うためではなく、止めるためにここへ来たのでござるよ」

「止めるため？　一体どういうことだ、ロロ？」

「由ゆう太た氏、悪いことは言わない。三み咲さき氏のことは……諦あきらめるでござる」

「な、何!?」

　思いもよらぬ言葉に、混乱しながらロロの顔を見返した。

「彼女を助けたいのはやまやまでござるが、こうなった以上、もう手遅れでござるよ。巻き添えを食う前に、由ゆう太た氏だけでも逃げるでござる」

「ふ、ふざけんな！　お前、本気でそんなこと言ってんのか!?」

　たちまち怒りが沸点を超え、思わずロロの襟えりにつかみかかる。

「苦しんでる仲間を見捨てて帰れだなんて、それが伝説の勇者の言うセリフかよ！」

「残念ながら、これが勇者のセリフでござる。あの子のことを思うなら、見捨ててやるのが真の思いやりでござるよ」

「てめぇ……まだそんなことを！　お前に三み咲さきの何が分かる！　三み咲さきを見捨てるなんてこと、俺おれは絶対に認めねえぞ！」

　逆上のあまり、つかんだ胸ぐらを力まかせに揺さぶった。

　その拍子に、ロロの顔を覆うバイザーが外れて落ちる。

　カラン──。

「え………？」

　露あらわになった、勇者の素顔。その面影に、俺おれは愕がく然ぜんとして次の動作を見失った。

　背後でアクセリアたちがハッと息を吞のみ込こむ。

　バイザーの下から現れた勇者の素顔、それは──。




「三み咲さき!?」




　俺おれの幼おさな馴な染じみと瓜うり二つだった。

「あーあ、見られちゃった」

　三み咲さきの顔をした勇者は、悪戯いたずらがバレた子供のような表情で肩をすくめた。

「ちょ、ちょっと待て、一体どういうことだ？　三み咲さきはいまタワーの展望台にいるんじゃ……」

「そう、由ゆう太たの言うとおり。『この時代のあたし』は、いまタワーの展望台にいるよ」

「この時代の？　お、おい、こんな時に何冗談なんか言ってんだ。ぜんぜん笑えねえぞ？」

　困惑する俺おれの肩に、アクセリアの指がそっと触れる。

「ユウタ様、ロロさんがおっしゃっていることは冗談ではないようです。彼女からは、ミサキさんとまったく同じ気配がします」

「同じ気配……？　ウソだろ……？」

「ウソではございません。先ほどまで超金属オリハルコンに遮断されていたミサキさんの気配が、いまはハッキリ伝わってまいります」

　胸ぐらをつかんでいた手が自然と解ほどけて落ちた。

「じゃあ、本当に……？」

「そうだよ由ゆう太た。あたしは……本物の三み咲さきだよ」

　ガンと頭を殴られたようなショックに襲われ、目の前が真っ白になった。

「ど、どうして三み咲さきが二人も……」

「その答えは、これだよ」

　三み咲さきは襟えり元もとのボタンを外し、シャツの下から見覚えのあるペンダントを取り出した。

「それは……リリガルド城で地震の後片付けをしていた時に拾ったペンダント？」

「そう。そしてこれは、持ち主が死ぬ瞬間にだけ発動する、過去への転生機能を持った魔導具だったんだよ」

「過去に転生する、魔導具!?」

「未来のあたしはね、このペンダントの力を借りて、生前の記憶を残したまま望んだ過去へ転生することができたの」

　光を反射して輝くペンダントに、三み咲さきは目をすがめる。

「み、未来から……!?　でも、一体どうしてわざわざこの時代に？」

「それはね」

　逆光を背に浴びながら、三み咲さきが泣き笑いのような表情を浮かべた。

「この時代の由ゆう太たとアクセリアちゃんは……あたしを助けようとして死んじゃうからだよ」

「───────[image: かんたんふぎもんふ]」

　俺おれの隣で、アクセリアが紫色の唇をわなわなと震わせていた。

「あたしはね、その未来を変えるためにやってきたの」

　三み咲さきは、はるか遠くを見詰めながら、ゆっくりと歩き出す。

「由ゆう太たとアクセリアちゃんを助けようと、あたしは何度も、何度も、何度も何度も何度も何度も何度も何度も転生を繰り返した。何十回も何百回も何千回も、数えきれないほどの生を体験した。でもね、不思議なことに、どれだけ頑張っても運命は変わらないんだよ」

　ひんやりとしたエントランスホールに、硬い足音が静かに響く。

「二人はあたしを助けようとして、必ず死んじゃう。もう、やんなっちゃうよね」

　ふと足を止め、三み咲さきは天井を見上げた。

「けどね、ある時あたし気付いたの、まだ一つだけ試していない方法があるってことに」

「そ、それは……」


「……あたし自身を、殺すっていう方法だよ」



「[image: かんたんふぎもんふ]」

「でもね、これがまた難しいんだぁ。あたし自身が死んじゃったら、その後あと由ゆう太たたちが助かったかどうか分からないでしょ？　おまけにいくら死のうとしても、由ゆう太たやアクセリアちゃんが頑張ってあたしのこと助けちゃうし」

　当然のことだ。三み咲さきが自分の命を断とうとしたら、どんな手段を使っても、俺おれは全力でそれを阻止する。たとえそれが三み咲さきの意に沿わないことだとしても。

「だからね、あたしは二つの方法を考えたの。まず一つは、あたし以外の人間に転生すること。そしてもう一つは、たとえどんな邪魔が入っても、それを排除してあたしを殺せるだけの力を手に入れること。んで、その条件にバッチリ合ったのが、勇者になるってことだったわけ」

「……そういうことか。お前がアクセリアたちを異世界ユングリングへ帰そうと躍起になってたのも、そうすることで、東京行きをなしにするためだったんだな？」

「ご明察☆」

　得意の横ピースで、三み咲さきが片目をパチリと閉じて見せる。

「あの、ミサキさん。一つだけ、お尋ねしてもよろしいでしょうか」

「なぁに、アクセリアちゃん？」

「そのペンダントがいくら優れた魔道具だとしても、さすがに異なる世界の人間に生まれ変わるほどの力は備わっていないと思うのですが」

「さっすがアクセリアちゃん！　鋭い質問だね！」

　アクセリアの問いに、三み咲さきはくすりと笑みを浮かべた。

「ねえ由ゆう太た、うちの高校の担任の先生の名前、憶おぼえてる？」

「へ？　あの、非常勤で来てくれてるお爺じいちゃん先生のことか？　たしか黒くろ須す先生って……」

「その名前、どこかで聞いたことがあると思わない？」

「いきなり何だよ、藪やぶから棒に。別に聞いたことなんて…………ん？」

　ハッと気付き、俺おれはベルベリンデさんのほうを振り返った。

「どうなされた、ユウタ殿？」

「たしか、ベルベリンデさんの剣術もクロス流って……」

　腕組みをした三み咲さきが、うんうん頷うなずく。

「やっと分かった？　実はね、その黒くろ須す先生の家に、異世界へ渡る禁きん呪じゆについて書かれた魔導書があったの」

「それじゃあまさか……黒くろ須す先生の家って、ベルベリンデさんの家の祖先!?」

「むむっ!?　そうなのですか!?　たしかに、言われてみればあの御ご仁じんが放つ気配や所作は、クロス流に通ずるものがありました……」

　そういや二人は夏休み明けに学校で顔を合わせてたな。

「俺おれも妙だとは思ってたんだよ。ベルベリンデさんは最初からなぜか日本語話すことができたし……たしかひいお爺じいちゃんから教わったって言ってましたよね」

「左様。クロス流の奥おう義ぎも曽そう祖父より教わりました」

「で、三み咲さきの剣術がクロス流刀殺法と似てたのも、その辺に理由があったってわけだ」

「まあね。黒くろ須す先生が『魔導書を欲しくば儂わしから一本取ってみよ！』なんて言うもんだから、ベルベリンデさんに修行してもらったんだよ」

「ふむ。つまりミサキ殿は、我が弟で子しということになるわけですな」

「そゆこと。そしてあたしは異世界ユングリングの勇者に転生して、いまここに戻ってきたってわけ。魔導書には異世界ユングリングから日本へ戻ってくる方法は載ってなかったから、魔王をやっつけて、世せ界かい樹じゆの方はこ舟ぶねを奪い取った上でね」

「三み咲さき。お前、本気なのか……？　本気で自分を殺そうなんて考えてるのか？」

「そりゃ、あたしだって助けられるものなら助けたかったよ。けど、こうなった以上助けるのはもうムリ。残された方法は、あたし自身を殺すしかない」

　三み咲さきは腰をかがめ、床に落ちたバイザーを拾い上げる。

「でも、お前死んじまうんだぞ？　お前は自分自身を殺すために、そんなボロボロになってまで、この世界へ戻って来たっていうのか？」

　前にロロ……三み咲さき自身が言っていた。魔王との戦いのせいで、肉体も魔力系もボロボロになってしまったと。だからこいつは痛みをほとんど感じないし、食べたものの味さえよく分からない。楽しみとか、そんなものをすべて忘れ去った、哀かなしい勇者の残ざん骸がい。

「由ゆう太た」

　バイザーで自分の目を覆いながら、三み咲さきが静かな声で言った。

「由ゆう太たはね……あたしのことを選んじゃいけないんだよ」

　仮面の下で、キュッと唇が結ばれる。

「だから、そのまま引き返して。お願い」

「三み咲さき、お前……」




「お断りします」




「え？」

　会話を遮ったのは、アクセリアだった。

「ミサキさん。わたくしたちは、決してミサキさんを諦あきらめません。たとえミサキさん自身が諦あきらめたとしても、わたくしたちは……絶対にあなたを諦あきらめません！」

　バイザーの陰で、三み咲さきがふと哀かなしげな笑みを浮かべたような気がした。

「ありがとう、アクセリアちゃん。でもね、あたしは数え切れないほどいろんな方法を試したの。そして、すべてダメだった。だからごめん……少し大人おとなしくしてて！」

　言うや否いなや、三み咲さきの手から白い電撃が放たれた。

「う、ぐあああああ！」「きゃあああああ！」「くっ、うぅっ！」

　俺おれたちは床に押し倒され、そのまま大理石調のフロアの上を滑っていく。

「由ゆう太た、たとえボロボロでも、あたしは伝説の勇者なんだよ？　あたしがその気になれば、由ゆう太たたちを止めるのなんて簡単なんだから」

　気が付くと、俺おれたちは狭いエレベーターの中に押し込められていた。

「前に言ったよね。勇者が使う魔法の特性は二つ。一つは天候を操ること。そしてもう一つは電磁界を操ること」

　三み咲さきが手をかざすと、配電盤からバチバチ音がして、金属ドアがゆっくり動き出す。

「くそっ、俺おれたちをここに閉じ込める気か!?」

「違うよ由ゆう太た。閉じ込める気じゃなくて、動けなくした上で閉じ込める気だよ……鉄化魔法アダマース！」

　三み咲さきの手から白い光が放たれた直後、俺おれたちの全身を銀色の金属が覆い始めた。

「な、何だこれ!?　身体からだが……動かない！」

「これは相手の肉体を鋼鉄に変える完全防御魔法。しばらく動けなくなるけど、魔法が効いてる間はほとんどのダメージを無効化できるから安心して。まあ、さすがに東京タワーから落ちたら粉々になっちゃうけどね」

　分厚いスライドドアが、静かに閉じていく。

　外の光は細い線となり、やがて完全に押し潰つぶされた。
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　暗いエレベーター内では、換気扇の回る音だけが静かに響いていた。

（さて、参ったな。指一本動かすことができねえ。おまけにこんな時に限って、尻しりがかゆくなってきやがった……）

　こんな状態では呼吸もできないはずだが、魔法の力のおかげなのか、息苦しさは感じない。それに、ちゃんと目も見えている。

（三み咲さきのやつ、閉じ込めるだけじゃなくて身体からだの自由まで奪うとは……やっぱり本気なんだな）

　この執しつ拗ようなまでの念の入れようが、三み咲さきの覚悟の強さを物語っている。それに気付くと同時に、自分の心がかすかに揺らぐのを感じた。

（あいつはマジで自分自身を殺そうとしている。それもこれも、すべて俺おれたちを思ってのことだ。その気持ちを無視して助けることが、本当にあいつのためになるんだろうか……）

　その時、ドアの向こうから、かすかな物音が聞こえてきた。

〝……すん、くすん〟

（誰だれかが泣いてる……三み咲さきか？）

　一生懸命声を押し殺そうとしているようだが、抑えきれずに漏れてしまっている。

（あの野郎、俺おれらをエレベーターの中に押し込めたからって油断しやがって、ちゃんと聞こえてるんだよ）

　もう居ても立っても居られなかった。

　三み咲さきが泣く声を聞かされる、一分一秒が狂おしいほどに耐えがたい。

（けどなあ、どうやってこの魔法を解けばいいのやら。こんな固くなった身体からだを動かす方法なんて……）

　ん？

（いや、待てよ。俺おれ、固い物なら前に動かしたことあったよな……）

　ひと月ほど前、観光振興のために土で作ったフィギュアを自在に動かす魔法を編み出し、最終的には火事場のクソ力で巨神像まで動かしてやった。

（成功するかどうかは分からない。けど……やってみる価値はある）

　───土の精霊よ、俺おれに力を貸してくれ。

　俺おれは心の中で精霊に呼びかけた。

　身体からだが緑色の光に包まれ、指先がぴくぴくと動き出す。

（お？　行けるか？）

　次第に動く部分は増え、腕が持ち上がり、脚も曲がるようになる。

（よし、これならうまくいくかも！）

　と思ったが、残念ながらそこまでだった。

　集中力が途絶え、魔法の光が消えてしまう。

（やっぱダメか……）

　諦あきらめかけたその時、アクセリアと目が合った。

（ん？）

　勘違いかもしれないが、アクセリアが何かを訴えかけているような気がする。

（アクセリア……何を言おうとしてるんだ？　あ、まさか……!!）

　俺おれと同じように、魔神クラーケンと戦った時のことを思い出しているのだとしたら、アクセリアも気が付いたはずだ。あの時、俺おれが使った魔法は、一人で発動させたものではなかったことに。

（でも、それは……）

　大だい丈じよう夫ぶ。

　アクセリアの目はそう言っているように感じた。

　大だい丈じよう夫ぶ、わたくしを信じてください。と……。

（くっ………すまん、アクセリア。ちょっとだけ力を借りるぞ）

　再び意識を集中し、土魔法を発動させる。

　だが、今度は一人で起き上がることが目的じゃない。

　俺おれはわずかに自由になった腕を伸ばし、アクセリアの肩に触れる。

　すると──。

　パアアアアアァァァァァァ！

　光が一気に強まり、身体からだの自由が戻ってきた。

　全身を覆う銀色の金属が、溶けるように輝きを失っていく。

「こんな魔法くらいで……俺おれの動きを止められると思うなああああああ！」

　パリン、と音を立て、俺おれを拘束していた魔法の金属は、粉々に砕け散った。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

〝由ゆう太た？　まさか、鉄化魔法アダマースを解いたの？〟

　分厚いドアの向こう側から、三み咲さきの声が聞こえてくる。

「ああ。一いつ旦たんコツをつかんじまえば楽勝だったぜ。もうこの魔法は効かねえぞ」

〝さすがは由ゆう太ただね。諦あきらめの悪さは青あお根ね島しま一だよ。けど、それでもあと一歩足りないかな〟

「へっ、負け惜しみ言ってもムダだぞ。あとはこのドアを開けるだけだからな」

　早速俺おれは、中央の隙すき間まに指を差し込もうとした。が、

　バチバチバチバチバチバチバチバチバチ！

「ぐあああああっつぅ！」

　眩まばゆい電光と強烈な痛みに襲われ、慌てて手を離す。

〝いまそのエレベーターは電撃の牢ろう獄ごくに覆われているよ。無茶すると大おお火傷やけどくらいじゃ済まないから、気を付けたほうがいいかもね〟

「お前なあ、そういうことは先に言えよ……」

〝言ってもどうせ触ろうとしたでしょ。だからほら、もうしばらく大人おとなしくそこで──〟

「ったく、先に聞いてりゃ、最初っからこれを出してたっつーの」

　そう言って俺おれが背中のバッグから取り出したのは、五百ミリのペットボトル。

〝……何それ？〟

「リリージョンさんからもらったペットボトル入りポーションだ」

〝ポーション？　そんなものを出して、何を──〟

「決まってるじゃねえか。飲むんだよ」

　肩を回して準備体操を済ませ、キャップをぐいっと捻ひねる。

「いまからちょっと騒がしくするけど、うるさかったら耳塞ふさいどけよ」

　そしてボトルの飲み口を歯でガッチリくわえ込み、ドアの隙すき間まに指を突っ込む。

〝ちょ、ちょっと、由ゆう太た？〟


「ふんがあああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　バリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリ！



　肉の焼け焦げる臭においが辺りに立ち込め、髪の毛が針のように逆立った。

　と同時に、

　ゴクッ、ゴクッ、ゴクッ、ゴクッ、ゴクッ……!!

　喉のどが上下するたび、めくれた皮膚がどんどん再生していく。

〝な、何やってんの由ゆう太た[image: かんたんふぎもんふ]〟

「うるへえ！　だぁってろ！」

　体毛が縮れ、髪の毛の先に炎が点つく。

　目と耳と鼻から血が溢あふれ出だし、流れた血が沸騰して泡立つ。

「ぬんごおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　メキ、めきめきメキ……。

　重いドアがゆっくり動き出し、わずかに開いた。

「だあらっしゃあああああああああああああああああ！」

　ガコン[image: かんたんふ]

　そして根負けしたドアは、一気に左右へ押し広げられた。

「ハァッ、ハァッ、ハァッ！　どうだ！　参ったかこの野郎！」

　ちょうど空になったボトルをペッと吐き出し、目の前で呆ぼう然ぜんと立ち尽くす三み咲さきを睨にらみ付つける。

「ゆ、由ゆう太た……どうしてポーションを？　これまでの転生では、そんなの持ってたこと一度もなかったのに……」

　全身から白い煙を立ち昇らせる俺おれの姿を見て、三み咲さきがふらりとよろめく。

　その拍子に、アクセリアとベルベリンデさんにかかっていた鉄化魔法も解除された。

「さあ、そこをどいてもらおうか、三み咲さき。俺おれたち先を急ぐんでな」

「くっ、まだそんなこと言って……!!　これ以上先には進ませないよ!!」

　三み咲さきは再び戦意を奮い起こし、俺おれたちの前に立ちはだかろうとする。

　だがその時、

　シュルルルル─────!!

「[image: かんたんふぎもんふ]」

　突如エレベーターの中からピンク色のリボンが飛び出し、三み咲さきの身体からだを縛り付けた。

「こ、これは……!?」

「……クロス流超ひも殺法奥おう義ぎ、超弦げん十一次元縛り」

「ベルベリンデさん！　……って、そのリボン、どっから取り出したの!?」

「ユウタ殿、ここはわたしに任せて姫様と先に進んでいただこう。弟で子しの粗相を懲らしめるのは、師の役割と決まっておりますのでな」

　リボンをぐいっと引っ張りながら、不敵な笑みを浮かべるベルベリンデさん。

「ありがとうございます、ベルベリンデさん！　よし！　アクセリア、行こう！」

「はい！」

「由ゆう太た！　行っちゃ駄目──っく!?」

　後を追おうとした三み咲さきの身体からだを、ベルベリンデさんのリボンが押しとどめる。

「三み咲さき、すまん……」

　異世界最強の二人を残し、俺おれとアクセリアはエントランスホールを飛び出した。
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　由ゆう太たたちが走り去った後、三み咲さきは怒りを押し殺した目でベルベリンデを睨にらみ付つけた。

「……いいの、ベルベリンデさん？　ベルベリンデさんがやろうとしてることは、アクセリアちゃんを不幸にすることだよ？」

「姫様を不幸にするだと？　フッ、貴殿はまだそんなことを言っているのか。だとしたら、貴殿はとんだ痴しれ者ものだな」

「あたしが痴しれ者もの？　どういう意味かな、ベルベリンデさん？」

「決まっているだろう。ミサキ殿がいない未来を……姫様が幸せに感じられるとでも思っているのか、このたわけが！」

「────────!!」

「さあ、剣くらいは貸してやる。丸腰の弟で子しをぶちのめしたとあっては、師の沽こ券けんに関わるからな」

　ふと三み咲さきが、口元に鋭い笑みを浮かべた。

「気遣い無用だよ、師匠」

　ヒュッ！

　直後、何かが二人の間を駆け抜け、リボンがはらりと床に落ちる。

　ロープを切ったのは、宙に浮いた長剣だった。

「こ、これは……？」

「覇者の剣。勇者だけが持つことを許された、異世界ユングリング最強の武器」

「異世界ユングリング最強の武器だと……!?」

「それだけじゃないからね。見てて……古いにしえより伝わる聖なる防具よ！　勇者の許もとに集え！」

　三み咲さきが手を掲げると、頭上に輝く魔法陣が現れ、中から目も醒さめるような青い金属の鎧よろいが降りてきた。

「勇者が命ずる！　鎧よろいよ、盾よ、兜かぶとよ、勇者の身を護まもれ！」

　命令するや否いなや、青く輝く防具は自ら意思を持つかのように三み咲さきの身体からだへ張り付き、たちまちその全身を重厚な装備で覆い尽くす。

「さ、始めよっか、師匠」

「……やれやれ。師匠に対して手加減なしとは、良いい弟で子しを持ったものだ。いいだろう。それではわたしも本気を見せてやる」

「師匠の本気は左ひだり利ききで、一番得意なのは剣じゃなくて暗器。ちなみにその服の下にはビキニアーマーを装着してる」

「………ほう」

　三み咲さきの確認に答えるように、ベルベリンデは衣服を脱ぎ捨てた。

　下から現れたのは、身軽なビキニアーマーと、全身を覆う暗器の数々。

「大当たりだ。褒めてやろう。だが貴殿が知っていたのは、所しよ詮せんそこまでのようだな」

「そのセリフを聞いたのも、今回の転生で七十三回目だよ」

「……………なるほど」

　ベルベリンデの背筋を、つつつ……と冷や汗が流れた。
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　大展望台は、すでに立っているのがやっとなほど傾いていた。

「レスキュー隊、来ないな……」

　葦あし津づ記者が溜ため息いきをつき、電池の切れたスマホを眺める。

　ギシ、ギシギシギギギギギギギギ……。

　再び鉄骨のきしむ音が聞こえ、三み咲さきは耳を塞ふさいだ。

「怖いかい？」

　三み咲さきはコクコクと頷うなずく。

「葦あし津づさんは、怖くないの？」

「ボクも怖いさ。けど、ちょっと嬉うれしいんだよ」

「嬉うれしい？」

「妙な話だけどね、ボクの妹も同じ怖い思いをして死んだのかなと思うと、ようやく自分も同じ気持ちになれたのかなって、ホッとしてるんだ」

「妹さん、死んじゃったの？」

「薬害肝炎で肝硬変を起こしてね。ボクがジャーナリズムの道を志すようになったのも、それがきっかけさ」

「そっか………」

　膝ひざを抱えて俯うつむいた三み咲さきは、きっと顔を上げ、葦あし津づに真剣な眼まな差ざしを向けた。

「まだ、諦あきらめちゃダメだよ」

「え？」

「妹さんも、きっとお兄さんに死んでほしいなんて思ってないよ。それに、葦あし津づさんにはまだやらなきゃいけないことがたくさんあるんでしょ？」

　窓の向こうに広がる空を見上げ、葦あし津づは肩をすくめる。

「そうだな。ボクの妹も最後まで頑張っていた。ボクも、もう少しがんばらなきゃいけないね」

　背中に冷たい壁の感触をたしかめながら、三み咲さきは膝ひざをぎゅっと抱え込んだ。

「あたしも頑張るよ、由ゆう太た……」
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　フットタウンの屋上に上がった俺おれとアクセリアは、瓦が礫れきの山を前に呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「こりゃ、凄すさまじいな……」

　辺りには砕けたガラスが散乱し、中央部は黒い鉄骨の山になっている。あちこち開いた穴から赤い炎が見え、化学塗料の焼けたいやな臭においがツンと鼻を衝つく。

「どういたしましょう、ユウタ様……」

　すでに頭髪の半分近く黒くなったアクセリアが、不安げな面持ちで俺おれに尋ねた。

「決まってる。登るさ」

　かろうじて骨組の一部が残っている。土魔法で足場を作りながら進めば、何とかなるはずだ。

　早速そばにある鉄骨に手をかけ、黒くろ鉄がねの山の登とう攀はんに挑む。

　が、

　ジュウゥゥゥ……!!

「ぐ熱っぁ！」

「ユウタ様!?」

　慌てて手を離し、皮がめくれた手の平にふーふー息を吹きかけた。

「ちっくしょう、まだ熱が残ってやがった……」

　肝心のポーションはもう使い切ってしまっている。せっかくここまで来たのに、一体どうすればいいんだ……。

　膝ひざを叩たたいて悔しがる俺おれの姿に、アクセリアが決然と立ち上がった。

「ユウタ様、わたくしが飛ひ翔しよう魔法を使います」

「え!?　いや、それはダメだ！　これ以上魔法を使ったら、ますますダークエルフ化が進んじまう！」

「ご安心ください、きちんと加減して使いますので。それに、完全にダークエルフ化するまでは、まだだいぶ余裕があります。ご覧ください、わたくしの髪。まだ半分は元の色が残っておりますでしょう？」

「そ、そうだけど……」

「お願いします、ユウタ様。わたくし、見ているだけなんてイヤです」

「アクセリア……」

　渋る俺おれを半ば強引に押し切り、アクセリアは精霊への祈りを始めた。

「風の精霊さん、わたくしに力を貸してください……」

　黄色い光が灯ともり、アクセリアの身体からだを包み込んでいく。

　だが、その祈りはすぐに中断された。

「くっ！　うぅ……!!」

「アクセリア!?」

　黄色の光が茶色く濁り、黒瑪め瑙のうのような闇に侵食されていく。

「う、う………ぐ」

　足元の床が波打ち、太い木の幹がみしみし音を立ててせり上がってくる。

「やめろ、アクセリア！」

　肩をつかんで激しく前後に揺すると、アクセリアはハッと我に返った。

「わ、わたくし……一体………？」

「やっぱり無理なんだ、やめておこう。それより美み羽うさんにお願いして、ヘリコプターを出してもらったほうがいい。展望台まで近づければ、きっと何か打つ手があるさ」

　呆ぼう然ぜん自じ失しつのアクセリアを、アーチ状にせり上がった木の幹に座らせ、俺おれはスマホを取り出す。

「もしもし、美み羽うさんですか？　実は──」

　緊急事態なので、手短に用件を伝えた。

「──というわけなんで、美み羽うさんの力でヘリコプターを出してもらいたいんです」

《……それは、できません》

「できない!?　どうして!?」

《詳しいご説明は後ほどいたします。いまはこちらも余裕がありませんので》

「み、美み羽うさん!?」

　プツ。ツー、ツー、ツー。

「ユウタ様、ヘリコプターは？」

「理由はよく分からないけど、どうやら出せないみたいだ……」

「そ、そうですか……」

　俺おれは頭上の大展望台を見上げ、自や棄けになって地面を蹴けり付けた。

「くそっ！　どうしてこうなっちまったんだ！　つい一時間くらい前まで一緒に買い物してたのに……なんであいつだけがこんな目に遭わなきゃいけねえんだよ！」

　くそっ！　くそっ！　くそっ！

　悪態を繰り返しながら、何度も何度もひびの入ったコンクリートを蹴ける。

　八つ当たりもいいところだが、俺おれにはそこ以外、怒りをぶつける場所がなかった。

「ハァ、ハァ、ハァ………」

　肩で荒い息をついていると、アクセリアがすっと立ち上がった。

　そして崩れ落ちた鉄骨の山の前で祈るような姿勢を取り、静かに両目を伏せる。

「ユウタ様……お許しくださいね」

「え？　アクセリア？」

「ダークエルフの力よ……」

　その言葉を発した瞬間、アクセリアの全身から黒い霧のようなものが吹き出し、渦となって巻き上がった。

「お、おい!?　何やってんだ!?」

　慌てて駆け寄ろうとするが、突風に阻はばまれて近付くことができない。

　そして足元の床が激しく振動し、生えかけた木の幹がざわざわと蠢うごめき出す。

「よせ、アクセリア！」

　ゴゴゴゴゴゴゴ………バゴォ！

　突如、闇が弾はじけ、積み重なった鉄骨が枯れ枝のように吹き飛んだ。

　その下からは、幹回り数メートルはあろうかという巨木が一斉に生え出し、螺ら旋せん状に絡からみ合あいながら、天へ向かって猛烈な速度で伸びていく。

「う、うおおおおおおおおおお!?」

　重なり合った幹はまたたく間に空を駆け抜け、そのまま大展望台の底に突き刺さった。

　ズウゥゥゥゥ………ン。

　漆黒の霧が晴れると、アクセリアがどさりと崩れ落ちるのが見えた。

「ア、アクセリア!?　おい！　しっかりしろ！」

　慌てて抱き上げると、アクセリアは虚うつろな瞳ひとみで手を伸ばす。

「あ……ユ、ユウタ様？　ここは……？　わたくし、どうしてしまったのでしょう……？」

　その手を俺おれは、ガシリと握った。

　綺き麗れいだった金色の髪は、もうほとんどが黒く染まってしまっている。

「もういい、喋しやべるな。ちょっと疲れちゃったんだよ。少し寝てろ」

　そう答えると、アクセリアは安心したように意識を失った。

　目の前には、巨木の階段がそびえ立っている。

「サンキュー、アクセリア。後は俺おれが何とかするから、お前はゆっくり休んでろ」

　俺おれはアクセリアの小さな身体からだを背中に担かつぎ上あげ、固い木の幹をガシッとつかんだ。
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　その頃ころ、芝しば公園ビルの一階では因縁の師弟対決が繰り広げられていた。

「ハァッ、ハァッ、ハァッ……!!」

「どうしたの、師匠。息が上がってるよ？」

　辺りには、折れた剣やナイフの破片が散乱している。

　ベルベリンデ自身も、ビキニアーマーを砕かれて全身傷だらけだ。

「そういうミサキ殿も、あまり具合が良くないように見受けられるが？」

「…………へへっ」

　兜かぶとの下に見える唇は青く、剣を握る指はかすかに震えている。それを見逃すベルベリンデではない。

「どうやら貴殿の身体からだ、魔王との戦いで思った以上に傷付いていたようだな。恐らく目もよく見えていまい。それをここまで隠しおおせたこと、むしろ賞賛に値しよう」

「師匠に褒められるなんて光栄だね。だったらついでに……そこも通してくれないかな！」

　剣を振りかざし、三み咲さきが斬きりかかってくる。

　それを短剣でいなしながら、ベルベリンデは問う。

「ミサキ殿、貴殿は我がクロス流の極意、『三千世界は一本の剣に収まる』という箴しん言げんをどう解いた？」

「簡単だよ。一本の剣が鍛えられるには、鍛か冶じ屋やさんだけじゃなくて、素材を掘り出してくれた人、それを運んでくれた人、いろんな人が関わってる」

　剣が交わるたび、鉄の臭においが二人の鼻を衝つく。

「それに鍛か冶じ屋やさんが剣の鍛え方を身に付けるまでには、それを教えてくれた師匠がいたはずだし、その師匠にも、そのまた師匠がいたはず。そうやってたどっていくと、一本の剣には時間と空間、無限の関わりが存在している」

　ビルのエントランスホールに、鋭い剣けん戟げきの音が響き渡る。

「結局、一つのものを突き詰めていけば、そこにはあらゆる真理が隠されている。だから一つの武器を究めることで、あらゆる武器の神髄を得るのがクロス流……そういうことでしょ？」

「ぐあっ！」

　覇者の剣が無銘の短剣を弾はじき、ベルベリンデはドサッとその場に倒れ込んだ。

　三み咲さきは大上段に剣を構え、武器を失った女騎士を見下ろす。

「ふぅ。師匠のせいでずいぶん時間を取られちゃったな。けど、これでとどめだよ！」

　ホールに差し込む日差しが剣を閃ひらめかせ、必殺の一撃が肩口目がけて振り下ろされた。

　ガキィィィィィィン！

「え……？」

　だがその斬ざん撃げきは、師を屠ほふることなく、宙に止まった。

　白はく刃じんの下、ベルベリンデは静かに瞳ひとみを開く。

「どうした？　とどめを刺すのではなかったか、ミサキ殿？」

「そうだけど……何で……何で身体からだが動かないの!?」

　気が付くと、三み咲さきの身体からだは眩まばゆいほどの青い光に包まれていた。光を発しているのは、勇者の鎧よろいだ。

「なるほど。それが鎧よろいの意思ということか」

「まさか……鎧よろいがあたしの意思に逆らっているっていうの!?」

「いいや、鎧よろいだけではない」

　突然三み咲さきの腕から勇者の盾が外れ、ドアを突き破り空の彼方かなたへ飛び去って行った。

　三み咲さきは呆ぼう然ぜんとした面持ちで、粉々に割れたガラス戸を見詰める。

「五十点」

「え？」

「先ほどの答えの点数だ。貴殿の解答は半分しか合っていない」

「ど、どういうこと？」

　ベルベリンデは、ゆっくりと息を吐き出す。

「自分自身を殺すことですべての決着をつける……なるほどたしかに理に適かなった方法だ。恐らくミサキ殿は、自分自身の命なら自由にしても良いと考えたのであろう。だが貴殿は一つ、大事なことを見落としているぞ」

「大事な……こと？」

　汗と血にまみれた顔が、三み咲さきをキッと睨にらみ付つけた。

「そう。一振りの剣があらゆる関係の中で生かされているように、ミサキ殿の命も……ミサキ殿だけのものではないということだ！」

[image: ]

「───────!?」

「これまで貴殿は、ただ一人、誰だれにも何にも関わらず生きてきたのか？　そうではないだろう。家族、友人、そして……大切な幼おさな馴な染じみの存在によって、貴殿は生かされてきたはずだ」

　衝撃が走り、三み咲さきの脳裏に懐なつかしい日々の記憶が駆け巡る。

　幼いころ、大切にしていたアニメの変身玩具が壊れてしまい、泣きじゃくる三み咲さきを慰めてくれた由ゆう太た。

　思えばあれを直してくれたことが、由ゆう太たのコスプレグッズ作りの始まりだった。

　そんな由ゆう太たも、一度は母に連れられ、島を出て行きそうになったことがあった。

　けれど由ゆう太たは、青あお根ね島しまに戻ってきてくれた。

　小学生の頃ころは毎日二人で遊んだし、中学の時は一緒にコスプレ撮影をして、おんぼろパソコンでホームページも作ったりした。

　ずっと、ずっと一緒だった……。

「思い出したか、ミサキ殿。貴殿の命は、貴殿だけのものだったか？　そうではないだろう。断じて、そうではなかったはずだ！」

　パキィィィィン！

　絶対に折れないはずの覇者の剣が、女騎士の振るった隠し刀の一いつ閃せんで真っ二つに砕けた。

「ベルベリンデストラッシュ。これが貴殿に教える、最後の技だ……」

　力尽き、倒れた師の前で、かつて勇者と呼ばれた少女は、ガクリと膝ひざを突いた。
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　東とう消しようの指揮を司つかさどる総合指令室。その一隅で、主査が耳を覆うヘッドホンを押さえた。

「部長、江こう東とう航空センターとつながりました！」

「無線をつないでもムダだ。ヘリは飛ばせん」

　装備部長の言葉に、警防部長がムッとした表情を浮かべる。

「一体どうしてですか？　理由を説明してください」

「雲高の問題です」

「雲高？」

「ヘリコプターは、原則有視界飛行で運用されます。この場合、航空法施行規則第五条第二号ロ（２）の規定により、ヘリコプターの『上方に百五十メートル、下方に三百メートルである範囲内に雲がない』状態でなければなりません」

「いまの雲高は？」

「約四百メートルです」

　東京タワーの高さは三百三十三メートルだから、飛べば完全にアウトだ。

「むむ……たしかにそれでは……」

　だが警防部長が諦あきらめても、美み羽うだけは、どうしても諦あきらめることができなかった。

「あの、装備部長。消防ヘリには様々な特例があると思うのですが、この規定についてはいかがでしょう」

「たしかに消防ヘリであれば飛行場外の離着陸などについて、さまざまな規制からの適用除外がある。しかし有視界飛行時に満たさなければならない条件について、そういった特例はない。つまり、それだけ重要な規定ということだ」

「しかし人命がかかっています。何とか運用や解釈での逃げ道はないのでしょうか？」

「人命がかかっているのはこちらも同じだ。部下を危険にさらすわけにはいかない。警防部長、あなたなら分かるでしょう」

　装備部長が水を向けると、警防部長は黙ってうなだれた。

　他の職員たちも、サッと目を逸そらして耳を閉ざす。

　総合指令室のオペレーターたちは、みな消防士として現場で働いた経験のある人ばかりだ。

　仲間を死地に送り出すことがどれだけつらいか、骨身に沁しみて理解している。

　だが、

「装備部長、隊員の皆さんの命が大事であることは、わたしも重々承知しております。しかし、いま航空隊の皆さんが引き下がられたら、後には誰だれも残っていないのです」

　美み羽うはその中でただ一人、この状況に食い下がり続けた。

「いま東京タワーに残された人々を救う力を持っているのは、航空隊の皆さんだけです。それなのに法の規制で動けなかったとしたら、一体何のための民主主義でしょう」

「……君はいま、民主主義、と言ったかね」

「はい」

「そもそも民主主義というものは、国民が定めた法を寄る辺に成り立つものだ。だがもし我々公務員が法を恣し意い的に解釈し、運用し始めたら、それは民主主義を根幹から揺るがすことになってしまう。君はそんなことも分からないでここに立っているのかね？」

「それは存じております。ですが今回は、その代償に支払うものが余りに大きすぎます」

「君の考えは余りに近視眼的と言うものだ。公務員が法を超えて勝手に動くようになったら、それこそ数や量では示しきれない大きな代償を払うことになる」

「……たしかに、そのとおりですね」

　美み羽うが頷うなずいたのを見て、装備部長はホッと息を吐き出した。

「ようやく納得してくれたか」

「はい、納得いたしました。わたしは諦あきらめます」

「うむ。では、救助は断念してタワー倒壊後の対応策を──」

「いいえ。わたしが諦あきらめるのは、彼らを助けることではなく……公務員としての身分です」

「な、何!?」

「ただいまこの時をもって、わたしは公務員の職を辞させていただきます。したがって、いまからは一民間人の立場から申し上げます」

　そして膝ひざを突き、深々と額を床に擦すり付つけ、土下座する。

「お願いします。どうか彼らを……助けてください」

「き、君………」

　戸惑う装備部長。

　オペレーターたちが、ちらちらと美み羽うの様子を覗のぞき見る。

「君は一体、どうしてそこまで……」

「わたしの大切な友人に教わりました。本当に必要なことのためなら、プライドでも何でも捨て去るのが真のプライドだと。そして……たとえそれで失敗しても、ゾンビのように何度でも何度でも立ち上がってくる人のほうが、ずっとかっこいいと」

　不意に、つないだ無線から声が入った。

《装備部長、機長の飛とび田たと申します。わたしに……行かせてください》

　思いもよらない発言に、装備部長が声を荒げて叱しつ責せきする。

「な、何!?　君はわたしの話を聞いていなかったのかね!?」

《聞いておりました。だからこそ申し上げております。大だい丈じよう夫ぶです、わたしは計器飛行もできます。どうしてもダメとおっしゃるのでしたら、勝手に行かせていただきます》

「バ、バカな！　君にもしものことがあったら、残された家族はどうする！」

《先ほど嫁にメールを送りました。そうしましたら返事が届きまして……『あなたはバカよ。バカで、最高にカッコいいわたしの旦だん那なだわ。行ってみんなを救ってきて』と》

「な…………!!」

　絶句する装備部長に、今度は別の男性が無線機から呼びかけてくる。

《部長、申し訳ありません。飛とび田たではなく羽は川がわが行かせていただきます。飛とび田たは子供が生まれたばかりですので、何かあった時に家族に申し訳が立ちません》

《いやいやいや、羽は川がわ機長は親御さんの介護があるじゃないですか。ここはわたしが──》

《いえ、自分が──》

　しばし無線機の向こうで言い争いが続いた後、

「ダメだ」

　装備部長の声がピシャリと空気を打った。

「勝手に行くなど絶対に許さん……君たちは、わたしの命令で出場するんだ」

　その一言で、全ての責任は装備部長の肩に載せられた。

《部長……!!》

　美み羽うが思わず尋ねる。

「よろしいのですか？　ご家族がいらっしゃるという点では、部長も同じかと存じますが」

「わたしは指揮官だから、彼らのように命を張ることはできん。だからせめて、意地くらいは張らせてくれ」

　先ほどまでとは別人のように引き締まった声で、装備部長が告げる。

「編成は、済まんが一番経験の長い者に行ってもらう。二名同時ホイスト降下で、降着次第、機は直ちにその場を離れろ。ダウンウォッシュが危険だからな。恐らくチャンスは一度きりだ。やれるな！」

《はい！》

　頼もしい返事を聞いた装備部長は、背筋を伸ばし、通話機に向けて深々と頭を下げる。

「みんな、頼む。タワーに残された彼らを……どうか助けてくれ」

　無線の向こうで、隊員たちが微笑ほほえんだような気がした。

　美み羽うも思わず笑みがこぼれる。

　と、その時、ヘッドセットを付けた主査が、緊張した面持ちで顔を上げた。

「部長、緊急報告です！」

「む!?　どうした！」

「東京タワーの上空で、突如雲が晴れ渡りました！」

「な、何だと!?」
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　美み羽うが必死の議論を続けていた頃ころ、戦いを終えた三み咲さきはよろよろとビルを出て、傾いたタワーの足元へと向かっていた。

「何度でもゾンビのように立ち上がる、か」

　電波に乗った美み羽うたちの会話は、すべて電磁界を操る勇者、三み咲さきの耳に届いていた。

「そういや、あたしが助けたいと思ってた男の子は、そういう無茶苦茶なやつだったよね」

　巨大な鉄塔を支えるコンクリートの台座に手を突き、ずるずると腰を下ろす。

　そして三み咲さきは震える腕を掲げ、天を指差した。

「稲妻を駆る真の勇者は、天候ですら自在に操る……気カ象エ魔ル法ム！」

　不意に雲が渦を巻き、東京タワーを中心に、みるみる青空が広がり始めた。

　天から光の柱が降り注ぎ、その中で、ブルーメタルの鎧よろいがキラキラと輝く。

「由ゆう太た……あたしの命、由ゆう太たに預けたよ。だから、お願い。どうか……ここに帰ってきて」
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「ハァ、ハァ、ハァ………」

　握力がほとんど残っていない手で幹をつかむと、突き出た樹皮がグサリと指に刺さった。

「っつ！」

　ところどころ焼け落ちずに残った鉄筋からは、まだ黒い煙が立ち上っている。

　すでに身体からだ中、擦り傷と火傷やけどだらけだ。

「まだまだ……!!」

　ただ前だけを見詰め、ひたすら上へ、上へと登っていく。

　ギキキキギキギギギギギ……。

　周囲を囲む鉄骨が悲鳴を上げ、足場にしている樹きがぐらぐらと揺らいだ。

「う、っわ！」

　慌てて幹に抱き付き、何とか揺れをやり過ごす。

「あ、あっぶねー……」

　ホッとしたのも束つかの間ま、頭上から何か固いものがぶち当たる音が聞こえてきた。

　その不吉な音は、少しずつこちらへ近付いてくる。

「おい……まさか………」

　顔を上げると、焼けただれた鋼材が周囲の木をへし折りながら、こちらへ落ちてくるのが見えた。

「う、うわああああああああああああ！」

　ギュッと目をつぶり、アクセリアを抱きかかえる。

　直後、

　ガアアァァァァアン！

　金属と金属の触れ合う音が鳴り響き、鉄臭いにおいがツンと鼻を衝ついた。

「あれ？」

　俺おれはゆっくり目を開き、頭に触れる。

「何ともない……もしかして、外れたのか？」

　と思ったが、そうではなかった。

　顔を上げたところで、それがあったことに気付く。

　金で縁取られた、神こう々ごうしいほどに青い盾。それが俺おれの頭のすぐ上で、光り輝きながらぷかぷかと浮かんでいた。

「三み咲さきの盾？　まさか……お前が俺おれを守ってくれたのか？」

　盾はくるりと振り向き、先端をぺこりと下げる。

　そして再び上のほうへ向き直ると、俺おれを導こうとするかのように、ゆっくり前へ進み始めた。

「お前、まさか……。そうか……そうだよな。お前にとっちゃ、下で戦ってる三み咲さきも、上で俺おれたちを待ってる三み咲さきも、どっちも同じご主人様だもんな。そりゃあ、どっちも助けてやりたいよな」

　俺おれは幹から身を起こし、静かに立ち上がる。

「そんじゃ、行こうぜ。一緒に……ご主人様を助けにさ」

　盾は、嬉うれしそうに身体からだを左右に揺すって見せた。
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　うずくまっている三み咲さきの耳に、階段室のほうからガンガンと何かを叩たたくような音が聞こえてきた。

「な、何………？」

「君はここにいるんだ。ボクがちょっと見てくる」

　葦あし津づ記者が立ち上がり、踊り場から階下を覗のぞき込こむ。

　すると、

　ガン！　ガン！　バガァァァン！

　外階段につながるスチールドアが吹き飛んで、煙の中から黒い人影と、宙に浮く盾のようなものが姿を現した。

「え……？　ひ、人……？　と、盾？」

「どうしたの、葦あし津づさん!?」

　大きな音に驚いた三み咲さきが、上からひょこっと顔を出す。

「あ……………」

　そして、立ち止まった。

　まさか、そんな。

　でも、こんな無茶をする人間なんて、一人ぐらいしか思い浮かばない……。

「ゲホッ！　はぁ、はぁ………ん？　おう、三み咲さき」

「由ゆう太た！」

　階下から現れたのは、ずっと待ち焦がれていた、幼おさな馴な染じみの姿だった。

「由ゆう太た───────!!」

　くじいた足を引きずりながら階段を駆け下り、三み咲さきは由ゆう太たに力いっぱい抱き付く。

「ぶわっ！　ちょ、危ないって！」

　汗と埃ほこりと煤すすの混じった匂におい。

　でも、なぜかすごく落ち着く匂におい。

　小さい頃ころ、一緒の布ふ団とんで寝た時の記憶がよみがえる。

　あったかくって、ふわふわして、たのしくって、どきどきして……。

「ゆうたぁ～。ゆうたゆうたゆうたゆうたゆうたゆうた～～!!」

「いや、何度も呼ばれなくたって分かってるから」

　ポンポンと、由ゆう太たが背を叩たたいてくれる。

　そのそばでは、葦あし津づさんが温かい笑みを浮かべていた。
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「──で、どうしたの、その盾？」

　アクセリアを降ろしたところで、三み咲さきがきょとんとした表情を浮かべた。

「まあ、ロロが貸してくれたんだよ。それより、早くここから脱出する方法を考えなきゃ」

「脱出って、どうやって？　っていうか、由ゆう太たはどうやってここまで来れたの？」

「アクセリアが、ダークエルフの力を解放して大きな木を生やしてくれたんだ。それを階段代わりにして登ってきたんだけど……」

　外階段の出入口を見ると、真っ黒な煙がもくもくと立ち込めている。

「まさか……燃えている、のか？」

「はい。フットタウンの火が木に燃え移って……だから俺おれたちが来た道はもう使えません」

　俺おれたちは沈ちん鬱うつな表情で俯うつむく。

　とその時、床に横たえられていたアクセリアが、かすかなうめき声を上げた。

「アクセリアちゃん……か、髪が真っ黒になってる……」

　三み咲さきは泣き出しそうな顔でアクセリアの髪を撫なでる。

「アクセリアもこんな状態だし、早く脱出する方法を考えないと……」

　けど、どうすれば……。

　ここへ来たルートはもう使えない。

　魔法で新しい階段を作ろうにも、アクセリアはとっくに限界を超えている。

　俺おれの土魔法じゃ、展望台にいるみんなを降ろすことは到底不可能だ。

　このままじゃ、みんな……。

　ガン！　ガン！

「ん？」

「また変な音が……」

　再び階段室のほうから響いてきた物音に、三み咲さきが怯おびえた表情を浮かべた。

「今度は、上の階から聞こえてくるみたいだ……」

　葦あし津づさんが、踊り場から上のほうを見上げる。

「もしかして、レスキュー隊の人が助けに来てくれたんじゃないですか？」

「そうだな……よし行ってみよう！」

　二階に登ってみると、どうやら特別展望台へとつながる非常階段のドアを、何かが激しく叩たたいているみたいだった。

「やっぱり……誰だれかがドアを開けようとしているんだ」

　葦あし津づ記者の声に応ずるかのように、ドアの向こうから力強い声が聞こえてくる。

〝誰だれか、そちらにいるんですか!?　東京消防庁です！　いたら返事してください！〟

　三み咲さきの表情がパッと輝いた。

「おーい、あたしたちここにいるよー!!」

〝ああ……良かった！　いま救出します！　危ないので、ドアから離れてください！〟

　だが、ドアはタワーが傾いた時に歪ゆがんでしまったらしく、固く閉ざされビクともしない。

　こうなったら、あの方法しかないな。

「すみません、一いつ旦たん作業をストップしてください！　こっちに道具があるんで、俺おれがここをぶち破ります！」

　ドアの向こうに呼びかけると、物音がピタリと止やんだ。

「ぶち破るって……漆うるし原ばら君、一体どうするつもりだ？」

「こうするんです。おい、勇者の盾！　やっちまえ！」

　命令すると、盾は心得たとばかりにくるりと一回転し、そのまま金属製のドアへ向けて真まっ直すぐ突撃した。

　バギィィィン！

　派手な金属音を立てて、非常ドアが反対側へ倒れる。

「うわっ！」

　その向こう側には、啞あ然ぜんとした表情で立ちすくむ、二人のレスキュー隊員がいた。

「…………レ、レスキュー隊です。助けにきました」
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　その頃ころ、東京から南へ約九百キロ離れた洋上。

　リリガルド城には、内地へ渡ったアクセリアたちのことを案ずる人々が集まっていた。

　広間の上階にある寝室では、禁きん呪じゆの反動で起き上がることのできなくなったイグザリアが、ベッドの上でアクセリアたちの無事を祈っている。

　カタン。

　ふと何か物音が聞こえたような気がして、イグザリアはハッと目を開けた。

「どなた？」

　誰だれかの気配を感じる。

　この気配、よく知っている人物のものだ。

「アクセリアさん？」

　そんなはずはない。娘はいま、ナイチへ行っている。

　それに、娘の気配とも少し違う。もっと大人おとなびて、そして力強い。

　この気配は、まさか……。

「ウソ……そんな………」
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　レスキュー隊員は、早速救助活動を開始した。

　割った窓から救命索発射銃で隣接ビルの屋上に向けて斜めロープブリッジを展張し、隊員の一人が安全確認のため降下していく。

　そして残ったもう一人の指示で、要救助者も次々とタワーから脱出していった。

「三み咲さき、気を付けて降りろよ」

「うん」

　レスキュー隊員にカラビナを付けてもらいながら、三み咲さきはもじもじと俺おれのほうを見る。

「どした？」

「由ゆう太た……ありがとう。助けにきてくれて、本当に嬉うれしかった」

　俺おれはグッと親指を立てて応こたえる。

　勇者の盾も、心なしかふわふわと嬉うれしそうだ。

「それから、葦あし津づさんもありがとう。あたし、葦あし津づさんのこと誤解してたみたい。もっとイヤな人だと思ってた」

「イヤなやつって……ご挨あい拶さつだな。まあ別に、当然のことをしたまでさ」

　葦あし津づさんは、照れ臭そうに頰ほおを搔かく。

　俺おれがくるまでの間、葦あし津づさんがしてくれたことは三み咲さきの口から聞かせてもらった。

　正直、俺おれはまだ完全に受け入れたわけじゃないけど、それでも心から感謝はしてる。

「じゃあ、先に行ってるね、由ゆう太た」

　三み咲さきはレスキュー隊員に助けてもらいながら、ナマケモノのような姿勢でロープを滑り降りていった。

　残るは俺おれと葦あし津づさん、そしてアクセリアの三人だけだ。

「葦あし津づさん、お先にどうぞ。俺おれはアクセリアと一緒に最後に降ります」

「そうかい。悪いね」

　葦あし津づさんは特に遠慮する風もなく、さっさと降りる準備に入る。

　その途中、ふと何かを思い出したように俺おれのほうを振り返った。

「そうだ。君さえ良ければ、戻ったらもう一度対談しないか？　君が和わ栗ぐりさんを助けにきた勇気には正直感服したよ。君らがいなかったら、レスキュー隊員もここまでたどり着けなかったかもしれない」

「いいですね。今度は俺おれも、もう少し勉強してきますよ」

「そりゃ楽しみだ」

　そしてレスキュー隊の人が無線で降下開始の合図を送り、葦あし津づさんは窓から身を乗り出す。

　と、その時、

　ギ、ギギギギギギギギギギギギギッギ、ギギギ…………[image: かんたんふ]

　不意にタワーが激しく揺れ、足元がガクンと大きく傾いた。

「うわっ!?」

　衝撃で葦あし津づさんが窓の外に放り出される。

「危ない！」

　レスキュー隊の人が、慌ててロープをつかんだ。

「くそっ、カラビナが外れかけてる！　いま助けに行くぞ！」

　サッとロープにぶら下がり、救助へと向かうレスキュー隊員。

　気が付くと、俺おれはアクセリアと二人、揺れる展望台にポツンと取り残されていた。

「え………？　お、おい、これって………」

　タワーはどんどん傾斜を増していく。

　自分を助けてくれる人はいない。

　不意に恐怖という言葉も生ぬるいほどの戦せん慄りつが、心臓をギュッと鷲わしづかみにした。

　手足が震え、乾いた舌が上あごに張り付く。

「アクセリア…………」

　俺おれはすがるような思いで、眠る少女の手を握り締めた。




　　　　＊




　タワーは、いまや立っているのが不思議なくらい大きく傾いていた。

　周囲からは悲鳴が上がり、消防や警察の人たちが「離れてくださーい！」と声を嗄からして叫んでいる。

　そんな中、勇者ロロ──三み咲さきは、ボロボロの身体からだで頭上のタワーを見上げていた。

「由ゆう太た………」

　そして折れた覇者の剣を地面に突き立て、静かに息を吐き出す。

「あたしの身体からだ。もうちょっとだけでいいから、動いて……お願い」

　目を閉じると、白い光が三み咲さきの身体からだを包み込んだ。

「広域鉄フオルテイス化魔法・アダマース！」

　瞬間、泉が湧わき出すように鋼鉄の光が溢あふれ、みるみる地面を覆っていく。

「うっ、ぐううううう…………」

　過去に転生した自分が、耳元に語りかけてきた。

〝やめなよ。運命なんて変えられないんだから〟

　うるさい。

〝もう何千回も試したのにダメだったでしょ？　充分頑張ったよ、あたしは〟

　うるさい！

〝そろそろラクになろ？　ね？〟

「うるさああああああああああああああああああああああああああい[image: かんたんふ]」

　三み咲さきが叫ぶのと同時に剣が閃せん光こうを発し、白銀の輝きが爆発的に大地を覆った。

　由ゆう太た、あたしの身体からだがもつのは、あとほんのちょっとだけだよ……。

　お願い。

　早く、帰ってきて……。




　　　　＊




「ん、うう……ユウタ様？」

　鉄骨のきしむ音に、アクセリアが目を覚ました。

「よ、よお、こんな時に起きちまったか。はは、正直言って大ピンチだぞ」

　少しでも安心させようと強がってみるが、震える声は抑え切れない。

「ここは……？」

「東京タワーの展望台さ。いまはなぜか傾くのが止まってるけど、もうすぐ倒れそうだ」

　まるで悪い夢を見ている気分だった。

　あまりにも現実離れしすぎてて、完全にリアリティを欠いている。

「他の皆さんは？」

「無事に脱出できたよ。取り残されたのは、俺おれたちだけだな……」

　レスキュー隊の人が葦あし津づさんを助けに行かなきゃいけなかったことは分かってる。

　葦あし津づさんが悪くないってことも分かってる。

　けど、俺おれらは……俺おれらはどうなるんだ？

　こっから落ちるとか、一体どんななんだよ？

　痛いのか？　苦しいのか？

　死んだらどうなっちまうんだ？

「ユウタ様、泣いてるんですか？」

「え？」

　アクセリアが、俺おれの頰ほおをなでた。

「泣かないでください。ユウタ様が泣いてらっしゃるのを見るのは、すごくつらいです」

「わ、悪い、アクセリア。すまん、すまん……」

　ほっそりした身体からだをぎゅっと抱き締め、頰ほおを押し付けた。

　俺おれは泣きながら謝る。

　アクセリアを悲しませていること。

　アクセリアを助けられそうにないこと。

　そして、みっともない自分であると分かっていながら、それでもやっぱり怖くて涙を抑えられないこと。

「大だい丈じよう夫ぶです、ユウタ様。ユウタ様は助かります」

　不意にアクセリアは優しく俺おれを引き離し、祈るようなポーズを取った。

「え？　お、おい。何する気だ？」

「ダークエルフの力よ……」

　同時に小さな身体からだから黒い霧が沁しみ出し、床一面に溢あふれ出だす。

「え？　ちょ、な、何だこれ!?」

　それは猛烈な勢いで床を満たし、階段を下り、鉄骨を伝い、地面へと流れ込んでいく。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……………ドンッ[image: かんたんふ]

「う、うわっ!?」

　突然下から強烈な衝撃を受け、尻しりがふわりと浮かんだ。

　直後、階段から木の幹や枝が洪水のように押し寄せ、周囲を濃い緑で覆い尽くしていく。

「お、おいアクセリア！　何だこれ!?　何やってるんだ!?」

　すーっと開いたアクセリアの瞳ひとみは、黒く、妖あやしく輝いていた。

「ユウタ様、ここでお別れです」

「え!?」

「いま、ダークエルフの力を最大限に解放し、この塔を支えるための巨木を召喚しました。もうじきわたくしは自我を失い、ダークエルフの本能に心を奪われるでしょう」

「心を奪われるって……ちょ、ちょっと待て！」

「でも、ご安心ください。ダークエルフとなったわたくしは、この塔と共に滅び去ります」

「はぁ!?　バ、バカ言ってんじゃねえよ！　一緒にここを脱出するぞ！」

「無理です。わたくしがここを動けば、木は魔力を失い、すぐに折れてしまいます」

　アクセリアは、静かに目を閉じた。

「アクセリア！　おい、待て！」

「ユウタ様、どうかわたくしのこと、覚えていてくださいね。わたくし……ユウタ様と一緒にいられて、とても幸せでした」

　涙が白い頰ほおを伝い、床を突き破った幹がたちまちアクセリアの身体からだを覆い隠した。

「アクセリア───────────────[image: かんたんふ]」




　　　　＊




　ジャングルと化した展望台で、俺おれは呆ぼう然ぜんと窓の外を眺めていた。

　無事に葦あし津づさんを隣のビルまで運んだレスキュー隊員が、今度はこちらへ登るための準備を始めている。

　あの人がくれば、俺おれは助かるかもしれない……。

　そう思っただけで、脱力するような安あん堵ど感がどっと押し寄せてくる。

　けど、本当にこれでいいのか？

　勇者の盾が、何かを問いたげに俺おれの顔を見上げた。

　幾多の勇者を守ってきた伝説の盾。

　こいつが言葉を喋しやべれたら、一体何て言うだろう。

　最後にアクセリアの念話能力で、喋しやべらせてもらえば良かったかな……。

　そう思いかけ、俺おれは慌てて頭かぶりを振る。

　いや、いいんだ。俺おれは勇者じゃない。

　俺おれはただの高校生で、しかもちっぽけな島で育った、世間知らずの田舎いなかのガキンチョだ。

　もう、許してくれ。

　俺おれは、俺おれは………。

〝─────〟

　その時、誰だれかの声が聞こえたような気がして、俺おれはハッと顔を上げた。




　　　　＊




　暗い闇の中、アクセリアはずっと一人泣いていた。

「ユウタ様……それに………」

　その先は、もう出てこない。とっくに忘れてしまったから。

　ポシェットに入れていた日記帳を取り出し、ギュッと胸に抱きしめる。

　大だい丈じよう夫ぶ、ここには残っている。楽しかった記憶が、思い出が。

　薄暗がりの中、ページを開き、最後の一行まで何度も何度も読み返した。

　音読し、その時の状況を思い浮かべて笑い、そして涙する。

　本当は、一人でなんて死にたくなかった。

　できればこれからも、ユウタ様と、楽しい毎日を送りたかった。

　悔やむことならいくらでもある。

　惜しむ気持ちは止まらない。

　でも、それでも……。




〝おーい、アクセリアー!!〟




　ふと懐なつかしい声が聞こえたような気がして、アクセリアは涙に濡ぬれた顔を上げた。

　目の前にあるのは、分厚い木の壁。

　足元から頭のてっぺんまですっぽり覆われ、暗い胎内のようにひっそりしている。

　その中で赤子のようにうずくまりながら、アクセリアはもう一度、耳を澄ました。




〝おーい、どこにいるんだ、アクセリアー!!〟




　幻聴だ。そうに違いない。

　だって、わたしはユウタ様に、もうお別れを告げたのだから。

　そう思いながらも、

「ここです」

　気が付くと、口は勝手に開いていた。

「ユウタ様、わたくしはここです！」

〝そこか、アクセリア〟




　バリ！　バリバリ！




　目の前の幹が裂け、眩まばゆいほどの光が差し込んだ。

　ベコベコに凹へこんだ勇者の盾が、ガランと音を立てて足元に落ちる。

「よ、アクセリア。やっぱ戻ってきちまった」

　その人は、傷だらけになりながら、いつもと変わらない笑顔を浮かべていた。

「ユ、ユウタ様……？　どうして………？」

「いやあ……なんかアクセリアの声が聞こえてさ。ほら、念話能力で。そしたら居ても立っても居られなくなっちまったんだよ」

　声が震える。

「そんな……ユウタ様は間違ってます」

「はは……そう言われると思った。けど、やっぱ一人じゃ寂しいだろ？　それにまあ、アクセリアと一緒なら、別にいっかなって思ったし」

　涙がぽろぽろとこぼれ落ちる。

「ユウタ様……わたくし…………わたくし、嬉うれしいです！」

　ハーフエルフの少女は、思わず由ゆう太たに抱き付いた。

　嬉うれしいだなんて、不謹慎だということは分かっている。

　自分は愛する人を巻き込んでしまったのだ。

　それが間違っているということは、イヤというほど自覚している。

　でも、それでも……それでもわたしは、嬉うれしい！

「……そう言ってもらえて良かったよ。ここで叩たたき出だされたら、立場ねえからな」

「そんなこと……するわけないじゃないですか」

　ほとんど黒一色に染まったアクセリアの頭を、由ゆう太たは優しく撫なでた。

「なあ……ここはあったかいな、アクセリア」

「はい。暖かいです、ユウタ様」

「こんなこと言うのもなんだけどさ。次生まれる時も……一緒がいいなあ」

「そうですね、ユウタ様」

　金属の軋きしむ音が鳴り響き、タワーが揺れる。

　そして間もなく、二人の視界は暗闇に閉ざされた。




　　　　＊




　由ゆう太た。おい、由ゆう太た。

「んん……あれ？」

　気が付くと、目の前に死んだはずの親父おやじが立っていた。

「ああ、そっか。俺おれ死んじゃったんだ」

　親父おやじがいるってことは、つまりそういうことだ。

　なーんだ。死ぬって案外大したことなかったな。ビビって損したわ。

「ったく。父さん、そんな近くにいたんなら教えてくれよ。俺おれさ、結構寂しかったんだから」

　すまなかったな、由ゆう太た。

「父さんは知らないだろうけど、父さんが死んだ後、ホントいろいろあったんだよ。なんたって、異世界からハーフエルフの女の子が来て、俺おれそこの領主になって……ああ、ハーフエルフって分かる？」

　分かるさ。よく知ってるとも。

「へえ、父さんも意外とファンタジー詳しかったんだな。知らなかったよ。そこはやっぱ親子ってことなのかなあ」

　由ゆう太た、起きなさい。

「え？　いや起きてるじゃん。何言ってんの？」

　早く、早く起きなさい。

「だからもう起きてるって」

　お前にはまだやることがある。起きなさい。

「さっきから何なの？　だから俺おれは……」

　起きるんだ由ゆう太た。

　由ゆう太た、

　由ゆう太た───。




「ハッ！」




　目が覚めると、俺おれはアクセリアと一緒に木の中で倒れていた。

　あれ？　俺おれ、何か夢を見ていたような……。

《由ゆう太た（──ザザッ）由ゆう太た》

「ん？　スマホか？」

　聞こえてくるのは三み咲さきの声だ。俺おれは尻しりのポケットから、小さな端末を取り出す。

　液晶画面は通話中になっているが、電話番号の表示がない。

「何だこれ？　壊れちまったのかな……？」

　おまけに妙にノイズがひどい。やはり壊れかけているのだろう。

《（──ガガッ）由ゆう太た。ねえ由ゆう太た》

「あー、三み咲さきか？　もしもし、どうした？」




《お願い、由ゆう太た。あたしを……もう、一人にしないで》




　ハッと気付いた時には、すでに通話が途切れていた。

「いまの電話……まさか」

　考えてみれば妙な話だ。

　三み咲さきのスマホは、壊れて使えなくなっていたはず。誰だれかのケータイを借りたとしても、番号くらいは表示されるだろう。

　ということは、いまの電話は……。

「……そうだよな。俺おれにはまだやることがあったな」

　隣で眠っているアクセリアを抱え上げ、盾が開けてくれた穴からごそごそと這はい出だした。

　肉体は、とうに限界を超えている。

　心も半分以上折れかけていたし、っていうか、一回完全に折れていた。

　けど、そこから這はい上あがるのが、この俺おれ、漆うるし原ばら由ゆう太たの得意パターンじゃねえか。

　幹につまずき、枝に頰ほおを切り裂かれながら、前へ、前へと進む。

「待ってろ、三み咲さき。いま帰るからな」

　そしてようやく窓側にたどり着いたところで、俺おれはきょろきょろと辺りを見回した。

「あれ、ロープは……？」

　窓から隣のビルに向かって伸びていたはずのロープが、どこにも見当たらない。

　その事実に気付いた瞬間、恐怖がゾゾッと背筋を駆け抜けた。

「まさか……切れた!?」

　あるいはタワーが傾いた拍子に外れたのか。

　理由は分からないが、とにかくなくなっていることだけはたしかだ。

　ギギギギギギギ………。

　いよいよ限界を超えたタワーが、さらに傾き始めた。

「そんな……あれがなくちゃ、俺おれたちは………」

　タワーを支える巨木も、魔力の供給を断たれて急速に枯れつつある。もはや樹きを伝って降りる時間は残されていない。

　やっぱり……ダメだったのか？

　三み咲さきの言うとおり、未来を変えることなんてハナから無理だったのか？

　俺おれは……俺おれたちは………もう………。

　か細い少女の身体からだを抱き締め、ギュッと目を閉じる。

　と、その時。

「ユウタさん！」

　え？

　聞こえるはずのない声に、俺おれは驚いて顔を上げた。

「ウ、ウソだろ……？　俺おれは、夢でも見てんのか……？」

　窓の向こうに浮かんでいるのは、巨大な世せ界かい樹じゆの方はこ舟ぶね。

　舳へ先さきで手を振っているのは、ハイエルフの美女と、リリガルドの領民たち。

「お待たせしました、ユウタさん！　皆さんと一緒に、迎えに上がりましてよ！」

「イグザリアさん……？　それに、みんな……!!」

　希望が、光が、胸の奥から溢あふれて込み上げてくる。

　こんなことって……ホントにあるのかよ………!!

「さあ、そこは危険です！　早くこちらへ！」

「は、はい！」

　アクセリアを抱えて窓の縁からジャンプすると、世せ界かい樹じゆの方はこ舟ぶねは、ふわりと俺おれたちの身体からだを受け止めてくれた。

「お帰りなさい、ユウタさん」

「ただいま……イグザリアさん。けど、どうしてみんなここへ？」

「あの人が、知らせにきてくれたのです」

「あの人？」

「ええ。わたくしの大事な……そしてアクセリアさんにとっても大切な、あの人が」




　──寝室で休むイグザリアの許もとに現れたのは、彼女の亡なき夫にしてアクセリアの父、リリガルド・ウル・ユーゼルだった。

「あなた……会いたかった！」

　ベッドからよろよろと起き上がり、夫に駆け寄るイグザリア。

〝すまなかったね、一人にしてしまって。いろいろ大変だったろう？〟

「ええ。本当に……でもね、アクセリアさんも立派に育って──」

〝イグザリア、そのアクセリアなんだけど、実はいま、大変な状況に置かれているんだ〟

「え!?　アクセリアさんが!?」

〝だから君に、助けに行ってもらいたい〟

「ど、どうやって……？」

〝世せ界かい樹じゆの方はこ舟ぶねを使うんだ。あれには空間転移機能が備わっている〟

「けど、わたくしには、もう魔力が……」

〝みんなの魔力を借りればいい。君ならきっとできる〟

「あなたは一緒に来てくださらないの？」

〝……すまない。ぼくはもう帰らなきゃいけないんだ〟

「そんな、早過ぎますわ！　もっと……もっとお話ししたいことがたくさんありますのに！　あなた、あの子がどんな風に育ったか知らないでしょ？　素敵なお婿さんも見付けたのよ？　あの子の幸せな姿を、あなたにも一緒に見てもらいたいの！」

〝すまない。本当にすまない。君には、苦労ばかりかけるね……〟

「本当よ！　だから、行かないで！」

〝また会おう。君と久しぶりに話ができて、嬉うれしかった……〟

「あなた！」




「──そんなことがあったんですね」

「ええ。おかげで何とか間に合いましたわ」

　ニコッと微笑ほほえんだイグザリアさんは、みんなの方を振り返り、パンパンと手を叩たたく。

「さあ皆さん、最後のお仕事ですわ。この大きな塔を押し返しますわよ！　準備はよろしいですわね！」

　イグザリアさんの号令一下、リリガルドのみんなは目を閉じ、両手を掲げた。

　すると、方はこ舟ぶねはゆっくりタワーに体当たりし、そのまま力いっぱい押し返す。

「せーの！」

　グキキキキキキ…………。

「ねえ、イグザリアさん。実は俺おれのところにも、現れたんすよ。親父おやじが」

「まあ、奇遇ですわね」

「ホント、奇遇でした」

　たぶんだけど、あの二人は今回が運命を変えるチャンスだと分かってたから、俺おれたちに力を貸してくれたんじゃないだろうか。

　そのチャンスを作り出してくれたのは、世せ界かい樹じゆの方はこ舟ぶねを持ってきてくれた、三み咲さき……お前なんだよ。

「なあ、アクセリア。見ろよ、みんなが力を合わせて助けに来てくれたんだぜ……って、ん？」

　言いかけたところで、ふと違和感に気付いた。

　アクセリアの頰ほおが、まるで陶器のように白くなっている。

「アクセリア？　おい！　アクセリア！」

　肩を揺すると、黒く染まった髪がはらりと床に流れ落ちた。

「おい！　どうしたんだよ、アクセリア！　返事しろ！」

　駆け寄ってきたリリージョンさんが、慌ててアクセリアの手首に指を当てる。

「みゃ、脈が……ありません」

「そんな!?」

　ウソだろ!?　脈がないって、一体どういうことだよ!?

　やっと……やっとみんな助かったんじゃねえのかよ!?

「アクセリアさん、どうしたのですか!?」

　イグザリアさんも、娘の様子を見てサッと顔を青あお褪ざめさせる。

「アクセリアさん!?　アクセリアさん[image: かんたんふ]」

　必死に呼びかけるが、アクセリアからの返答はない。

「リリージョンさん、何とかならないんですか!?」

　つかみかかった俺おれに、黒衣の神父はただ黙って項うな垂だれた。

　言葉はなくとも、いや、言葉がないからこそ、何よりも明確な答えがそこにあった。

「アクセリア……目を、覚ましてくれぇ……」

　目の前に横たわる少女は、瞼まぶたを閉じたまま、何も答えてくれない。

　その面差しは穏やかで、どこか満足そうですらある。

「ふざけんなよ……何でそんな安らかな表情浮かべてるんだよ。おいアクセリア、イグザリアさんが悲しんでるぞ！　早く起きろ！　イグザリアさんだけじゃない。俺おれも……俺おれも………」

　言葉が続かず、濡ぬれた頰ほおを冷たい胸に押し当てた。

　誰だれか……誰だれでもいい。お願いだから、アクセリアを返してくれ！

「アクセリア………アクセリア──────────────[image: かんたんふ]」

　不意にタワーを支えていた樹き々ぎが砕け、緑の葉がパッと空に飛び散った。

　西から差し込む光を受けて、天を舞う葉は花火のようにキラキラと輝く。

「アクセリア……お前………」

　眠っている赤子のような顔。

　いまごろは、夢でも見ているのだろうか。

　もう二度と覚めることのない、幸せな夢を……。

「そうか……これでもう、苦しい思いもつらい思いもしなくて済むんだな……」

　だとしたら、これで良かったのかもしれない。

　アクセリアはいままで、余りにも傷付き過ぎてきたから。

「アクセリアさん……」

　俺おれの隣では、イグザリアさんが肩を震わせていた。

　降り注ぐ緑のシャワーは、俺おれたちの涙雨か。

「姫様………」

　悲しみに沈む甲かん板ぱん。ひらひらと落ちてきた、一枚の木の葉。

　それから起こったことは、たぶん奇跡と呼ぶべきことだったのかもしれない。

「ん？」

　葉はアクセリアの髪に触れると、生命の残ざん滓しを吸いとるかのように黒く染まり、甲かん板ぱんの上へと落ちた。そして葉から沁しみ出した黒い霧は、今度は方はこ舟ぶねの床を墨色で汚し、その中から小さな小さな枝が生えてくる。

「なんだ……これ？」

　細い枝には、一枚の葉が茂っていた。

「こ、これは……!?」

　突然リリージョンさんがガバッと身を屈かがめ、露つゆに濡ぬれた葉を凝視する。

「リリージョンさん？　どうしたんですか？」

　眼球が飛び出そうなほど目を見開いたリリージョンさんは、震える手で葉を採った。

「こ、これは、世せ界かい樹じゆの葉です。その雫しずくは、あらゆる命を救うと言われる……」

「命を、救う!?　そんなものが、どうして突然こんなところに……!?」

「恐らく森を際限なく広げるダークエルフの力が、この方はこ舟ぶねの材料となった世せ界かい樹じゆに作用したのでしょう。ああ、神よ……!!　若君、これを姫様に！」

　リリージョンさんに葉を託された俺おれは、急いでその雫しずくをアクセリアの口元に運んだ。

　パアアアアアァァァァァァ！

　すると光がアクセリアの身体からだを包み込み、黒く染まった髪の毛が、瞬またたく間まに元の黄金色の輝きを取り戻していく。

「ん………んん？　あら？　ユウタ様？　それにお母様も？」

「アクセリア……」

「アクセリアさん……」

　涙が、溢あふれる。

　溢あふれて溢あふれて、もう止まらない。

「あ、あの……どうして皆さん泣いてらっしゃるのですか？　わぷっ！　ユウタ様、急に抱き付かれて、恥ずかしいです！　でも……わたくしイヤではございません♥」

　良かった、いつものアクセリアだ！

　領民たちは顔を見合わせ、目の前で起きた奇跡と、不思議な運命に、心から感謝した。
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　方はこ舟ぶねが地上に降り立つと、俺おれは勢いよく船ふな縁べりから飛び降りた。

　向かう先は決まってる。

「おい三み咲さき！　どこだ、三み咲さきー!!」

　探すまでもなく、あいつはすぐに見付かった。

　歪ゆがんだ塔脚の下、粉々に崩れ落ちたコンクリートの台座に寄りかかり、三み咲さきは静かに俺おれが来るのを待っていた。

「………お帰り、由ゆう太た」

　首だけをこちらに向け、かすれた声で迎える。

「ただいま……三み咲さき」

　屈かがんで手を取ると、留め具の壊れた籠こ手てがガランと地面に落ちた。

「やっと……うまくいったみたいだね」

「ああ。俺おれたちは、ついに未来を変えてやったぞ」

　傷だらけのバイザーの下で、ふっと三み咲さきが笑みを浮かべる。

　不意にその姿が霞かすんで見えて、俺おれはごしごしと目をこすった。

「ん？　何だ？　三み咲さきの姿が、透けて……」

「驚いた？　未来が変わったから、あたしの存在が消えようとしてるんだよ」

「そ、存在が消える!?　ちょっと待て、そんな話聞いてねえぞ!!」

　動揺する俺おれとは正反対に、三み咲さきはすっかり落ち着き払っていた。

「ごめんね。ちゃんと言ってなくて。けどね、実はあたし、由ゆう太たにもう一つ、まだ言ってなかったことがあるんだ」

「な、何だよ」

　思わず身構える俺おれに、三み咲さきは穏やかな声で告げる。




「あたしね……由ゆう太たのこと、ずっと好きだったの」




　ビルの隙すき間まから夕ゆう陽ひが差し込み、兜かぶとのバイザーを赤々と照らした。

　吹いた風は冷たく、枯れかけた樹き々ぎの葉をそよそよと揺らす。

「へへっ……やっと言えた。こっちのあたしの……先を越しちったかな」

　呆ぼう然ぜんとする俺おれの前で、三み咲さきは悪戯いたずらっぽい笑みを口元に浮かべた。

「三み咲さき…………」

「ねえ、最後に一生のお願い。あたしの兜かぶと……外して」

「お、おう……」

　あごの下にある革ベルトを外し、角が折れた兜かぶとをゆっくり持ち上げた。

　その下から現れたのは、傷付き、疲れ果てた少女の顔。

　兜かぶとをそっと下ろしたところで、三み咲さきがポツリと呟つぶやく。

「懐なつかしいね、由ゆう太た。青あお根ね島しまでは、よくこうやって二人で夕ゆう陽ひを眺めたよね」

「うん………」

「浜辺で、由ゆう太たがコスプレグッズ作って。あたしは、海で泳いで。楽しかったな、あの頃ころ……」

　遠くを見詰める瞳ひとみの先には、東京の摩天楼ではなく、俺おれたちの故郷、青あお根ね島しまの海が広がっているのだろう。

「長かった……本当に長かった。何度も何度も由ゆう太たが死んで。あたしはそのたびに涙を流して。けど、それももう、今日きようで終わり……」

　頰ほおを伝った涙が、乾いた地面にぽたりと落ちる。

「最後にもう一つだけ……一生のお願い、聞いてもらえる？」

「……何だよ、二つ目じゃねえか」

「いいじゃん。何度も転生してきたんだから」

　バカ、全然笑えねえっつーの……。

「この際だ。何でもいいから言ってみろ」

「あのね……あたしのこと、好きって言って」

　もう、三み咲さきの姿はほとんど見えなくなっていた。

　宵闇に追われた空からオレンジ色の光が降り注ぎ、俺おれの大切な幼おさな馴な染じみの身体からだをますます透明にしていく。

「………好きだよ、三み咲さき」

　三み咲さきはにっこり微笑ほほえみ、

「ありがとう、由ゆう太た」

　もう一度、涙を流した。

「あたしね、由ゆう太たに会えて、本当に幸せだった」

「俺おれもだ」

　もっと気が利きいたことを言いたいのに、胸が詰まって、声が出ない。

「泣かないで、由ゆう太た」

　三み咲さきはそっと手を伸ばす。

「最後なんだから、由ゆう太たの笑顔を見せて」

　俺おれはくしゃくしゃの顔に、精いっぱいの笑顔を浮かべた。

　はたから見れば、それは笑顔なんて呼べるもんじゃなかっただろう。

　けど、俺おれと三み咲さきには、それで充分だった。

「由ゆう太た、こっちのあたしにも、優しくしてあげてね」

　夕ゆう陽ひが幼おさな馴な染じみの笑顔を照らす。

「じゃあね、あたしの大切な、幼おさな馴な染じみ」

「み──」

　すーっと光の中に笑顔が溶けた。

　カツン、と音を立てて、割れたペンダントが落ちる。

「…………行ったんだな、三み咲さき」

　拾い上げると、それは砂のようにさらさらと散っていった。

　茜あかね色いろの風に乗って、きらきら、きらきら、宝石の粒が舞う。

　その風は、今度こそきっと、あいつを迷わず故郷に送り届けてくれるだろう。

　懐なつかしい、俺おれたちの故郷へ。

「おーい由ゆう太たー!!」

　空を見上げる俺おれの許もとに、こっちの世界の幼おさな馴な染じみが駆け戻ってきた。

「おう、三み咲さき」

「無事で良かった！　心配したんだから、もう！」

　そのままタックルするような勢いで、俺おれに抱き付いてくる。

「わぷっ！」

「ねえ由ゆう太た、ロロちゃんどこ行ったか知らない？　ぜんぜん見当たらないんだけど」

　俺おれは南の空を眺めながら、答えた。

「あいつなら……帰ったよ」

　長い長い旅を終えて、あるべきところへ……。

「えー、そうなの!?　急すぎない!?　最後に挨あい拶さつくらいしたかったのに！」

「きっと、忙しかったんだろうよ。なんせ……勇者だからな」

「ん……そっか。まあ、そだね」

　苦笑する三み咲さきの顔を見て、俺おれはポケットに入れてたあるもののことを思い出した。

「そうだ。三み咲さき、ちょっと手ぇ出してくれ」

「手？　どうして？」

「ほらこれ……お前にプレゼント」

　差し出したのは、事故が起こる直前、フットタウンで三み咲さきが眺めていたペンダントだ。

「あ！　あたしが欲しかったやつ！　ちゃんと買っておいてくれたんだ！」

　三み咲さきは嬉うれしそうに、受け取ったプレゼントを握りしめた。

「ありがと、由ゆう太た！　大切にするね！」

「うん。ところでさ、代わりと言っちゃなんだけど、お前がいま着けてるペンダント。それ、俺おれにくれないか？」

「え？　これ？」

「ああ。さすがに二つ首から下げるわけにはいかないだろ？」

「なぁにぃ～？　あたしが身に着けてるもの、欲しくなっちゃったぁ～？」

「うん。まあ、そんなとこ」

「…………」

　真顔の返答にちょっと頰ほおを赤らめた三み咲さきは、ペンダントを外し、俺おれに手渡した。

　代わりに、いまもらったばかりのペンダントを首から下げ、照れ臭そうな笑みを浮かべる。

「……にひ。どう、似合う？」

「ああ、似合ってるよ。そっちのペンダントのほうが、よっぽどお前らしい」

「へへ。ありがとう、由ゆう太た」

　星が瞬またたき始めた空を見上げ、俺おれはそっと目をすがめた。







[image: エピローグ]







　磯いそ臭い風が頰ほおを撫なで、夕ゆう陽ひが水平線に溶けていく。

「アクセリアと出会ってから、もう一年か……」

「早いものですね、ユウタ様」

　高校二年の夏休み。俺おれはいつもの浜辺でコスプレグッズを作っていた。

「由ゆう太たぁ、今度は何作ってんの？」

　後ろから、三み咲さきがひょっこり覗のぞき込んでくる。

「ロロが使ってた覇者の剣だよ。本物は折れちまったけど、アレを参考に、もっとリアルなやつを作れないかと思ってさ」

「へぇ～、たしかによくできてるね！　これなら村長でも一撃で倒せそう！」

　だからお前は村長に何か恨みでもあるのか。

「皆さん、ここにいらっしゃいましたか」

　ちょうどそこへ、七分袖そでジャケットにタイトなパンツスーツを穿はいた美み羽うさんが姿を現した。

「先ほど本省から『特定移住者の保護区域に関する特別措置法』が衆議院を通過した旨むね連絡がありました。これでアクセリアさんたちの移住生活も、軌道に乗ってくることでしょう」

「ホントですか！　やっと一段落ですね」

「ええ。衆議院では野党から、本法案は一つの地方自治体である青あお根ね島しま村にだけ適用される特別法であり、憲法第九十五条の規定に抵触するという指摘がありましたが、それについては、たとえば『大規模な公有水面の埋立てに伴う村の設置に係る地方自治法等の特例に関する法律』や都制度のように一般的な制度を定めたものであり、もし他の地域に特定移住者が現れた場合はこの法律が適用され得ることから──」

「本当にありがとうございました」

　美み羽うさんはまだ喋しやべりたそうだったが、早々に話を打ち切らせていただいた。

「けどさ、こうやってアクセリアちゃんたちが無事に日本で暮らせるようになったのも、あの葦あし津づさんと週刊桜おう花かのおかげだよねぇ」

　しみじみと呟つぶやく三み咲さきの言葉に、俺おれたちは顔を見合わせて頷うなずく。

「そうだな。アクセリアが東京タワーを命がけで支えてくれたこととか、イグザリアさんたちの方はこ舟ぶねがタワーを押し返してくれたこととか、みんなあの人が記事にしてくれたおかげでリリガルドのイメージが変わったもんな」

「由ゆう太たが壊れた非常ドアをぶち破ってくれなかったら、レスキュー隊の人たちの救助も間に合わなかっただろうって書いてあったよ」

「あれは俺おれのおかげっつーか盾のおかげだけどな」

　何にせよ、非常時の美談に弱いのが日本国民だ。

　受けた恩を忘れないっつー国民性に、いまはただ感謝するほかない。

「青あお根ね島しま村へ移住してきた特定移住者の皆さんも、農協や役場の農業指導等により順調に生活改善が進んでいるようです」

「そうですね。まあリリガルドは完全に海に沈んじまったわけだから、俺おれはもう領主お払い箱なんですけど」

　ちょっと寂しい気はするが、肩の荷が降りたって気持ちのほうが強い。

「ん？」

　そんな会話の最さ中なか、三み咲さきが怪け訝げんそうな面持ちでぐるりと辺りを見回した。

「どうした三み咲さき？」

「ねえ由ゆう太た……なんか急に霧が出てきた気がしない？」

　言われて見ると、いつの間にか辺りは乳白色の霧に包まれている。

「ホントだ。梅つ雨ゆ時でもないのに、こんな濃い霧が出るのは珍しいな……」

　タッタッタッタッタッ──。

　その時、どこからともなく足音が聞こえ、アクセリアが俺おれのシャツの袖そでを引っ張った。

「ユウタ様、お気を付けください。向こうから、どなたか近付いてまいります」

「え？　誰だれが──うわっ！」

　ドシン！

　警戒する暇いとまもなく、横から小柄な人影に勢いよく押し倒される。

「むぎゅっ!?」

　尻しり餅もちをついた俺おれは、不注意な人物をギロリと睨にらみ付つけた。

「お、おい、誰だれだよ！　こんな霧の中で走り回ったら危ないだろうが！」

「貴様、誰だれに向かって口を利きいている！」

「へ？」

　野太い声に驚いて見上げると、目の前には大柄な軍人さんの姿が。そして俺おれの上に乗っかっている小さな女の子の頭には、なぜか角が生えている。

　このパターン、どっかで見たことあるような気が……。

「あ、あのー、どちら様で？」

「無礼者！　将軍閣下に何という口を──」

「よい、大佐。未開の蛮族どもが礼をわきまえておらぬのは当然のこと。知らぬとあらば教えてやろう。余は魔王軍第三方面作戦軍第八師団師団長、バルゼビュール魔伯である！」

　軍服を着た少女が、俺おれの腹の上で薄い胸を反らした。

　あの……これって、やっぱりそういうことだよね。

　アクセリアや三み咲さきたちは、あっけに取られてポカンとしている。

「喜べウジ虫ども。偉大なる魔王陛下は、貴様らに『尊厳ある服従』か『ブタのごとき死』か、どちらか好きなほうを選ばせてくださると仰おおせだ」

「えーと、他に選択肢はないんすか？」

「ない」

　即答かよ。

「やれやれ、まいったな……」

　ちょうどその時、海からザバッとザルディーネさんが上がってきた。

「ふぅー、泳いだ泳いだ。やはり海水はピリピリしていかんのう。いつもの湖のほうが泳ぎ心地が……うん？」

　マイクロビキニを着たザルディーネさんが、二人の珍客をしげしげと眺め回す。

「なんじゃ、お主ら。魔族の臭においがするのう」

　途端に慌て出す、二人の奇妙な来訪者たち。

「しょ、将軍閣下！　あの魔力……まさか水竜では!?」

「お、落ち着け大佐。水竜一匹程度ならどうとでもなる。敵の示威行動にいちいち狼狽うろたえるな」

　示威行動て……。ありゃただのマイクロビキニ着た痴女だろ。

「さ、さあウジ虫ども！　貴様らのような下等生物と問答するつもりはない。隷属か死か！　いますぐこの場で選べ！」

「いや、俺おれに言われてもなあ……」

　困惑して頭を搔かいていると、今度は崖がけのほうから聞き覚えのある声が響いてきた。

「漆うるし原ばらくーん、そこにいるの!?　この前行ったルーヴルのお土産みやげ、届けにきたんだけどー!!」


　ガタガタガタン！



　軍服の少女が仰向けにひっくり返り、ガクガクブルブル震え出した。

「バ、バカな！　あの魔力は……クラーケン！　数百年前、時の魔王陛下と地上の覇権を争ったとされる伝説の魔神ではないか！　そんな化け物が、なぜこのようなところに……!?」

「しょ、将軍、ここは一度退ひいたほうが」

「バカを言え！　栄光ある大魔王軍が未開の蛮族ども相手に逃げ出したとあらば、末代までの笑い草であろう！」

　騒がしい連中だ。

「あの……そっちも何か用があるってことは分かるんすけど、俺おれ、この剣の仕上げが残ってるんで、時間かかるようなら後にしてもらえないっすかね……」


「はうわ！」



　俺おれのコスプレ剣を見た軍服少女は突然悲鳴を上げ、


　じわ～～……じょろじょろじょろ……。



　ついに失禁した。

「バババ、バカな……そ、それは、勇者のみが持つことを許されるとされる覇者の剣！　まさか貴様、聖せい法ほう帝国をたった一人で滅ぼしたという伝説の勇者なのか!?」

「いや、人違いっす」

　きっぱり否定したにも関わらず、軍服少女は絶望的な表情を浮かべている。


「分かった、降伏しよう」



「何が分かったの!?」

「師団長の称号は貴様にくれてやる。だからどうか……部下たちの命だけは助けてほしい」

　悲壮感溢あふれる様子で土下座する、元・師団長。

「っていやいやいや、そんな称号いらねえから！」

「よいか、お前たち。今日きようからこの方が貴様らの師団長だ。軽挙妄動はくれぐれも慎むように。そしていつの日か……お前たちだけでも魔界へ帰り、捲けん土ど重ちよう来らいを図るのだ」

「将軍……いえ、バルゼビュールさま！　ううぅっ！」

　泣き崩れる軍人さん。

　この茶番、いつまで続くんだろ。

「さあ勇者よ、余のことを好きにするがいい！　だがな、貴様らがいかに卑劣な手段を用いようと、魔族の誇りだけは砕けぬと知れ！」

　意味不明なことを叫びながら、バルゼビュールさまがぐっと迫ってくる。

　お前ら、人の話は聞きましょうって学校で教わらなかったのか？

「あのさあ、そろそろいい加減にしてくんねえかな。俺おれ、やることがあるって言ったよね。あんまりしつこいようなら警察を──」

　軍服幼女を押し返そうとした、その時。

　ぺたん。

「「あ」」

　まったくの偶然で、俺おれは平べったい胸に触れてしまった。

　わなわな震えながら、バルゼビュール嬢がへたりとその場へ座り込む。

「………そうか、それが貴様の望みか」

　イヤな予感。

「貴様、余が降伏するだけでは飽き足らず、この身を奴隷にしようと言うのだな！」

「初耳なんですけど、その発想!?」

「バルゼビュールさまあああああ！　貴様ぁぁぁぁ、何ということををををををを！」

　激げき昂こうする軍人さんを、哀れなバルゼビュールさんが制する。

「やめろ、大佐。いまのは正式な奴隷契約の作法だ。これ以上抗あらがうのは掟おきてに反する。それに、いまの奴やつは師団長の称号を有する身。呼び捨ては無礼ぞ。将軍閣下と呼べ」

「しかしバルゼビュール様！」

「黙っていろ。余、一人が奴隷になることでお前たちが助かるなら、安いものだ。フッ。さあ、どこへでも連れて行くがいい。余は……貴様の奴隷である！」

　めっちゃ偉そうな奴隷さん誕生や……。

「ねえ由ゆう太たぁ、もうお腹なか空いたから帰っていい？」

「ユウタ様、お家うちに帰ったらおしおきです♥」

「由ゆう太たさん、あなたは法令に反するだけに飽き足らず、とうとう憲法第十八条までないがしろにする気なのですね。あなたはもはや、存在そのものが違憲です！」

「なぜ!?」

　アクセリアたちは、呆あきれ果はててぞろぞろ帰り始めた。

「ちょっと待って！　俺おれを置いていかないで！」

「──ユウタ殿」

　ゾクッ！

　不意に殺気を感じ、俺おれは慌てて背後を振り返った。

「べ、ベルベリンデさん!?」

　そこには、身体からだ中にワカメやヒトデを貼はり付けた女騎士の姿が。

「姫様という超絶麗うるわしい奥方様を持つ身でありながら、よもや性奴隷まで囲うとは……」

「いや、性奴隷とは一言も言ってないですよね!?」

「しかし、もう脱いでいるようですが？」

「服着ろてめえええええええええええ！」

　しかも脱いだ服を綺き麗れいに畳んでるとか、だいぶ余裕あるじゃねえかあああああ！

「もはや言い逃れは不可能！　ロロ殿との戦いの末習得した電撃魔法、ついに試す時がきたようですな！」

「え……？　そ、それはちょっとシャレにならないんじゃ……」

「受けよ！　クロス流電撃殺法超奥おう義ぎ！　ベルベリンデサンダースパーク超電撃ボルト！」


　バリバリバリバリバリ！

　あんぎゃあああああああああああああああ！



「しょ、将軍!?　骨が透けて──!!」

　慌てて駆け寄ってくる軍人さん。

　って、今度は俺おれ、領主じゃなくて将軍になっちゃったの!?




　青あお根ね島しまの海に、夕ゆう陽ひが沈む。

　霧の向こうに浮かぶのは、巨大な島影。

　俺おれはまだしばらく、平穏に暮らすことは許されないみたいだ……。





～終
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　　　あとがき




　こんにちは、鷲わしの宮みやだいじんです！

　エルフ嫁、ついに完結となりました！　まともにラストまで書いた作品は「合コンに行ったらとんでもないことが起こりました」以来ですので、あれこれ手探りな感じの最終巻となりました。

　さて、いきなりネタバレ入りますので、本編未読の方は、そちらを先にお願いいたします。

　お読みいただいた方はお分かりと思いますが、この巻の主人公は、ズバリ三み咲さきです。

　ラストですので、本来はアクセリアや由ゆう太たをフォーカスすべきところと思いましたが、どうしても三み咲さきを中心に据えたくて、このような内容にさせていただきました。

　そもそもエルフ嫁のプロットを練り始めた当初、わたしは三み咲さきのような幼おさな馴な染じみキャラを登場させるつもりはありませんでした。あくまでもメインヒロインはアクセリア、と思っておりましたので。

　しかしその後、担当編集様から「異世界側と青あお根ね島しま側、それぞれに守るべきヒロインがいたほうが話は広がるのでは」というアイディアをいただきまして、多少の紆う余よ曲きよく折せつを経ていまの三み咲さきになった次第です。

　いざ入れてみると、三み咲さきはエルフ嫁にとって、なくてはならないキャラとなりました。

　第一巻の原稿を詰めている最中だったかと思いますが、担当編集様から「いっそ三み咲さきがメインヒロインもアリでは？」というご意見まで頂戴したように記憶しております。

　とは言え、それでも当時のわたしにとって三み咲さきはあくまでもサブヒロインであり、そういう意味では若干軽い扱いだったように思います。

　そんな三み咲さきに対する位置付けが変わったのは、第三巻終盤、由ゆう太たの回想シーンを書いていた時のことです。

　由ゆう太たが三み咲さきのために戻って来る場面。あれは、単に思い付きで入れただけのシーンだったのですが、二人の姿を書いた瞬間から、三み咲さきのことはいい加減には終わらせたくないな……と思うようになりました。そしてそれが高じて、ついにこの巻に至ったわけです。前フリ長いな！

　そんなこんなでこの第五巻は、まったくもって、わたしの自己満足のために書かせていただきました。分量も、ホントは他の巻より少な目にまとめるつもりだったのですが、書いてみたらこんなに長くなってしまって……お読み苦しい点は、伏してお詫わび申し上げます。

　でも、おかげさまでエルフ嫁で書きたかったことはひととおり書かせていただくことができました。書き残したと思うものはございません。

　振り返ってみると、エルフ嫁の執筆で楽しかったこと、大変だったこと、いろいろありました。けど一番大きかったのは、やっぱり「反省」かな～…と思ってます。

　最初にプロットを練り始めた頃ころ、この作品には二つの明確な方向性がありました。それは「異世界」と「お役所」ネタを組み合わせる、ということです。

　その一方で著者的には、もっとカタルシス的要素が必要なんじゃないか、という悩みもありました。

　ですがお役所にカタルシスを持ち込みますと、あっという間に異世界が開発されて、ファンタジーワールドがただの日本の一部になってしまう……というジレンマもありまして、結局それを解決するアイディアを生み出すことができなかった、というのが正直なところです。

　現代日本の知識や技術が大活躍するような物語を期待されて読まれた読者様にとっては、大いにガッカリされたことと思います。もちろん不出来な部分はそれだけではありませんが、とりわけこの点について、書いた人間としては「申し訳ございません」としか言いようがない次第です。

　しかしエルフ嫁では、いまの設定でなければ書くことのできない物語も、たくさん書かせていただくことができました。筆者の個人的満足で大変恐縮ですが、本当に幸せな経験をさせていただいたと思っております。エルフ嫁を書く機会を与えてくださった電撃文庫編集部さまには、ただただ感謝の言葉しかございません。

　加えまして、イラストレーターのNardackさまには、わたしの拙つたない作品に、素晴らしい、本当に素晴らしいイラストを添えていただきました。身に余る光栄とはまさにこのことです。Nardackさんと一緒に仕事をさせていただいたことは、自分の人生において望外の喜びでした。改めまして、ここに深い深い謝意を表させていただきます。

　また、この作品のカバーを飾る装丁を手掛けてくださったAFTER GLOWの増ます田だ様にも、毎巻素敵なデザインをご用意いただきました。誠に誠にありがとうございました。

　そのほか、この本のために多大なお力を頂戴した皆様方には、この場をお借りして、心よりお礼申し上げます。

　とは言え、やはり何と申しましても、最も親身にお世話になった方は、担当編集のお二方様でございます。Ｙ様には第二巻から入っていただきまして、鋭いご意見や、なるほど！　というアイディアをたくさん頂きました。さらに前々作からお世話になっているＫ様には、ちょっと言葉では言い表せないほどのご恩を感じております。お陰様で、こうしてこの物語を完結させることができました。とにかくもう……ひたすら感謝です。

　最後になってしまいましたが、言うまでもなく、すべてはお手に取ってくださった読者様いらっしゃればこそのエルフ嫁です。読者の皆様には、最大限の謝辞をここに添えさせていただきます。

　エルフ嫁と始める異世界領主生活。最後までお付き合いいただき、本当にありがとうございました。皆様とはまた、近いうちにぜひ再びお会いできれば幸いです。


平成二十九年七月某日　クーラーの効いた自室にて
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鷲わしの宮みやだいじん

ぼくは、まだガラケーです。
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イラスト／Nardack

日本のみならず韓国・インドネシアなど様々な国でイラストを手掛けている、気鋭のイラストレーター。
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